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　フランネル地方にある大きな港街フランダーズに、兵員と荷を満まん載さいした大型帆はん船せんが陸りく続ぞくと入港しつつあった。それらはすべて新教会に属する物である。

　フランネル地方は新教会が大陸本土に保持している数少ない橋きよう頭とう堡ほの一つで、その地の中心都市、港街フランダーズを支配するフランダーズ公ロートレックは、新教会の有力な支援者だった。

　ロートレックは旧教会側の攻勢を幾度となく撥はね返してきた剛ごうの者で、反転攻勢に出るという新教会の決断を聞いた彼は、一も二もなく「聖戦」に参陣すると申し出て、新教会側を喜ばせた。

　ロートレックの協力を得た新教会は、まず兵員と大量の兵ひよう糧ろう、武器・防具などをフランダーズに移送することにした。

　ダビズ海峡はロートレックを始めとする沿岸諸しよ侯こう──その多くは新教会側に立つ──の影響下にあるので、移送を旧教会に邪魔される虞おそれはない。急いで兵と兵糧、武器や防具を集めた新教会は、それらを輸送船に積み込み、配下の神しん将しように預けて海を渡らせた。いま、その輸送船団がフランダーズに到着したのである。

　大きな港街とはいっても、大型の帆船やガレー船が陸づけできる埠ふ頭とうは限られている。港の中も外も、兵や荷を陸りく揚あげするための順番待ちの船で溢あふれ返っていた。
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　埠頭に繋つながれた船から下ろされた梯子はしごを伝って、続々と兵士が降りてくる。

　兵や荷の揚よう陸りくの様子を査察に来たフランダーズ公ロートレックは満足そうに言った。

「この調子なら、ほどなく反転攻勢を開始できるだろう」

　ロートレックは緩やかに波打つ金髪を肩まで伸ばした三十代後半の貴公子然とした背の高い男で、優れた為い政せい者しやであると同時に、戦いくさの経験も豊富な優れた指し揮き官かんでもあった。

　ロートレックの隣に立つ痩そう身しんの副官が頷うなずいた。

「でありますね。これで旧教会の阿あ呆ほうどもに目にもの見せてやれるというものです」

「旧きゆう態たい依い然ぜんの固こ陋ろうな者たちは、世界の進歩のために邪魔になるだけだ。とっとと退場してもらうのがいい。連中、西さい果はての半島で苦戦してるというから、我々はその隙すきにフランセ地方を切り取ってしまおう。まずは、要よう衝しようブラッセルを奪う。あそこを奪ってしまえば、フランセ地方最大の都市パリューヌが視野に入ってくるからな」

「ブラッセルを陥おとせば、先の戦いで奪われた北海沿岸の諸都市は雪崩なだれを打ってこちらに転ぶでしょう。元々、ほとんどが我らの側に立つ都市でしたからな」

「そうして北から圧力をかけつつ、旧来の支配地域を解放していく。八はち八はち旅団を損そん耗もうし、ほかにも幾つかの旅団を西さい果はての半島方面に遠征させている旧教会は、我々の攻勢に対してすぐに対応が取れまい」

「ですが、ロートレック様。八八旅団の旅りよ団だん長ちよう、あのジュエルジュードが魔女に討うち取られたというのは本当なのでしょうか」

　そう訊きく副官の口調には、多少の疑念や恐れが滲にじんでいるように思える。それに対してロートレックは、さてな、と素っ気なく応えた。彼は疑問も恐れも抱いていないようだ。

「その手の話は尾お鰭ひれがつくものだ。話半分と思っていたほうがいい。とはいえ、魔女退治に向かった八八旅団が、なんの成果もなく、どころか旅団長を失って逃げ戻ってきたのは事実らしい。西果ての半島で何かがあったのは確かのようだな」

「いったい何があったというのでしょう」

「俺おれもそれを知りたいと思うが、それは喫きつ緊きんの課題ではない。いま我らがやらねばならぬことは、失地回復のための戦いを予定どおり始めることだ。派遣されてきた神しん将しようや味方の諸しよ侯こうと軍議を重ね、勝利への道筋を描くことこそ我らの務つとめよ」

　そう言ってフランダーズ公ロートレックは薄い笑いを浮かべ、腕を撫ぶした。

「また激しく厳しい戦いくさになるぞ」

「なんの、今度こそ我らが勝利する番でございます」

「うむ。腐った旧教会勢力を世界から一掃することこそが人々のためになるのだ。我らは我らの神のために戦わなくてはならん」

「は！」

　ロートレックは深しん緑りよく色をした港の水みな面もに目を向けた。

（今は穏やかだが、やがて嵐が来る。戦乱という名の大おお嵐あらしが。凪ないだ海も大いに荒れるだろう。果たしてどれほどの人間が死ぬことになるのか。神のために戦い、神の敵を殺し、神のために死ぬ。我らの神は、それをお望みなのか。いや）

　ロートレックは、ふと胸のうちに湧いた疑問を無理やり追い払った。

（考えても詮せん無なきことよ。考えたところで敵は来る。ならば、敵を討ち滅ぼしてから考えればよい）
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　斯かくして大陸では仮かり初そめの平和が破れ、新たな戦争が始まろうとしていた。

　しかし。

　それを引き起こす要因が、この世界に投げ込まれた、たった一人の異分子にあるとは、ロートレックも夢む想そうだにしていない。

　果たしてナーガがこの世界に戦乱を呼んだのか。

　それとも戦乱がナーガをこの世界に喚よび寄せたのか。

　それは誰にもわからない。

　しかし、血で血を洗うような激しい戦いが際さい限げんなく続く、そんな戦乱の世が迫っていることだけはたしかだった。
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　ナーガは構想を練っていた。「魔女と人とが共に暮らせる世界を創る」という彼の遠えん大だいな目標を実現させるための様々な手段を考えていた。

　目標を実現させるための手段とは、戦略を実現させるための戦術と言い換えてもいい。このときの彼の頭に戦略や戦術という単語があったかは怪しいが、ナーガは、その目標を達成させるためにどうすればいいかということに思いを巡らせた。

　おおよその構想を練り終えたナーガは、己の構想を伝え聞かせるため、そして意見を聞くため、魔女の中の主立った者を呼んだ。

　呼ばれたのはハインドラ一族の長おさハリガンと、アイス、レラである。共に何かを図るとなれば、今のところハインドラ一族ではこの三人を措おいて外ほかにない。三人以外ではスレイマーヤ一族の長であるヴィータがいた。ヴィータの隣にはエリュシオーネもいるが、彼女は頭脳労働に向いていない（ヴィータ談）ので、ヴィータの侍じ者しや的な立場で出席しているだけだった。

　このほかにはライバッハが顔を出している。彼は幹かん部ぶとしては魔女側に立つ唯一の人間であると同時にナーガの部下でもあるから、この手の席にいつも呼ばれていた。

　言わばこの六人（エリュシオーネは除く）によって、これからの魔女たちの作戦行動を決める重要な戦略会議が開かれようとしているわけである。

　けれど魔女たちは、相変わらず裸とどこが違うのかという極小極薄の衣装しか身に着けていないので、重要な会議が始まるという緊張感はなかった。おまけにナーガやライバッハが裸同然の魔女たちを見て鼻の下を長くしているので、自分たちの未来を左右する作戦行動を決めるのだという深刻さは微み塵じんも感じられない。

　そんなナーガやライバッハの態度に、

「こんな大事な会議の席でどうしてそんなに楽しそうにしていられるかがさっぱりわかりませんね、ナーガさん」

　とアイスは咎とがめるような視線を向けたのだが、ナーガは少しも改めようとしなかった。

「おまえたちがそんな恰かつ好こうで出てくるから見たくなるんだ。見られたくないなら、もっと着込んでこい」

　などと開き直る始末で、さすがのハリガンやヴィータも呆あきれた顔を隠さない。

「着込んでしまうと、いざというときに魔法が使えないから薄着なのだ。貴様に見せたくて薄着なのではないわ」

　とハリガンがツッコみ、ヴィータもすかさず追撃した。

「見られるのは薄着な奴やつが悪いだなぞと言い張るのは、盗みに入られたのは戸締まりがなってないからだと主張する盗ぬすつ人と同様の、責せき任にん転てん嫁かも甚はなはだしい恥知らず極まりない言い分だと思うのじゃがな？」

「ひでえ言われようだな」

　ナーガはかなり不服そうだった。

「いえ、まぁ、あの、ハリガンさんやヴィータさんの仰おつしやることも、強あながち間違っちゃいない……と思わないでも……ないんですが」

　とライバッハが遠えん慮りよがちに言った。

「見ろ。魔女に敵対する人間のライバッハですら吾われらの言い分に賛同しておるというのに、龍りゆう王おうの御み遣つかいであるおぬしがそんなすけべ面づらを晒さらしていてどうするのだ!?」

「だから……それが酷ひどい言われようだと」

　額を手で押さえ、天を仰あおいでぼやいていたナーガだが、やがてあっけらかんとした顔で魔女たちに向き直った。

「まぁ、いいや。おまえら、いつでもその恰かつ好こうだからな。いま観賞しなくても、いつでも見られるもんな」

「少しも懲こりてないぞ、こやつ！」

　ハリガンは、びしっ、とナーガを指さしてツッコみ、ヴィータは可愛かわいらしい仕草で小首を傾かしげた。

「というか。本音丸出しで恥ずかしくないのかのう」

「レラも何か言ってやれ。ナーガの肺はい腑ふを抉えぐるようなお得意のキツい一言を」

　とハリガンはレラを嗾けしかけた。

「そうよ、レラ。例えば……龍王様のご一族には人間で言うところの『恥』という概念がないので無理もないです、とか、そういうのを」

「おまえのほうがキツいわ、アイス！」

　堪たまらずナーガがツッコむと。

「え？　そうですか？　そんなことはないと思うのですけど？」

（いやいや。皮肉とか嫌いやみとか、じつはハインドラ一族の中でおまえがいちばんキツいと思うのは俺おれだけじゃねえぞ。たぶん）

　と思ったが、声には出せないので心の中でツッコむにとどめておくナーガだった。

　一方、キツい一撃を期待されたレラ本人は。

「え？　あのえっとべつに……い、いいので、は？」

「なんだと!?」

　ハリガンに驚きと非難の入り交じった目を向けられ、レラは慌てて言葉を継いだ。

「だからナーガさんの言うようにわたしたちはいつもこの恰好で、すから今さら見るなと言っても無理があるわけです、し」

「偉い。レラ、おまえ偉いぞ」

「ナーガ、おぬしは少し黙っておれ！」

「ハリガン、おまえ、顔、恐こわいぞ」

「いいから黙れ！」

　眉まゆを吊つり上げてナーガを睨ねめつけたハリガンは、少し形ぎよう相そうを和らげてレラに向き直り、

「いいか、レラ。ナーガの場合、ただ見ているのではないのだぞ。此こ奴やつときたら食い入るように食い込むように食らいつくように吾われらのことを見ているのだぞ」

　と諭さとすように言った。

「そうじゃのう。自分で『観賞』なんぞと言うておったからのう」

　ヴィータも、そんな皮肉を言う。

「おまえはナーガに、あんな好色極まりない目つきで観賞されて平気だというのか？」

　そう言ってハリガンがレラに迫ると、ナーガは呟つぶやくようにぼやいた。

「だから。おまえの言い草も酷ひどすぎるだろ、ハリガン」

「それはあの少し恥ずかしい気もしますけどでもそれほど嫌いやじゃないといいます……か」

「なんだと!?」

「なんですって!?」

「なんじゃと!?」

「本気か!?」

　ハリガン、アイス、ヴィータ、エリュシオーネが揃そろって大きく仰のけ反ぞった。

「「「「まさかレラが墜おちたっっ!?」」」」

「墜ちてませんけどっっ!?」

「吾わが一族でもっとも色いろ恋こい沙ざ汰たに縁遠いと言われていたレラがなぁ……」

「わたしたちの中でもっともお色気方面に疎うといと言われていたレラがねぇ……」

「ハリガン一党の中でもっとも頭デッカチと思っていたレラがのう」

　ハリガン、アイス、ヴィータの三人は、腕組みして、うんうん、と大きく頷うなずいた。

「え……姉あね様さまもアイスもヴィータさんも随分と酷くな、い？」

　レラは不満そうに頬ほおを膨ふくらませた。

　するとアイスが、にっこりと微笑ほほえんで。

「だって、レラ、うちの一族でもっともちっぱいじゃない？」

「それとこれとは関係ないと思いますけ、どっっ！」

「そうですよ。ちっぱいだから色気がないとか言われてしまうと、うちの母かか様さまの立つ瀬がありませ……」

「ほほう？　そうなのかや、エリューよ？　吾は貧ひん乳にゆうで、むしろ無む乳にゆうで、色気など欠片かけらもない、女としての魅力など微み塵じんもない可哀かわい相そうな魔女なのかえ？」

「だだだだ誰もそんなこと言ってませんっっ！」

「いちど貴様の乳を思いきり重くして押し潰して垂たれ乳ちちにしてやるのがいいかのう？」

　ぶるぶるぶる。

　エリュシオーネは顔を真っ青にして思いきり首を左右に振った。

「そうですヴィータさんとても色っぽいではありません、か！　だからわたしもそのうち色っぽくなるので、す！」

「おお？　レラ、ぬしは正直ないい娘むすめよのう。可愛かわいらしいし、頭もいい。それに比べるとうちのエリューの阿あ呆ほうときたら、脳のう味み噌そは空っぽなくせに乳と尻だけは無駄にでかくなりおって、ほんに嘆かわしいわ」

「母かか様さま、酷ひどいぃぃ」

「ねえ、姉あね様さま、せっかくレラが色気づいてきたのですから、彼女の衣装をもっと際きわどい物にしたらいいのではありません？」

「いや、あれ以上、どう際どくしろと？」

　とハリガンは首を捻ひねったのだが、アイスはにこやかな顔で恐ろしいことをさらりと言い放つ。

「もういっそ裸に剥むいて、夜、ナーガさんが寝泊まりしている部屋に押し込んでしまうのはどうかしら」

「アイスが無む茶ちや苦く茶ちや言って、るっっ!?」

　レラが大きく仰のけ反ぞった。

「いやいや、それは不ま味ずかろうよ。それだと確実にナーガの毒どく牙がにかかってしまう。もしも子を成したりすれば、レラの魔力が失われてしまう虞おそれがあるのだぞ？」

　ハリガンの指摘に、ナーガは、ん？　と考え込む。

（そういえば、こいつら、どうやって一族を増やしているのかとか、まだ詳しい話を聞いてなかったな。いまの話だと、こいつら自身が子を産んで、でも、子を産むと魔力をなくす……ってことなのか？　いや、たしかにそんな話を聞いたような気が……）

　いきなり見知らぬ異世界へ放り込まれた直後はナーガも混乱していたから、ハリガンの説明を完全に理解できてはいなかった。

（まだこいつらに関しちゃわからないことがあるな）

　顔を上げたナーガは、さりげなく魔女たちを見回した。

「ああ、そうですね。では……」

　ハリガンの指摘に少し考えていたアイスは、またもにっこりと笑った。

「ナーガさんを縛り上げて手出しできないようにしてから、裸に剥いたレラをナーガさんの居きよ室しつに放り込めばいいのでは？」

「いいわけあるかっ！　どんな拷ごう問もんだ、それ！」

　ナーガがツッコむと、レラも焦あせった顔で続いた。

「といいます、か！　わたし裸に剥むかれるのは勘弁してほしいですけ、どっっ！」

「え？　どうして？　だってレラは、ナーガさんに恥ずかしい恰かつ好こうを見てもらいたいのでしょう？」

「見てもらいたいわけではありま、せんっっ！」

「え？　では見てほしくないの!?　見向きもされたくないと言うの!?」

　とアイスが迫ると、レラは顔を赤くして挙動不審者のように視線をあちこちに彷徨さまよわせながら応えた。

「べべべべつにそんなことも言ってませんけ、ど……」

　顔を赤くしてきょどっているレラを、アイスやハリガン、ヴィータが、にまにま、にやにやと、生なま温ぬるい笑みを浮かべて見ている。

　一方、腕組みしたナーガは、うんうんと大きく頷うなずいた。

「そうかそうか。おまえがそんなに見られたがりだとは思わなかった、レラ。だが、そうとわかれば、これからはいつでもじっくりと見てやるから安心しろ。穴が開くくらい観賞してやる。むしろ観察してやる」

「それのどこに安心できる要素、がっっ!?」

「まぁ、レラの体を穴が開くほど見つめるのはかまわんが、レラの大事な女の部分に穴を開けてしまうのは許さんからな、ナーガ」

「なななな姉あね様さま何をっっ!?」

　レラが顔を真っ赤にして頭の天てつ辺ぺんから蒸気を噴ふき出した。

　ナーガも少し頭を引き、ジト目になってハリガンを見やる。

「おまえ、なかなか露骨なこと言うな、ハリガン」

「一族の長おさともなれば、それは死活問題なのだよ。いまレラを、魔女としてのレラを失う危険を冒おかすわけにはいかんのだ、ナーガ」

　ハリガンは上体を乗り出し、正面からナーガの顔を睨ねめつける。

「わかろうな？」

「ああ……わかっているよ。大丈夫、安心しろ。観賞する以上のことはしねえ」

「ならばよいのだがな」

「あんまりよくないですけ、どっっ!?」

「よし。じゃあ、レラはもっと際きわどい衣装を身に着けて、思う存分、俺おれに観賞されるっていう結論が出たところで、そろそろ本題に入らないか？」

「いつそんな結論がっっ!?」

　レラの悲鳴のような叫び声を無視して、ハリガンやヴィータが、そうだのう、そうじゃのう、と大きく頷いた。
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　まだ不満そうなレラを置き去りにして、ナーガやハリガン、ヴィータは本題に入った。

　アイスやエリュシオーネも身を乗り出し、床に置かれた地図に目を落とす。

「で、ナーガよ。吾われらは今後、何を目指せばいいのだ？　というか、まずどこを目指せばいいのだ？」

　ハリガンがそう訊きくと、脇からヴィータが口を挟んできた。

「とりあえずは吾ら魔女の地歩を固める必要があるのじゃろ？　ということは、西さい果はての半島を支配下に置くために動く……ということかや？」

　しかしナーガは、ヴィータの問いかけを即座に否定した。

「そうじゃねえ」

「は？　違うと？　じゃが、ぬしは常つね々づね、魔女の国を創り支配領域を増やしていく必要があると言うていたではないか」

　ヴィータは怪け訝げんそうな顔でナーガを見つめる。

　彼女だけでなく、ハリガンもアイスもエリュシオーネも、そしてようやく不満そうな顔を収めたレラも、怪訝そうな、不思議そうな顔で、首を捻ひねったりナーガを見つめたりしている。

　ライバッハもナーガが何を言おうとしているのかさっぱりわからない。わからないが、

（俺おれは魔女じゃねえし。俺はナーガ様に命じられたことを実行すればいいんで、ここで頭を悩ます必要もねえな）

　と思い、敢あえてナーガの言葉の真意を考えようとはしなかった。

　ナーガの唱える理想の世界──魔女と人とが平和に共存できる──に共感したライバッハとしては、魔女の国がいつ、どこにできようと、どうやって創ろうと、誰が治めようと、直接自分に関わっているわけではない。彼はハリガンやヴィータほど切せつ羽ぱ詰つまってはいないわけで、反応が薄いのも無理はなかった。そんなライバッハにちらっと視線を向けたナーガだが、すぐ視線を戻し、ハリガンやヴィータに向き直る。

「もちろん支配領域を増やす必要はある。だが、西果ての半島を奪とるためにしゃかりきになるのは効率が悪すぎる」

「？？？」

　魔女たちは皆、頭の上に疑問符を浮かべた。

「こんな半島なんか、カサンドラ王国にでもくれてやればいいんだよ」

「なぁあっ!?」

　ハリガンが大きく仰のけ反ぞり。

「正気か、ぬしは!?」

　ヴィータは思いきり疑わしそうな顔になった。

「ど、どういうことだ、ナーガ!?　『半島なんか』と言うが、この半島を押さえ、拠点にしなくては、吾われらはどこにも行けぬではないか」

　ナーガを睨ねめつけるような目つきでハリガンがそう言うと。

「行けるさ。べつにこの半島全部を押さえなくったってな」

「ど……どういう意味だ？」

　ハリガンはまだ目を白黒させているが、地図に目を落として何かを考えていたレラは、ゆっくりと顔を上げ、ナーガに視線を据えた。

「半島の全部、を？　いまナーガさんそう言いました、ね。つまりナーガさんが言いたいのは半島のどこかを押さえればそれで事足りるということです、か？」

　レラに向かってナーガが、そういうことだ、と頷うなずいてみせた。

　けれどハリガン、アイス、ヴィータは首を捻ひねったままである。

「まだ……」

「よく……」

「わからんのう」

　ナーガは改めて意味深な視線をレラに向ける。

「ついでだ、レラ。俺おれがどこを押さえれば事足りると考えているか、推測してみろ」

　レラは真正面からナーガの挑戦を受けて立つ。

「地勢的に見て半島の出口はグランビスタの街の先で、す。山脈に隔へだてられていますけどそこが大陸と繋つながっていま、す。ですからグランビスタの街を押さえることが大陸進出に不可欠だと思えま、す」

　ナーガは黙ってレラの言葉を聞いている。ハリガンやヴィータもレラの言葉に頷いた。

「だからこそ半島を支配下に置き、そこを本拠地として、グランビスタから大陸へと進出していく……のではないのか？」

　思わずハリガンはそう訊きいたが、ナーガは首を縦に振らなかった。

「それが普通の考え方だろうが、普通の考え方、普通のやり方では、何年……いや何十年かかるか、わかったもんじゃない。俺はそこまで気が長くはないんだ、ハリガン」

「し、しかし」

（もっと手っ取り早い方法があると言うのか、こいつ!?　だがどうやって？　というか、どこを押さえれば時間を短縮できると言うのだ？）

　ハリガンもアイスもヴィータも、地図を見たりナーガに目を向けたりと、忙せわしなく顔を上下動させている。

　ナーガはニヤリと笑うと、レラに催さい促そくしてきた。

「どうだ、わかったか？」

　レラは小首を傾かしげつつ右手を伸ばす。

「地勢的にはグランビスタの北にしか出口はありません、がよくよく見ればもう一つあるように思えま、す」

　と言って、彼女は地図上の一点を右の人差し指で押さえた。

「レンスールの、街。ここを押さえてしまえば船で大陸の沿岸に渡っていけま、す。何も西さい果はての半島を全部押さえる必要はありませ、ん。と思ったのです、が」

　レラは上目遣いにナーガの顔を窺うかがった。彼女の表情から察するに、それほど自信があるわけでもないが、大外れのとんちんかんなことを言ってはいないという自負もある……といったところか。じっさい、レラの推測はナーガの構想をほぼ正確に言い当てていたから、ナーガは驚き、そして大いに感心した。

（こいつ、頭がいいとは思っていたが、これほどとは。大したもんだな）

「レラ、おまえ頭いいな。大当たりだ」

　レラは安あん堵どの息を漏もらす。

「そうですかよかっ、た。半ば当てずっぽうだったのです、が」

　ナーガは手にした細い指し棒で地図をぱしぱしと叩たたいた。

「まさに俺おれが狙うのはレンスールの街。おまえたちが奪とるべきはレンスールの街。ここに進出する利点は大陸の沿岸に簡単に渡れるだけじゃない。わかるか？」












　顔を上げたナーガは意味ありげな顔で一同を見回したが、誰からも──レラからも──「わかった」という声は上がらなかった。

「以前、旅芸人一座を装って潜り込んだ経験から感じたことだが、レンスールの街は商業が盛んで、自由で開放的な気風だった。それが俺おれたちにとって大きな利点になる」

（街が自由で開放的？）

（それがなんの利点なのじゃ？）

　ハリガンやヴィータは怪け訝げんそうな顔でナーガを見つめ。

（わかりませんね。ナーガさんの言葉の、というより、ナーガさんの視点がわたしたちと違いすぎる……気がします）

　とアイスは小首を傾かしげ。

（どういう意味でしょう、か。街が自由で開放的だから利点があると、は。侵入しやすい……いえそれは奪う際の利点にはなりますが奪ったあとの利点ではありません、ね）

　とレラは必死に考え。

（ナーガさんが何を言っているのかさっぱりわからない。でも、それはいつものことだし、わたしが考えても意味はないな）

　とエリュシオーネは思考を放ほう棄きした。

　しかし、ライバッハだけはナーガの言わんとすることに見当がついた。人間であるライバッハにだけは想像がついた。

　ナーガはにやりと笑った。

「今度はライバッハがわかったようだな？」

　自分にわからないことがライバッハにはわかったらしいのが悔しくて、レラはじろりと彼を睨ねめつける。ライバッハが慌てて眼前でふるふると手を振ると、ナーガは機嫌よさそうに笑って、レラを抑えるように言った。

「はっはっはっ、レラ、そう敵てき愾がい心しんを燃やすなって」

「べつに敵愾心を燃やしているわけではありま、せ、ん」

（燃やしてるな）

（ぼうぼうと燃えておるわ）

　ハリガンやヴィータがにんまりすると、今度はレラが二人を睨めつけてきたので、二人はさっと視線を逸そらせるのだった。

「べつにライバッハが、おまえより思考力があるとか想像力があるとか推理力があるとか、そういうことじゃない。つまり、ライバッハがおまえより頭がいいってことじゃねえ」

　ライバッハが情けなさそうな顔になる。

「たしかにそうかもしれませんが。そこまであからさまに断定されると、ちょっと悲しくなってきやがりますねぇ」

　とライバッハは戯おどけるが、レラは真剣な顔をナーガに向けた。

「どういう意味です、か？」

「おまえは魔女でライバッハは人だってことだ」

「？？？」

　レラは目を瞬しばたたいた。他の魔女も同様だ。

「つまり、街の気風が自由で開放的ってことは、そこの住民の気質が自由で開放的だってことだ。それはあの街が港街だってことが大いに関係しているんだろうな」

　ナーガは、わかるか？　という意を込めて居並ぶ魔女たちの顔を見回すが、やはり誰からもわかったという声は上がらなかった。

「つまり、要するに、早い話が、住民が自由で開放的なら、魔女を受うけ容いれる余地があるだろうってことだ」

「あ！」

　魔女たちはナーガの指摘に目を見開いた。

　一方、ライバッハは自分の想像が当たっていたことに満足そうに頷うなずいた。

「そうだ。旧きゆう弊へいな価値観に凝こり固まった奴やつらにおまえたちの存在を受け容れさせるのは、難易度が高い。教会の言うことを信じて疑わない奴らに魔女の無害さを説いたところで、決して信じようとしない。だが、自由で開放的な連中なら？　港街だから、各地から船が入ってくる。遠えん来らいの船乗りは、遠い世界の話をするだろう。連中の話に出るのは、自分たちとは違う価値観に支配された国かもしれない。船乗りの話には見たことも聞いたこともない秘ひ蹟せきが含まれているかもしれない。見たことも聞いたこともない獣の話もあったかもしれない。そういう話を聞き慣れている奴らは、感覚的に知ってるんだよ。自分たちとは違う世界があることを。自分たちとは違う価値観で暮らしている民族がいることを」

　熱を帯びたナーガの演説を、魔女たちは呆あつ気けに取られて聞いている。

「ライバッハのように実際に魔女と接すれば『魔女は人間の敵だ』などという教会の言葉が嘘うそっぱちかもしれないと思えるんだが、街の住民一人一人を捕らえ、連れてくることはできないからな。だったら、最初から魔女を受け容れる素地がある街の住民に受け容れてもらうほうがずっと早いだろうが。そうなればライバッハのように、人間の味方が増えるかもしれないじゃないか」

　ナーガはそこで言葉を切り、どうだ、と胸を張った。

「だからおまえたちがレンスールの街を手に入れることは、おまえたち魔女にとって大きな利点があるんだよ」

　五人の魔女が一斉に顔を巡らせてライバッハを見やると、彼は大きく首を縦に振った。

「ナーガ様の仰おつしやるとおりだと思いますわ。事実、レンスールの街では他の街のように旧教会の強い影響力はないですし」

　ハリガンはまだ疑わしそうな表情だ。

「しかしなぁ。吾われは旅芸人一座の踊り子としてレンスールの街には行っていないのでなぁ。街の様子を自分の目で見ているわけでないのでなぁ」

「姉あね様さまが？」

「街に行けなかったこと、を？」

　アイスとレラが顔を見合わせた。

「「まだ恨んでるっ!?」」

「べつに恨んでいるとか僻ひがんでいるとか悔しかったとか、そういうことではない！」

「語るに落ちておるのぅ、ハリガン」

　ヴィータが呆あきれた顔でツッコんだ。

「うるさい！」

「八つ当たりじゃのう」

「ともかく。吾はこの目で見ていないので、レンスールの街が自由で開放的だから吾らを受うけ容いれ易やすいと言われても、はいそうですかと肯がえんじる気にはなれんという話だ」

「だったら、自分の目で見てみるか？」

「んん？」

「どうせ街を奪とるために、もう一度、街に潜入しなくちゃならないんだ。次はハリガンが一座の看板娘むすめってことで踊ればいいんじゃないか？」

「そう……か？」

「ああ。おまえが踊り子として辻つじに立てば、どっと見物客が押し寄せてくるのは間違いないな」

「そ、そう……かな？」

「おまえのように美人で素晴らしい肢し体たいをした踊り子が肌も露あらわな衣装で踊れば、街中じゆうの男が押し寄せてくるわ」

「そうか！　そうだな！　そうに決まっているな！」

「姉様が!?」

「見事に乗せられまし、たっ!?」

　またもやアイスとレラが大きく仰のけ反ぞるが、ナーガは真面目まじめな顔で話を続けた。

「そうなれば街を支配する王おう侯こう貴族の耳にも噂うわさが入るから、すぐに城へ喚よばれるだろう。それがこちらの狙いだ。頼むぜ、ハリガン。狙いが実現するかどうかは、おまえに懸かかってるんだ。思いきり色っぽい衣装で思いきり色っぽい踊りを踊ってくれよ？」

「任せろ、ナーガ！　いつもより一・五倍は色っぽい衣装で踊ってやる」

（おいおい、いつもの衣装でも裸より色っぽいくらいだから、その五割増しで踊られると捕まりかねないぞ？）

　と思わないでもないナーガだが、せっかくハリガンがやる気になっているのだから水をかけたりはしない。

（それに、いつもより五割増しの色っぽい衣装は俺おれも見てみたいからな）

　そんな不ふ埒らちなことを考えるナーガに、レラが冷ややかな視線を向けた。

（何やらよからぬことを考えているような顔です、が。でも驚きまし、た。そんな考え方もあるのです、ね。魔女でもないこの世界の人でもないナーガさんだから、こその視点と言えるのでしょう、か）

「まぁ、ハリガンが裸で踊るのはいいとして」

　とヴィータが口を挟んできた。

「いや？　裸では踊らんよ？　踊るのは、あくまで色っぽい衣装でだ、ヴィータ」

（ぬしのその衣装の一・五倍色っぽい衣装と裸とどこが違うのか……と思わんでもないが、それはさておき）

「ナーガよ、レンスールの街を奪とるのはいいとして、どうやって奪るつもりじゃ？　あの街にも守備の兵が、たぶん二、三千は詰めておるぞ」

「さっきも言ったように、基本は内部からの奇襲だな。踊り子一座として大評判を取って王おう宮きゆうに呼ばれる。そうして正々堂々と王宮に乗り込んでいって、街を支配する王おう侯こう貴族どもを一いち網もう打だ尽じんにするのさ」

「あ、ナーガ様、レンスールの街を支配してるのは王侯貴族じゃないんですよ」

　と言うライバッハの指摘に、ナーガは驚き、目を見開いた。

「なんだと!?　じゃあ、誰が支配しているんだ？　まさか住民どもが自ら街の自治を担っているとでも言うのか？」

「実態はそれに近いですね。レンスールの街を支配しているのは、大商人たちの寄り合いなんですよ」

　ナーガの目が光った。

「ほほう。なるほど、そうか。それはますます好都合だな」

「えっと……どんなふうに好都合なんです？」

　とライバッハに訊きかれ、ナーガはにやりと笑った。

「商人ってことは利に聡さとい連中ってことじゃねえか。だったら、利を以もつて誘えば、こちらの誘いに乗ってくるかもしれねえ。王宮でなくても連中が集まる場所があるはずだから、まずはそこをいったん制圧する。制圧して捕らえた大商人どもを説得するんだ。きちんと利益を提示してやれば、おまえたち魔女の支配だって受うけ容いれるかもしれない」

「そう上う手まく……行くものか？」

　ハリガンは疑念を隠そうとしない。彼女だけではない。ヴィータも、アイスも、レラも、エリュシオーネもしきりに首を捻ひねっている。しかしナーガだけは笑っていた。

「上う手まく行くかどうか、やってみればいいじゃねえか。どうせ駄目元だろ。レンスールの街を奪って確かめてみればいいんだよ」

「相変わらず前向きだな、おぬしは」

　ぼやくように言って、ハリガンは軽く頭を振った。

「やりもしないで、駄目だ、できないと諦めていたら、何も実現できないってことだよ。どんなにばかげた目標に見えても、どれだけ難度が高くても、考え方によっては、やり方によっては、不可能ってことはない。人間、高い目標を持ったほうが前向きに生きられるってもんだ。まぁ、おまえたちは人間じゃなくて魔女だけどな」

　そう言ってナーガは高笑した。

（ナーガさんのこの前向きな姿勢にわたしたち魔女は惹ひかれたのかもしれま、せん。魅み了りようされたのかもしれま、せん。何しろわたしたちときたらずっと後ろ向きのまま生きてきましたか、ら）

　レラはそう思った。

（ナーガさんのこの前向きなひたむきさはどこから来ているのでしょ、う。おそらく以前いた世界での経験が基もとになっているはずです、が。ますますナーガさんのいた世界に興味が湧いてきま、し、た）

「ってことでだ、街の支配者層を押さえて街の実権を奪うという方向性は不変だ。方法は少し工く夫ふうする必要があるだろうけど、それも大きな方向性としては変わりなしだ。まずは大がかりな踊り子一座として、皆でレンスールの街へ乗り込む。武装していたら簡単には入れてくれないだろうが、踊り子一座としてなら入れることは前回で確認済だ、何も問題はない」

　というナーガの言葉に、ですな、とライバッハは大きく頷うなずいた。

「むしろ、こんだけ美人で色っぽくて魅力的な踊り子がわんさかやってきたとなりゃあ、城門警護の兵も、諸もろ手てを挙あげて迎え入れてくれるんじゃないですかね」

　そう言ってライバッハがハリガンやヴィータを指し示すと、ハリガンもヴィータも満足そうな顔でライバッハを誉ほめるのだった。

「ライバッハ、おぬしは正直者だな」

「前々から、ぬしには見所があると思うていたのじゃわ」

「姉あね様さまが！」

「母かか様さまが！」

「「乗せられてますっっ!?」」

　今度はアイスとエリュシオーネが同時に仰のけ反ぞった。

「乗せられてなど、おらんぞ？」

「さようじゃな。其そ奴やつが言っていることは真実なのじゃからな」

（それが乗せられていると）

　と少し呆あきれた顔になるアイスとエリュシオーネだが、二人がそれでいいなら文句を言う筋合いでもないので、黙ってやり過ごすことにした。

　それにアイスには、

（まぁ、姉あね様さまやヴィータさんが調子に乗ってくださったほうがナーガさんも事を運び易やすいでしょうし）

　という思おも惑わくもある。のほほんとしているようでも、彼女は彼女なりに考えているのだ。

（ナーガさんの遠えん大だいな構想、雄大な策略を理解するのは、わたしの手に余ります。それは姉様やレラ、ヴィータさんに任せるしかありません。でも、ナーガさんの構想を実現するためのあれやこれやの細さい工くなら、わたしにもお手伝いできます。わたしが色っぽい衣装で踊ることで構想が実現できる可能性があるのなら、いくらでも踊ります。裸で踊るほうが可能性が上がるのなら、裸で踊ったっていいです。姉様やヴィータさんが踊ってくれることでさらに可能性が上がるのなら、いくらでも二人を乗せて舞い上がらせて舞い踊ってもらいます。それでわたしたちの未来が拓ひらけるなら。それで魔女の未来が変わるなら。ええ、いくらでもやりますよ）

　というのがアイスの決意であり、覚悟だった。

（それに、ナーガさんのお役に立てるのは、わたしたちの未来がどうなるこうなるという以前に嬉うれしいことですし……あ、今のは内緒ですよ……って、わたし、誰に言い訳しているのかしら!?）

　少し顔を赤らめて俯うつむくアイスに対してレラが疑念に満ちた目を向けてきた。レラはレラで勘かんが鋭い。

「まぁ、とにかく」

　というナーガの声に、全員が意識を切り替え、視線をナーガに集中させる。

「大方針はそういうことだ。レンスールの街を支配下に置く。レンスールを支配できれば、人間の味方が増えるかもしれない。それだけじゃない。街は交易都市だから物資の調達も可能だし、物資を調達するための資金を集めるのも可能だ。そして港からは大陸本土へと渡っていける。つまり、俺おれたちにとって一石三鳥ってわけだな」

「じゃがな、ナーガよ。先ほども言うたが、街の支配者が王おう侯こう貴族であろうと大商人であろうと、街には数千からの兵がいることには変わりがないぞ？　吾われらだけで街を陥おとせるものか？」

「繰り返すが、正面から攻め陥とすわけじゃないからな。踊り子として街に入り、支配者たちに招待されて踊りを披ひ露ろうするため王おう宮きゆう……じゃなくて寄より合あい所じよ？　まぁ名前はどうでもいいんだが、連中が集まっている場所に正々堂々乗り込んで、鼻の下を長くしてる連中の不意を衝ついて取り押さえるだけだ。おまえたちなら問題なくできるだろ、ヴィータ」

「軽く言ってくれるのう」

「じっさい、それほどの難易度じゃないと俺おれは思っているんだがな」

「ぬしがそう言うなら……ふむ、そうかもしれんのう」

「ただ、その策を実行に移すに当たって大きな問題が一つある。移すに当たってというか、移す以前にというか」

「？？　なんじゃ、それは？」

　とヴィータが首を傾かしげた。

「もしかして、旧教会の動きか？」

　とハリガンが訊きいた。

「たしかにジュエルジュードの八はち八はち旅団は撃退したが、旧教会には、まだ幾つもの旅団がいる。それらが西さい果はての半島に遠征してこないとは限らない。おぬしが気にしているのはそれか？」

「ああ、いや、そういうことじゃねえ。もちろん、それも考慮しないとならないが、レンスールの街を奪とりに行く前やらなきゃならないのは」

　全員がナーガの口くち許もとに視線を集中させた。

「カサンドラ王国と話し合いをして不戦の約やく定じようを結んでおくことだな」

「なぁあぁ？」

　誰もが目を剥むき、驚きよう愕がくの顔でナーガを見やった。
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「いやいや待て待て、ナーガよ。カサンドラ王国、もはや青あお息いき吐と息いきじゃろうが。何も協定なぞ結ばんでも、吾われらでカサンドラ王国の王都を攻め陥おとしてしまえば、それで片がつくのではないのか？」

「短期的にはそうかもしれないがな」

「長期的には違う……と言うのかや？」

「そうだ。カサンドラ王国を攻めるのは労多くして益少なしだ」

　ヴィータが、意味がわかるか？　という顔でハリガンやレラに視線を向けたが、ハリガンは両の掌てのひらを上に向け、小さく肩をすくめただけだ。要するにわからないという意思表示だ。一方、レラのほうは考え込んだままヴィータの視線に応えようとはしなかった。

「俺がカサンドラ王国と手打ちしようと考えるのはな、背後を心配する必要をなくしたいからだよ、ヴィータ」

「たしかに連中と約定を結べば背後を脅おびやかされることはなくなるじゃろうが……。奴やつらはそれで納得するものか？」

「俺おれたちはおまえらのやることに手出しも口出しもしない、好き勝手に半島を切り取ってくれていい……と言えばどうだ？」

　ヴィータが目を瞠みはった。ハリガンやアイス、エリュシオーネも同様だ。レラだけは真面目まじめな顔で頷うなずいているから、ナーガの狙いをある程度まで推測していたということか。

「カサンドラ王国に西さい果はての半島をくれてやると言うのか!?」

「くれてやればいい。こんなちんけな半島なんかな」

「そ……それでいいのか？」

「それでいい」

　ナーガは自信満々でそう言い切った。

「カサンドラ王国と手打ちをしておけば、背後を心配することなく、俺たちはレンスールの街に出て行ける。レンスールの街を拠点にして大陸本土に出て行ける。俺たちが半島を支配下に置きグランビスタを陥おとし、半島の付け根から大陸本土へ乗り出すのと、レンスールの街から乗り出すのと比較してみろ。どれだけ時間が短縮できるかって話だ」

　ハリガンが、しかしナーガよ、と口を挟んできた。

「大陸本土に乗り出すと言うが、そんな兵力がどこにある？　レンスールの街を支配したとしても、動かせる兵力は千、二千程度だろう？　それで大陸本土へ出て行けるものか？　そもそも吾われらがそんな兵を動かせるものか？　スレイマーヤ一族と吾わが一族を合わせても四十人程度しかいないのだぞ？」

　というハリガンの疑問に、ナーガはあっさりと答えた。

「武ぶ将しよう一人が五百人しか指し揮きできなくても、四十人いれば二万人を動かせるじゃねえか。一人が千を指揮すれば、四十人で四万だ。そのくらいいれば、かなり大がかりな軍事行動が可能になる」

　魔女たちは皆、口をぽかんと開け、返す言葉もなく、ただナーガを見つめるだけだ。

　じっさいに中隊長として百を率ひきいて戦ってきたライバッハも呆あつ気けに取られている。兵を率いて戦うというのは、そう簡単なことではないのを知っているからだ。指揮官の優劣で部隊の戦闘力が左右されることは多い。凡ぼん庸ような指揮官に率いられた千よりも、有能な指揮官に率いられた五百のほうが強い……というのは、戦場では割とよくあることだ。

　当然、指揮する人数が増えれば増えるほど、指揮官の責任が増していく。五百を率いる指揮官は──多くの国の兵制では大隊長に当たる──それなりの能力とそれなりの経験に裏打ちされた者でないと務つとまらない。それがライバッハの、というより軍人の常識だ。

　記憶の大半を喪なくしていても、自分のいた世界での経験則から、ナーガにもそのくらいのことはわかっていた。わかっていたからこそ、彼はこう思った。

（ハリガンたちなら、五百や千の軍勢を率いて戦うことくらいできる）

「おまえたちならできる。戦闘力が高く頭もいい。臨りん機き応おう変へんな思考力や判断力だってある。人としての魅力もな。いや、おまえたちの場合は魔女なんだが」

　というナーガの力強い言葉に、魔女たちが我に返った。

「ここで言う『人』ってのは、人も魔女もひっくるめた総体だと思ってほしいんだが」

　と断ってから、ナーガは話を続ける。

「人としての魅力。言い換えれば人としての器うつわ。多くの兵を従えて指し揮きするには、それが不可欠だ。生まれながらに器を備えている者もいる。そういう者は多くの場合、跡あと継つぎだな。だが、経験を重ねて獲えていく者もいる。おまえたち魔女は、一族だけでひっそりと暮らしていたんだから、今すぐそれをおまえたちに求めるのは酷こくな話だ。だが、命の懸かかった戦いくさを経験し、一族以外の魔女と接し、多くの人間とも接していけば、おまえたちは必ず化ける。大化けする。化けるという言い方が悪ければ……そうだな、成長すると言い換えようか。数百、数千、中には万の軍勢を率ひきいて戦うような武ぶ将しように成長する奴やつも出てくると俺おれは思っている」

　熱弁を奮っていたナーガは、そこで言葉を切って魔女たちの顔を見回した。

「だから心配するな。おまえたちが優秀、有能な武将になることは俺が保証する」

（どんだけ大たい言げん壮そう語ごを吐はくんじゃ、こいつは）

　と些いささか呆あきれ気ぎ味みのヴィータは揶や揄ゆ気味に言った。

「ぬしに保証されてものう」

（まぁ、煽おだて半分だとしても悪い気はせんがの）

「おいおい、ヴィータ。龍りゆう王おう様の保証じゃ不足だってぇのか？」

　ナーガにそう言われ、ヴィータとハリガンが顔を見合わせる。

「こいつ、自分で龍王様とか言い出しおったぞ！」

「なんとも図ずう々ずうしい奴じゃのう」

　情けない顔になってナーガがツッコんだ。

「あれえ？　俺のことを龍王に祭り上げたのはおまえらだろうに」

「はは、冗談じゃよ」

　とヴィータが笑った。

「そうだな。おぬしが本物の龍王であろうとなかろうと、吾われらの未来を切り拓ひらいてくれたナーガ様には変わらん。何しろおぬしは、吾らが不可能だと断じ、不可能だと笑ったことを実現させてきたのだからな。だから、おぬしがそう言うなら、それを信じよう」

　とハリガンが言い。

「そうですね。ナーガさんの言うことがどれほど誇こ大だい妄もう想そうに聞こえても、きっと実現できるんだと思います」

　とアイスが続き。

「自分に数千もの軍勢を率ひきいることができるとは思えません、がそうなれるように頑張って努力していきたいと思いま、す」

　とレラが決意を披ひ露ろうし。

「ふむ。吾われが今さら成長できるとも思えんが、できの悪い吾わが娘むすめらの尻を叩たたく程度のことはできよう。怠なまける奴やつがいたら思いきり尻を叩いてやる……いや？　むしろ尻を叩くのはナーガに任せたほうがよいのかもしれんな？　ぬしは女の尻を撫なでたり叩いたりするのが得意そうじゃからのう」

　そう言ってヴィータが意味深な視線をナーガに向けると、即座にナーガから盛大なツッコミが返ってきた。

「得意じゃねえわ、そんなこと！」

「どうじゃ、エリュシオーネ、貴様、ナーガ様に尻を叩かれたいじゃろ？」

「なっっ？　そんなことあるわけないじゃないですかっっ！」

　顔を真っ赤にしたエリュシオーネは、眼前で両手を勢いよく振った。

　すると、どこからか小さな呟つぶやきが聞こえてきた。

「少し叩かれてみたい気がしないでもありま、せ、ん」

　どこからというか、そんな話し方をするのはレラしかいないので、全員が顔を振り向け、視線を彼女に集中させた。

「あ！」

　自分が心中の言葉をうっかり呟いてしまったことに気づいたレラは、顔を真っ赤にして俯うつむいた。

「そうかそうか、レラ」

　にこやかな笑みを満面に浮かべたハリガンが、何度も何度も頷うなずいている。

「ナーガよ、レラの尻はおぬしに任せたからな」

「おお、任されたわ。これで俺おれはいつでもレラの尻を叩けるというものだな？」

　堪たまらず顔を上げたレラは、真っ赤な顔のまま思いきりツッコんだ。

「いうものではありま、せんっっ！」

「大丈夫だ。叩くのは怠けたときだけだ。ちゃんと働けば、叩かずに撫でてやるから」

「もっと要いりませんけ、どっっ？」

「え？　レラは撫でてほしくないの？　では、ナーガさん、わたしが真面目まじめに働いたら、ご褒ほう美びに撫でてくださいますか？」

「お？　おお、いいぜ、アイス」

　レラが驚きよう愕がくに目を見開いた。

「撫でるところは、頭、お尻、胸、どこがいいですか、ナーガさん？」

「は？　いや、どこって言われても……全部？」

　ハリガンとヴィータとエリュシオーネが、うっっ、と仰のけ反ぞった。

「こ、この男は本当にもう」

　だが、アイスは涼しい顔を崩さない。

「そうですか。では、全部撫なでてくださいね。レラは要いらないそうですから、その分も」

「いいい要らないとは言ってませ、ん」

「いやいや、さっき言ったぞ、要らんと」

　などとハリガンが横からツッコミを入れ。

「言って、ません」

「なら、ぬしもアイスと一緒に撫でられると言うのじゃな？　ナーガに。尻を」

「そそそ、そんなことも言ってませ、ん」

「「どっちじゃ！」」

　ハリガンとヴィータから鋭いツッコミが入った。

（あ[image: ][image: ]、またグダグダになってきた）

　ライバッハは額を手で押さえ天を仰あおぐ。

（ナーガ様や魔女たちの、これが唯一最大の欠点かもなぁ。軍議の席でこんな冗談を言えば上官にぶん殴られるわ。っていうか、軍を馘くびになるわ）

　それを思うとナーガと魔女たちのなんと自由闊かつ達たつなことか。そこが少し羨うらやましいとさえ思ってしまうライバッハである。が、羨うらやましがってばかりもいられない。誰かが元に戻さないと、永遠に本題に戻ってこられないかもしれないのだ。そして、その誰かとは、この席で考えればライバッハしかいない。












　彼は悲壮な決意を顔に浮かべ、ナーガ様、と呼びかけた。

「なんだ、ライバッハ。今は俺おれがアイスやレラの尻を撫なでたり叩たたいたりできるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんだから、邪魔するな」

　思いきり情けない顔になったライバッハは、それでも必死にナーガに取り縋すがった。

「ナーガ様がアイスさんやレラさんの尻を撫でたり揉もんだり叩いたりすることに関しては、時と場所を変え、改めて会議をするってことでどうでしょう？」

「揉まれるのはちょっと……」

　とアイスが頬ほおを手で押さえ恥ずかしそうに身を捩よじり。

「というかそんな会議は御ご免めん蒙こうむりますけ、ど!?」

　とレラが抗議してきた。

「そうだな。いつまでも軍議の結論が出せないのでは困るな。では、俺がアイスやレラの尻を叩いたり撫でたり揉み拉しだいたりする件については日を改めて話し合うということで」

「ナーガよ。ぬしが撫でたり叩いたり揉み拉いたりする魔女の中に、うちのエリュシオーネも加えておいてくれんか」

「ぬなぁっっ？」

　エリュシオーネがぴょんと腰を浮かせた。

「何を仰おつしやるのですか、母かか様さま」

「何をて、貴様、先ほどからじつに羨ましそうな顔で、アイスやレラのことを見ておったではないか」

「べべべ、べつにそんなことはありませんよ！」

「さようか？　なんか涎よだれを垂らしそうな顔だったが？」

「垂らしてませんっ！」

「しようがねえなぁ。わかった、エリュシオーネ、おまえも思いきり揉み拉いてやるから文句を言うな」

「文句なんか言ってませんよっ！」

「っていうか。ナーガ様、お願いしますよ。真面目まじめに軍議をやりましょうよ」

　ナーガに迫るライバッハは、もう泣きそうな顔になっていた。

「わかったわかった。じゃ、お遊びはこれくらいにしておいて、本題に戻るか」

「もはや本題がどこに行ったかわからんくらい遠くまで来てしまったのう」

　自じ嘲ちようの笑みを浮かべたヴィータが、そんなことを言う。

「では、これ以上話が脱線しないように、ここからは俺が説明を終えるまで質問や合いの手はなしで。いいな？」

　全員が大きく頷うなずいたのを見て、ナーガは話を再開させた。
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「話は……西さい果はての半島はカサンドラ王国にくれてやればいいってところまでだったか。何な故ぜかといえば、俺おれたちがこの半島を奪とるには時間がかかりすぎるからだな。カサンドラ王国を始め、半島に幾つかある都市国家を攻め陥おとすための資金や兵力が今の俺たちにはない。それに都市国家を陥としていけば、残りの国が一致団結して抵抗してくるだろう。そうなれば余計に時間がかかる。時間がかかれば、また旧教会が軍団を派遣してくるかもしれない。つまり、俺たちが半島の支配権を手に入れようとするのは、益よりも害のほうが大きいんだよ」




「そこで半島はカサンドラ王国に任せる。連中が半島を支配したいのなら、すればいい。もっとも、俺たちとの戦いくさで大きな被害を出したカサンドラ王国に、そこまでの軍事行動が取れるかどうかはわからないが、半島を支配できなくても、支配しようという姿勢を見せれば他国への牽けん制せいにはなる。要するに俺たちにとっての防ぼう波は堤ていになってくれるわけだから悪いことじゃないだろう？」




「俺たちはそのあいだにレンスールの街を支配下に置く。街を一つ支配するくらいなら、俺たちの人数でも可能だろう。レンスールの街は豊かそうだから、そこで軍資金と兵士を集める。兵だけじゃなくて、水か主こや船も必要だな。で、具体的に奪る方法だが」




「先にも言ったように、踊り子一座として街に入り、評判を取って街の首しゆ脳のうに招待され、堂々と寄より合あい所じよに乗り込んで、不意打ちで首脳を取り押さえる。おそらく、それほど難しくないはずだ。難しいのは兵や首脳から犠ぎ牲せい者しやを出さないことだな。攻め陥とすのではなく、平和裏に街の支配権を譲ゆずり受けるという形にしたいから、犠牲者を極力出さないのは必須条件だ」




「踊り子を装って不意打ちしておいて平和裏に移い譲じようとか、図ずう々ずうしいにもほどがあると思うかもしれないが、形式が大事になる場合もあるんだよ。とくに政治や外交においてはな。だから俺たちはあくまで支配権を移譲されたという姿勢を崩さない。対外的には、それを主張していく」




「この計画を実現させるためには大がかりな踊り子一座を用意しなくてはならない。ある程度の人数は揃そろえないと、おまえたちに魔法という切り札があっても乗っ取りは無理だ。そこで、ハリガンのところとヴィータのところの魔女に集結してもらう必要がある。向き不向き、得え手て不ふ得え手てもあるだろうからな。踊り子組、お囃はや子し組、情報収集組なんかに分かれて活動することになるから、誰をどこに振り分けるかが重要だ。それは俺おれにはわからないことだから、ハリガンやヴィータに任せることになる」




　二人は無言で頷うなずいた。




「レンスールの街を奪とることに関しては、それほど心配していない。奪ったあとはいろいろと厄やつ介かいなことがあるだろうが、それは奪ったあとの話だ。奪る前に厄介なことがある。解決しておくべき重要な課題がある。それを放置したままでは、レンスールの街を奪りに行けないからな。では、その重要な課題とは何か」




「さっきも言ったようにカサンドラ王国との手打ちだ。協定締てい結けつだ。文書の形で結べなくとも、最低限、相手の行動は黙もく認にんするという確認は済ませておきたい。それをしておかないと後ろが恐こわくてレンスールの街を奪りに行けないわ。エインの砦とりでに留守番を残していくとしても、砦が空っぽ同然なのがカサンドラ王国に知られたら、連中、ここが好こう機きとばかりに兵を差し向けてくるかもしれない。あれだけ痛い目を見たカサンドラ王国軍に、もう一度、魔女と戦おうという気き概がいがあるかどうかは怪しいが、それでも砦が空なのを知ればその気になるかもしれない」




「だから手打ちをしておく。手打ちをしておいて、魔女と戦うより、半島を支配下に置くことのほうがおまえたちにとってはよほど有益だろう？　ということを示し唆さしておくのさ。あるいは唆そそのかしておく」




　話に耳を傾けていた全員が、うっっ、と小さく仰のけ反ぞったが、ナーガはかまわず話を先に進める。




「連中がその気になれば俺たちの後方の安全は確保されたわけだから、いよいよレンスールの街へ乗り込む。レンスールの街の奪取が魔女と人とが共存できる世界への第一歩なら、カサンドラ王国との手打ちは第一歩を踏み出すために履き物を履くようなものだ。裸足はだしでも歩けないことはないが、歩みは遅いし、足の裏に怪け我がをする危険だってある。ちゃんと履き物を履いておけば、歩くだけでなく走ることだって可能になる。ということで、カサンドラ王国との手打ちが俺おれたちの目標達成にとって重要なのは間違いない」




　そこでようやくナーガは言葉を切って一拍置いた。そしてゆっくりと顔を巡らせ、魔女たちの顔を見回して問うた。

「だが、手打ちに持ち込むためには大きな問題がある。わかるか？」

（ここだけは、こいつらに考えてもらいたいからな）

　というのがナーガの判断だった。

「カサンドラ王国の連中をその気にさせるのが難しい……ということか？」

　とハリガンが言った。

「それも難しいが、それは話の持っていき方次第だと思う。何しろ連中は、おまえたちの恐ろしさを嫌いやというほどその身で知ったわけだからな。相互不ふ可か侵しんという条件は、連中にしてみればありがたい話だろ」

「連中がその気になったとしても、今の連中には半島を支配下に置くような兵力がないということか？」

　とヴィータが訊きいた。

「その辺りも話次第だな。少しくらいなら俺たちが資金援助してやってもいいと言えば、新たに兵を募ることもできるだろうしな」

「資金援助など、できるものかや？」

「レンスールの街を支配できれば可能だろうと思うぞ」

　ヴィータは顎あごに手を当て、ふむぅ、と考え込んだ。

「俺が言いたいのは、もっと直近に必要になる、もっと具体的な話だ」

　レラが、あ！　と小さく叫んだ。

「わかったか、レラ？」

「カサンドラ王国宛あてに立てる使者……です、か？」

　ナーガは重々しく頷うなずいた。

「そうだ。それがいちばんの問題だ」

「たしかに大事な役目だな。なんだったら、吾われが行ってもいいのだが？」

　とハリガンが申し出たが、ナーガは首を左右に振った。

「おまえたち魔女が出ていくのは避けたほうがいいと思っている」

「何な故ぜだ？」

「ただでさえ魔女に対する嫌悪感があるのに、おまえたちにこてんぱんにやられた連中は、嫌悪感に加えて恐怖感が植えつけられている。ハリガン、おまえが乗り込んでいっても、まともに相手する気にはなれないだろう。魔女のことを恐ろしいと思っているから、捕らえようなどとは考えないだろうが、会って話を聞く前に追い返されるな」

「……かもしれんな。すると？　まさかナーガ、おまえ自身が乗り込むとでも!?」

「さすがにそれは言わないわ。交渉の終しゆう盤ばんには乗り出さなきゃならないだろうが」

「ん？　ということは、どうなるのだ？」

　ハリガンだけでなく、ヴィータもアイスもエリュシオーネも首を捻ひねっているが、またもレラが何かに気がついたようで、彼女の顔がゆっくりと向きを変えた。レラの視線の先にいたのは。

「そうだ、ライバッハだ。使者として立てられるのはこいつしかいない」

「あ……あ[image: ][image: ]、言われてみれば、そうですな」

　とライバッハは頭を掻かく。

「たしかに俺おれはカサンドラ王国に何人も知人がいます。そいつらの伝つ手てを頼って上層部に話を持っていくのは不可能じゃないかも」

「いや、そのやり方だとまだるっこしい。というか、余計な時間がかかる。ここは堂々と、魔女軍の代表者から国王宛あての親書を預かってきたと言って、国王かその側近辺りに面会してもらおうか」

「えぇっ!?　でも、さすがにそれは無理だと思うんですが。元軍人なんで身元は確かだとしても、魔女からの親書を持ってきたと言ったって、俺なんかじゃ信用されませんって」

　とライバッハが言うと、そうじゃぞナーガ、とヴィータが続いた。

「信用されんどころか、魔女に味方した裏切り者として捕らわれ、処刑されてしまうやもしれんではないか」

「そこは大丈夫だ。ライバッハには、俺たちの味方としてではなく俺たちに捕まっていた者として出向いてもらう。言ってみれば、解放された捕ほ虜りよという役回りだな」

「おお、なるほどの」

「親書を届けるという条件を呑のめば解放する。拒否すれば処刑する。俺たちにそう言われ、囚とらわれの身だったライバッハは仕方なく親書を携たずさえてカサンドラ王国まで逃げ戻ってきた。そういう設定だな」

　ヴィータもハリガンも呆あきれ顔だ。

「また嘘うそを吐ついて騙だますのか」

「人聞きの悪いこと言うなよ、ハリガン。べつに騙すわけじゃねえ。本当のことを言わないだけだ」

「それを騙すと言うと思うのだがな？」

　ハリガンはジト目になってナーガを見やった。

「そう目くじら立てるな。嘘も方ほう便べんって言うじゃねえか。大義の前には多少の嘘や誤ご魔ま化かしは許される……と坊ぼう主ずどもが言ってたわ」

「ボウズ？」

「おまえたちの言い方だと神父とか司祭とかになるのか？」

　というナーガの言葉に、ハリガンは、ははぁなるほど、と頷うなずいた。

「たしかに連中、居もしない神をいかにもそこにいるように話すな」

「そうだろ？　俺おれたちにとっての大事を成すためには、大願を成じよう就じゆするためには、本当のことを言わない程度のことは許されるってことだ。そう開き直ろうぜ」

「律りち儀ぎだなんだと言っていた割には、いい加減だな」

「そんなことはない。律儀というのは約束を守ることだ。たとえ嘘うそを吐ついて約束を交わしたとしても、いったん交わした約束は守る。相手が破ろうとしない限りはな。俺はあくまで律儀な男だぜ？」

　疑わしそうな十の目──ライバッハは除く──が向けられたが、ナーガはどこ吹く風で言い切った。

「ってことで、ライバッハには解放された捕ほ虜りよになってもらう。それなら王おう宮きゆうへ駆け込んでもおかしくない。どころか王宮に駆け込むのが当然だ。そして、これも大事なことだが、魔女に囚とらわれていたライバッハは、首しゆ脳のうからあれこれ訊きかれるだろう。魔女はどんな奴やつらなのか。魔女は何を考え何を狙っているのか。もしかすると俺のことも訊かれるかもしれないな。訊かれたら、上う手まく答えてもらいたい。予あらかじめこちらで問もん答どうを想定しておくから、上手く連中をその気にさせる方向で話してくれってことだな。上手いこと持っていけば、魔女とカサンドラ王国の繋つなぎ役になれるかもしれない」

「う……俺にできますかねえ。あまり口は達たつ者しやじゃないんですが」

「だから、予め想定して用意しておくんだよ」

「ですか。なら、まぁ、なんとかなる……かな？」

「その辺はレラ、おまえに頼みたい。相手が訊いてきそうなことを考え、それにどう応えるのがいいかも考えてもらう。どうだ、やってくれるか？」

「あ、はい、やります、が」

「とはいえ、カサンドラ王国がどんなことを訊きたがるかは、自身が王国にいたライバッハのほうがわかるだろう。二人で協力して想定問答集を作ってくれ」

「承知しました」

「わかりまし、た」

「最初は文書のやり取りだけになるかもしれない。その辺は相手の返答次第だが、もしも向こうから誰かが出てくるなら、こちらからは俺が出よう。その場合は、ハリガン、ヴィータのどちらかにも顔を出してもらうことになる。そのつもりでいてくれ」

「三人揃そろってでは不ま味ずいのか？」

　とハリガンに訊かれ、ナーガは腕組みして考える。

「そうだな。念のため一人は後方に控えていたほうがいいかと思ったんだが……しかし、連中に、交渉の席に臨のぞんだ魔女をその場で討うち取ってしまえなどという気き概がいがあるわけもないか。それに、うん、そうだ、ずらりと居並んで連中に圧力をかけておくほうが後のち々のちのためになるかもしれねえ。よし」

　ナーガは決断を下した。

「主立った者全員で交渉の席に臨むとするか。とはいえ、用心を怠おこたるわけにはいかない。場所の選定と事前の探査は不可欠だ。それに関してはエリュシオーネに働いてもらおう」

　エリュシオーネが、はい、と頷うなずいた。

「予あらかじめ場所がわかっていればマンテラを仕込めますし、いつでも周囲を探れます」

「あとはユウキに上空から探らせ、当日はセレナに天てん眼げんで周囲を探らせれば、敵が伏ふく兵へいを置いたとしても察知できる。よし、それで行くか。あとは交渉の席に出てきた王国首しゆ脳のうの度ど肝ぎもを抜いてやればいい」

「度肝を抜くとは、具体的に何をどうするのだ？」

　とハリガンに訊きかれ、ナーガは、そうだな、と天を仰あおいだが。

「ま、それはあとで考えればいいわ」

「適当だな」

「いいんだよ。まずは喫きつ緊きんの課題から片づけていけば」

「で。その喫緊の課題じゃが、あとは何があるのじゃ？」

「おまえたちの中の誰がレンスールの街へ行くかを決めることだ。決めたら、踊り子組とお囃はや子し組の組み分けをする。各人の適性判定と、踊りやお囃子の稽けい古こも必要になる。まずこの砦とりでにハリガン一党を集めてくれ。それが終わったら、入れ替わりでヴィータ一党だ。いつ集めるとか森の留守番とかは、ハリガンとヴィータで話し合って決めてくれ」

「おお、承知した」

「うむ、承知じゃ」

「踊り子に向いているのか、それともお囃子がいいのかは、アイスが中心になって見定めてもらおうか。以前にレンスールまで行った経験がある魔女の中から何人か補助を選んでくれ。俺おれも手伝う」

「ナーガさんの場合、手伝うというより、みんなの踊りを間近で見たいだけなのではありませんか？」

　とアイスが揶や揄ゆとも皮肉ともつかない言葉を放ってきたので、ナーガは顰しかめ面つらになって首を横に振った。

「そんなことはない。おまえたちが踊り子として大評判を取ることが、レンスールの街を奪とるためにとても大事なことだからな。最後は俺が品定めをしなくちゃならないだろ？」

「そう、です、ねぇ」

「色っぽい衣装で色っぽい踊りを踊るおまえたちを間近で拝みたいのもたしかだがな」

「正直者ですねっっ」

「これは、おまえたちの指し揮き官かんになった俺おれの役得だな」

「開き直りましたっ！」

「あの……」

「なんだレラ？」

「わたし以前はお囃はや子し組でしたけど今度は踊り子組に入ってもいいで、す」

　ほう？　とナーガが目を見開いて自分を見やったので、レラは恥ずかしそうに面おもてを伏せ、もじもじと身を捩よじった。

「レラったら、今回は随分とやる気満々なのね。どういう心境の変化かしら？」

　とアイスに言われ、レラはむっとして顔を上げた。

「今回だけやる気になったわけではありませ、ん。わたしはいつだってやる気で、す」

　アイスが嫋たおやかに笑う。

「そうね。じゃあ、一緒に頑張ろうね」

「あ……う、ん」

「超色っぽい衣装で超色っぽい踊りを見せようね？」

「あ……あ、の……」

「そいつはいい。期待してるぜ、レラ」

「が……頑張、る」

　とだけ言って、レラは顔を赤く染め俯うつむいてしまった。そんなレラに対して、生なま温ぬるい笑みを浮かべたハリガンやヴィータは生温い視線を注ぐのだった。

「あとはライバッハに持たせる親書の内容か。内容は俺が考えるとして、書くのは誰かにやってもらわないとな」

　そう言ってナーガがハリガンに顔を向けると。

「それもレラが適任だろう。字も上う手まいし、綴つづりの間違いもない」

「じゃあ、レラ、頼めるか？」

「もちろんやりま、す」

「おまえの負担が大きいような気もするが、大丈夫か？」

　と訊きいてくれるナーガの心遣いがレラには嬉うれしかった。

（こういう気配りがこちらのやる気を引き出すので、す）

「このくらい大丈夫で、す。いよいよ苦しくなれば誰かに手伝ってもらいます、し」

「そうか。じゃあ、頼むわ」

「頑張りま、す」

「さて、これで残る問題は一つだな」

「ん？　まだ何かあるのか？」

「おいおい、ハリガン、いちばん肝心なことを忘れてもらったら困るな」

「いちばん肝心？　なんだ？」

　ハリガンはヴィータに顔を向けたが、彼女もわからないらしく、黙って肩をすくめるだけだった。

「だから。俺おれたちは魔女の国の建国を宣言しなくちゃならないだろ。だったら、魔女の国の国名が必要になるじゃないか」

　ハリガンが、ああ！　と膝ひざを叩たたくと、ヴィータが半信半疑の顔で言った。

「というか、本気じゃったのか」

「当たり前だろ」

「しかし、魔女の国と言っても、実態など、ないも同然じゃろうが」

「実態なんか、あとから作ればいいんだ。必要なのは名目。魔女の国ができたという形。そうすればカサンドラ王国との交渉も、個人と国との交渉ではなく、国同士の交渉になるだろう？」

「それで何か変わるのか？」

「個人と国との交渉では釣り合いが取れないじゃないか。個人じゃ軽すぎる。それでは、約束を守らなくても平気だという印象を相手に与えてしまうんだよ」

「そういう……ものなのかや？」

「対等な交渉をして対等な約やく定じようを結ぶには、互いの立場が釣り合っていないと駄目だぜ。片方が個人の集まりで片方が国では交渉も滑らかに運ばないし、約定も相手から軽んじられる。交渉相手と同じ壇だん上じように上がるためには、そして交渉相手に舐なめられないためには、魔女の国が必要だ」

「吾われらにはその辺の機き微びはわからぬから、おぬしの言葉を信じるしかない。ナーガが必要だというのなら、いいだろう、魔女の国の建国を宣言しよう」

　ハリガンはそう断じた。

「そこで国名だ」

「ナーガが決めてくれればいいと思うが」

「俺じゃ駄目だ。俺はおまえたちの後見人でしかないからな。龍りゆう王おうの御み遣つかい。それが俺の立場だ。魔女の国は、あくまでもどこまでも、おまえたちの物だ。だから国の名を決めるのは、おまえたちの仕事だ、ハリガン、ヴィータ」

「ふむ……」

　二人の族長は腕組みして考え込んでいたが、やがてどちらからともなく顔を上げ、互いの顔を見やった。

　二人は大きく頷うなずき合ってから、顔をナーガに向けた。

「ノーブルナーガッニア・マギカッラ」

　というハリガンの言葉に、ナーガは怪け訝げんそうな顔で訊きき返す。

「は？　なんだって？」

「つまり、聖せい龍りゆう王おうと魔ま女じよの国くに、という意味じゃな」

「聖龍王と魔女の国ノーブルナーガツニア・マギカツラ。いいんじゃないでしょうか」

　とアイスは頷うなずいたが、レラは小首を傾かしげている。

「少し……長くないです、か？」

「ちょっと長いかもな。っていうか、言い難にくくないか？」

　とナーガの指摘に、少し考えたハリガンは、ならば、と提案した。

「少し略して……ノブナガ・マギカッラでどうだ？」

「おお、いいのではないかや？」

「素敵です」

「いいと思いま、す」

「なんか格かつ好こいい」

　ヴィータ、アイス、レラ、エリュシオーネが次々と賛同の意を表し。

「ノブナガ・マギカッラか。けど、それって俺おれの名前じゃなかったっけか？　たしか俺は以前にそんなふうに名乗ったんだろ？」

「いけませんか？」

　とアイスに訊かれ、ナーガは、う～ん、と唸うなった。

「いけないわけじゃないが、おまえたち魔女の国の国名に、わざわざ俺の名を入れる必要もないと思うがなぁ」

「この国はわたしたち魔女の国であると同時に、わたしたちとナーガさんの国でもあるのですから」

　とアイスが言うと、レラが続いた。

「ナーガさんの名前がノーブルナーガだとし、たら魔女わたしたちとナーガさんの国という意味にもなりますからちょうどいいと思いま、す」

「吾われもいいと思うがの」

「とてもいいと思います」

　ヴィータとエリュシオーネも賛同したので、ナーガは苦笑を浮かべて頷いた。

「まぁ、おまえたちがそれでいいなら俺が文句を言う筋合いでもないしな。じゃ、魔女の国の名は『ノブナガ・マギカッラ』……でいいんだな？」

　全員が力強く頷くと、ナーガは、よし！　と一声かけて床しよう几ぎから腰を浮かせた。

「なら、次に皆が集まったときに、おまえたち魔女の国、ノブナガ・マギカッラの建国を宣言するとするか」

「わたしたちとナーガさんの国……でもありますよ」

　とアイスが言った。

「自分の名を呼ばれてるみたいで、なんか気恥ずかしいな」

「ナーガさんにも恥という概念があったのです、ね」

「それは言いすぎだな、レラ！」

　ナーガがツッコみ、魔女たちはおかしそうに、嬉うれしそうに、明るく笑った。

「国名も決まったことだし、各人、自分の役目を熟こなしてもらおうか。何かわからないこと、疑問に感じたことがあれば、いつでも訊ききに来てくれ」

「おお！」

　ハリガン、アイス、レラ、ヴィータ、エリュシオーネ、そしてライバッハも次々に立ち上がった。




　こうしてナーガの描く戦略に沿って、彼と魔女たちは新しい作戦を開始するべく準備に取りかかるのだった。
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　ハリガンとヴィータは互いの一族の魔女を集める日取りを決め、エインの砦とりでにいた魔女の中うちの何人かを留守になる相手方の支配地へ留守番として差し向ける手て筈はずを調ととのえた。その間かんにナーガは、レラやライバッハと共にカサンドラ王国へ持っていく親書の内容を考え、文書を作成した。

　二日後、森に控えていたハインドラ一族の魔女がランジュに連れられて砦にやって来て、砦はさらに賑にぎやかで華やかな雰囲気に包まれた。

　集まった魔女を前に、ナーガとハリガン、ヴィータは魔女の国、すなわち「ノブナガ・マギカッラ」の建国を高々と宣言し、魔女たちから拍手と歓声が沸き起こった。

　その後、魔ま女じよ国こくが目指すべき大方針がナーガから提示され、続けてハリガンが、まずはレンスールの街を支配下に置くこと、そのために踊り子の一座として街まで出向き、街の支配者たちから招待されたら、そこで彼らを拘束して街の支配権を握るという作戦を魔女たちに告げた。すでに仲間が一度、レンスールの街へ行って踊り子として踊っているのを知っているので、初めてその話を聞かされた魔女たちも、それほど驚きはしなかった。

「よーし、もう一度、あたしの魅力的な踊りを披ひ露ろうしちゃうぞ」

　ケイなどはそう言ってはしゃいで、レラやイクシーヌに窘たしなめられていた。

　ノノエルも、

「わたし、今度はさらに派手な水芸をやるです」

　と前向きな姿勢を見せていた。

　少し騒がしくなった魔女たちに向かってハリガンが、

「よく聞け、吾わが娘むすめらよ！」

　と大声で呼びかけると、たちまち場が鎮しずまった。

「レンスールの街を吾われらの支配下に置くことが、吾ら魔女と人とが共に生きていく世界を創るための第一歩となるのだ。吾らの未来を切り拓ひらくための第一歩となるのだ。よいな？　みな、心してかかれ！　精一杯、踊れ！」

　ハリガンの言葉に応えて魔女たちから大歓声が上がる。

「では、これからちょっとした適性試験を行う。その結果で、踊り子組とお囃はや子し組に分かれてもらう。このほか調査組もあるが、そちらはリンネ、リンナが中心となることは決定済だ。楽器のできる者は予あらかじめ申し出てくれ。優先的にお囃子組に回ってもらうからな」

「おお──っ！」




　ということで、魔女たちの適性試験が開始された。
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　エインの砦とりでにはハインドラ一族の魔女のほぼ全員が集結しているが、スレイマーヤ一族の魔女たちは空っぽになるハインドラ一族の支配地を見張るため、ヴィータに率ひきいられて黒い森へ戻っていった。

　スレイマーヤ一族の中ではリィリィだけが砦に残った。仮に森で何かが起きても、砦にマンテラを置いてあるからエリュシオーネが飛んで戻ってこられるので不安はない。

　ナーガが初めて顔を合わせる魔女がいたので、ハリガンは彼女たちを、ざっとナーガに紹介した。




　アイス、レラ、クゥ、ケイ、ノノエル、アルルカン、イクシーヌ、リンナ、リンネは、すでに一度、踊り子一座としてレンスールの街へ行ったことがある。それ以外では、ハリガン、ユウキ、セレナ、ディー、エレオノーザ、ミモーネ、ランジュ辺りが旧知の間あいだ柄がらである。ジーニアス、サッハ、ネネル、ナッシサスなどは見知っているものの、あまり言葉を交わしたことはない。初顔合わせとなるのが、マァル、ヴィヴィアン、アイアイである。ほかに一人、十歳にも満たないと思われる可愛かわいらしい子供が混じっていた。子供でも他の魔女同様、衣装と呼ぶのが憚はばかられる小さな布切れしか着けていないので、見た目はかなり危なかった。

「以前、森の砦で見かけた子供だな。いいのか、ハリガン？　あんなちびっ子まで連れてきても」

「いや、あまりよくないな」

　そう答えたハリガンは、顔を巡らせ、非難がましい目をランジュに向けた。

「どうしてリュリューシュを連れてきた？」

　ところがランジュは澄ました顔を崩さないまま平然としている。

「連れていかないと殺すと、リュリューシュから脅されたもので」

　ハリガンは大きなため息を吐つく。

「連れてきてしまったものは仕方がない。紹介しておこう。おい、リュリューシュ」

　ハリガンが手招くと、髪を短く切り揃そろえた子供がとことこと歩み寄ってきた。

　ナーガとハリガンの前に立ったリュリューシュは、反そっくり返るように真っ平らな胸を突き出してきた。

「おまえがナーガか。なるほどおかしな顔をしている。吾われはリュリューシュ、いずれすべての魔女をしたがえる偉大な魔女王となる魔女ぞ。うやまえ」

「またそういう寝言を」

　ハリガンは呆あきれた顔でその子を窘たしなめる。

「よいか、リュリューシュ、あまり人前でそういう誇こ大だい妄もう想そうみたいなことを言うでない。正気を疑われるぞ？」

「誇大でも妄想でもないぞ、姉あね様さま！　それは定められた運命さだめぞ。何しろ吾われはかつての偉大なる魔女王、グラン・デ・ルルゥのたましいを受け継いでおるのだからな」

「あぁ、もう」

　ハリガンは右手で顔を覆って、またもやため息を吐ついた。

「すまんな、ナーガ。この子はちょっとコレなところがあってな」

　気にするな、とハリガンに手を振ってから、ナーガはリュリューシュの前にしゃがみ込んだ。

「そうかそうか。おまえ、将来の魔女王か。偉いな、ちびっ子」

「ちびっ子言うな！　吾を怒らせると吾の額の第三の目が開くんだぞ？　そしたら世界が滅ぶんだぞ？」

（第三の目？　本当か？）

　という意を込めてナーガがハリガンを見やると、彼女は眼前で右手をひらひらと振った。

「言ってるだけじゃ。本気にするな」

「本当だぞ。姉様は吾の真の恐ろしさを知らんだけだぞ！」

　喚わめく女の子の頭に向けてナーガは右手を伸ばし、広げた掌てのひらを頭に置いて、わしゃわしゃと彼女の頭を撫なでた。

「なるほど。魔女とこの世界の未来はおまえの双そう肩けんに懸かかっているのか。頑張れ」

　リュリューシュは顔を赤く染めながら応えた。

「お……おお、さすがに龍りゆう王おう様の遣いだな。おまえは見所がある。よし、吾の家来にしてやるぞ？」

「そうか。俺おれはおまえの家来か。なら、まずは何をすればいい、未来の魔女王様？」

　ハリガンが渋い顔になる。

「ナーガ。適当なことを言って其そ奴やつを調子に乗せるな」

「肩車！」

「肩車か？」

「そうだ。いずれ魔女王になる吾は、高みから皆を見下ろすべきなのだ」

（肩車か。なんだかんだいっても、まだ子供だな）

　ナーガはにこやかな笑みを浮かべ、しゃがんだ体勢のまま、くるりと回ってリュリューシュに背中を向けた。

「ほれ、魔女王様」

「わ──い！」

　リュリューシュはぴょんと跳んでナーガの肩に膝ひざを乗せ、両手で彼の頭をがしと掴つかんだ。

「いいか？　立つぞ」

「立て、立て！」

　リュリューシュは目を輝かせて、ぺしぺしとナーガの頭を叩たたいた。

「こら、思いきり頭を叩くな」

　と釘くぎを刺しておいて、ナーガはリュリューシュの脛すねを手で抱えて慎重に立ち上がる。

　ナーガの頭上から興奮した声が響いてきた。

「なんとすばらしい景色か。玉ぎよく座ざからの眺めとはこんなものなのだな。おまえ、これから吾われの玉座となるがいいぞ」

「おいおい、俺おれは家来だろうに。っていうか、人を椅子代わりにするな」

　ナーガはリュリューシュの脹ふくら脛はぎを抓つねった。

「んぎゃっ。痛いっ。足をつねるなっ。玉座のくせに生意気だぞっ！」

「こら、おまえこそ危ないから暴れるな。落ちるぞ」

　などと、肩車したナーガと肩車されたリュリューシュが言い合っていると、突如として周囲からどす黒い殺気が湧き上がった。具体的には、アイス、レラ、ケイ、クゥ、イクシーヌ、ユウキ辺りが殺人光線を発射しそうな恐ろしい目つきで、ナーガに肩車されたリュリューシュを睨にらみつけていた。












（また新たな頭痛の種が）

　ハリガンは、はぁ、と切なげなため息を吐つく。

（ランジュの奴やつ、余計なことをしてくれた……いや待て？　あいつ、まさかこうなることを見越して）

　ふとハリガンが視線を向けると、リュリューシュを肩車してその辺を歩き回っているナーガや、その二人を睨にらみつけている魔女たちを面白そうな顔で見ていたランジュが、すっと視線を逸そらせた。

（やはりそうか、ランジュの奴め）

　つかつかとランジュの下もとへ歩み寄ったハリガンは、ドスの利いた声で言った。

「いつまでも遊ばせているな。さっさと茶番を終わらせろ」

「どうしてわたしがそんなことを？」

「おまえがリュリューシュを連れてきたのだろう？　その責任を取れと言っているのだ。責任を取らぬのなら、アイスやレラやユウキに、おまえがリュリューシュを連れてきたと強調するしかないな？」

　ランジュは、やれやれと首を横に振った。

「わかりました。終わらせますよ」

「早くしろ」

　すたすたとナーガの下へ歩み寄っていったランジュは、両腕を伸ばすと、肩車されていたリュリューシュの両脇に手を差し入れ、ひょいっと持ち上げた。

「なにするか、ランジュ!?　いいとこなのに」

　すとん、とリュリューシュを地上に下ろしたランジュは、冷たく言い放つ。

「遊びは終わりだ」

「遊びじゃないもん。魔女王の日課だもん」

「俺おれに肩車させるのを日課にするなよ」

　さすがのナーガも辟へき易えきした顔になる。

「言うことを聞かない奴は尻を百叩たたきだ」

「う……」

　じりっと後ずさりしたリュリューシュは、ささっとナーガの背中に隠れた。

「ランジュがいじめる！　吾われを助けるのだ、家か臣しん一号」

「まぁ勘弁してやってくれ、ランジュ。こいつにつき合った俺にも責任がある。どうしてもって言うなら、俺も一緒に尻を叩かれるわ」

「いや。それはこちらが勘弁してもらいたい」

　と手を振ったランジュは、リュリューシュのほうを軽く睨んで言った。

「もういいから隅すみのほうに行っていろ。姉あね様さまたちの邪魔をするなよ。姉様の髪の毛で尻を叩たたかれたら、腫はれるだけでは済まないぞ？」

　ランジュに脅されたリュリューシュは、逃げるように部屋の隅すみまで走っていって、ぺたんと腰を落とした。

　一方、ナーガはというと、アイスやレラ、ケイ、クゥ、イクシーヌ、ユウキたちに取り囲まれていた。

「ナーガさん、相手が女子なら年齢などおかまいなしなんですね？」

「子供に手を出すな、ん、て」

「本当に見境ないなぁ」

「わたしも肩車して」

「なんかクゥがぽろっと本音を！」

「最低ね。やっぱあんた、最低の男ね！」

「なんで俺おれが責められているんだよ!?　幼いたい気けな子供を遊ばせてやってただけなのに」

　ナーガは納得がいかないという顔で抗議したが。

「幼気な子供を毒どく牙がにかけようとする気満々のお顔をしてましたよ？」

「おまえ……酷ひどいこと言うな、アイス」

「おまえたちもいつまでも遊んでないで、適性試験の支し度たくをせい」

　ハリガンに追い立てられ、アイスたちは渋々といった体ていでナーガを解放した。

「すまんな、ハリガン」

　とナーガが礼を言うとハリガンが皮肉そうな顔を向けてきた。

「おぬし、吾わが娘むすめらに大人気だなぁ？」

「ん？　そうかぁ？　どっちかというと、俺が弄もてあそばれてる気がするんだがな」

「まぁ、それが悪いこととは思わんが。吾が娘らを毒牙にかけてくれるなよ？」

「おいおい、人聞きの悪いことを。俺がそんなこと、するわけないだろうが」

「……なら、いいのだがな。それより。早く適性試験を済ませようではないか」

「そうだな。急いで支度しよう」





　３






　経験者の中からアイス、ケイ、ノノエル、イクシーヌ、そしてリィリィが選ばれ、ナーガはライバッハと共に試験官として適性を見ることになった。リィリィはハインドラ一族ではないが、すでに踊り子として踊っているので選ばれた。




　砦とりでの中程にある広場に集まった魔女たちに、アイスが衣装を手渡した。

「はい、踊り子の衣装です。まずはこれに着替えてくださいね」

　衣装を手渡された魔女たちから驚きの声やら不満の声やらが上がる。

「なにこれ!?」

「衣装っていうか、ただの小さな布きれ！」

「こんな物を着て踊れと!?」

　そんな魔女たちの声を聞いてナーガは呆あきれてしまう。

（いやいや。おまえたちがいつも着てる衣装と大して違わないだろ。というか、ほとんど同じだろ。なんで今さらそこを問題にするんだ？）

　魔女たちの感性は未いまだによくわからないと首を傾かしげてしまうナーガだった。

「はい、みんな、時間がもったいないですから、早く着替えてきてくださいね」

　とアイスに促うながされ、魔女たちはなおもぶつぶつと文句を言いながら、着替えのために砦とりでの建物に向かった。

「おい、アイス！」

　一人その場に残ったハリガンが、低くドスの利いた声で呼んだ。

「なんですか、姉あね様さま？」

「これのどこが衣装だと？」

　ハリガンが手にした物は紐ひもだった。他の魔女が受け取ったのは、どれほど小さくても、まだ布きれという形状をかろうじて保っていたのだが、ハリガンのそれはまさしく二本の細長いただの紐だった。

「え？　衣装ですけど？」

「こいつは……」

　ハリガンにキツい目で睨にらまれても、アイスはどこ吹く風だ。

「姉様が一族でいちばん色っぽいのですから、超絶色っぽい姉様に合わせて超絶色っぽい衣装を用意したんですよ？　頑張ってそれを着て頑張って踊ってくださいね。何しろわたしたちの踊りが魔女の新たな未来を切り拓ひらく第一歩になるんですもの。ね？」

「うむむむむむ」

「どうしてもそんな衣装を着たくないと姉様が仰おつしやるのでしたら、そうですね、お囃はや子し組に入って、裏方として皆の踊りを手助けしてもらうしかありませんけど？」

「ぐぬぬぬぬぬ」

　ハリガンは歯を食いしばって低く唸うなった。

「アイスってば、相変わらず悪あく辣らつだよね」

　とケイが囁ささやいた。

「え？　そ、そうでしょうか」

　話を振られたノノエルは、アイスに聞かれるのを恐れ、思いきり声を低くして応えた。

「でもまぁ、姉様の弱みにつけ込んで、ここぞとばかりに攻めまくるというのは、遣やり手とは言えるかもしれないです」

　ハリガンは手にした紐ひもをぐしゃと握った。

「着ればいいんだろうが、着れば！」

「着るだけじゃ駄目ですよ？　着て、踊ってくださらないと」

「吾われの色っぽい踊りを見て腰を抜かすなよ!?」

　という捨て台詞ぜりふを残し、ハリガンは他の魔女を追いかけて着替えのために砦とりでの建物に入っていった。

　アイスは顔を巡らせ、ナーガに向かってにっこりと微笑ほほえんだ。

「上う手まく姉あね様さまを乗せることができました。これで姉様はあの超絶色っぽい衣装という名の紐を身に着けただけの恰かつ好こうで踊ってくださいます。楽しみですね？」

（恐ろしいほど楽しみだな）

　と思わず身を乗り出しそうになるナーガだが、ここでそれをあからさまに口にするのは憚はばかられる。

「まぁ、そうだな」

　と気乗り薄なふうを装って応えておくことにした。

「あれえ？　ナーガさん、無理してない？」

「おまえが何を言っているのか、さっぱりわからないな、ケイ」

「そうなのかなぁ」

　ケイが首を捻ひねるその横で、イクシーヌやノノエル、リィリィが囁ささやきを交わしていた。

「無理しているよね」

「やせ我慢してるです」

「なんか鼻息、荒くなってない？」

（ナーガ様、バレバレですな）

　ライバッハは内心でため息を吐つく。

（もっとも、楽しみで仕方がないのは俺おれも同じですがね。こんな可愛かわいらしい魔女たちが、あんな色っぽい衣装で踊ってくれるんですからな。踊り子一座が魔女の集団だって言っただけで、『魔女は人の敵で倒すべき悪あしき者』だなんていう教会の主張が嘘うそっぱちだってわかるんじゃないかな）

　実際に会って、話をして、生活を共にして、初めてわかることもある。世間に流る布ふする魔女の評判が嘘っぱちだということをライバッハは身を以もつて知ることができた。

（もっともっと人と魔女が知り合い、親しく交われば、お互いわかり合えるようになるだろうに。人の男が大嫌いなユウキ嬢じようだって、俺が魔女の中にいることを認めてくれるようになったんだもんな）

　昔に亡くした自分の娘むすめによく似たユウキに嫌われ邪じや慳けんにされるのは、ライバッハにとって悲しいことだ。だが、共に暮らし、共に戦ううちに、少なくともユウキはライバッハを嫌わなくなった。仲間と認めてくれたとは思えないが、身近にいることを許してくれるようになった。話しかけても、以前のように露骨に逃げられることもなくなった。

　ライバッハは、もっとユウキと親しくなりたいと思った。もっと話をしたいと思った。それが娘むすめを失った責任から逃れたいという意識の裏返しなのか、自分にはできなかった娘との触れ合いを疑似体験したいだけなのか、ライバッハにはわからなかった。が、ケイやノノエルたち若い魔女と話をするのは楽しいのは事実だ。ユウキに限らず、若い魔女たちといると、彼女たちを見守る父親のような気分になってくる。

　だからこそ、彼は強く思う。

（たとえ魔女だとしても、こんないい娘こたちが不幸な目に遭ってはいけない。みんな幸せになってほしい）

　教会に考えを改めさせるのは不可能だ。ならば、ナーガの言う「人と魔女とが共に暮らせる世界」を創るしかない。若い魔女たちに幸せな未来を贈るためにも、自分はナーガの先せん兵ぺいとなって働こうと覚悟を新たにするライバッハである。




　彼がとりとめもなくそんなことを考えていると、踊り子の衣装に着替え終えた魔女たちが建物の中から続々と出てきた。魔女たちは、ふだんからあり得ないほど極小極薄の衣装を着ているが、踊り子の衣装はそれよりもさらに生地が薄く面積が少なかった。

　ライバッハは思わずユウキの姿を探してしまう。

（いた！）

　見つけたユウキは、やはりいつもより薄く小さな衣装しか身に着けていなかった。

（うわぁ、凄すげえな。父親としては、そんな衣装で踊ったりしたら駄目だと叱りたいところだが、でも男としてはぜひ踊ってくれと言いたくなるわけで……複雑な心境だな）

　そんなことを思いながらライバッハが隣のナーガにちらっと視線を向けると、彼は満足そうな顔で何度も頷うなずいていた。

（ナーガ様は複雑じゃないんだな。そういえば。ナーガ様、あちらの世界では妻を娶めとっていたのかな？　子を成していたのかな？　まだお若いから独身……だったのかな。記憶を喪なくしているから、ご自分でも覚おぼえていないようだが）

　ライバッハは、そんなことまで考えてしまった。
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「はい、みんな、整列してくださいね」

　というアイスの声で我に返ったライバッハは、集まった魔女たちに改めて目を向ける。衣装と呼ぶのも憚はばかられる極小の布きれや飾りを身に着けただけの魔女が勢せい揃ぞろいした様は、それはもう凄すさまじい光景だった。

「今からレラやイクシーヌ、リィリィが適当に音を奏でますので、それに適当に合わせて踊ってくださいね。前回の経験者の中からクゥとアルルカンが加わってますから、動きがわからない人は二人を見習ってください。踊るだけでなく、飛んだり跳ねたり宙返りしたりという軽かる業わざっぽい動きでもかまいませんよ？」

「わかったー」

「やるー」

　という、あまり気合いの乗らない声が返ってきた。

「ね、ねえ、ホントにこの衣装でなきゃ駄目なの、アイス？」

　と訊きいてきたのはユウキだった。

　アイスはにっこりと笑って応える。

「もちろん駄目よ、ユウキ」

「……何か楽しそうだね、アイス」

「わたしはべつに楽しくはないわよ？　ナーガさんは楽しそうですけど」

　というアイスの言葉に、居並んだ踊り子衣装魔女たちが一斉にナーガを見やった。

「なるほど楽しそうな顔だ」

　と誰かが言うと、ユウキが、びしっ、とナーガを指さしてツッコんだ。

「というより！　すけべ丸出しの顔ね！」

「あぁ？　言いがかりだな、ユウキ。俺おれは大事な作戦に必要だからこそ、忙しい中、こうしておまえたちの適性を測りに来ただけだからな」

「鼻の下を思いきり伸ばしたその顔で、よく言うわよね！」

　他の魔女たちが、うんうん、と大きく頷うなずいた。

「はいはい、みんな、ナーガさんのすけべ面づらに惑わされていては駄目よ？　一座が興こう行ぎようを打てば、ナーガさんと同じくらいのすけべ面を晒さらした見物人が何十人、いえ、百人くらいは集まってくるのですもの。そういう意味ではナーガさんのすけべ面と好奇の視線に慣れておくのは、とてもいい経験になりますからね」

　ナーガはジト目になって頭を引き、咎とがめるような視線をアイスに送った。

「やっぱおまえがいちばん酷ひどいな、アイス」

「え？　なんのことでしょう？」

「そしてまったく堪こたえない奴やつ！」

「では、みんな、ナーガさんの食い入るようないやらしい視線に負けないよう踊ってくださいね」

「おい！」

　ナーガの抗議などどこ吹く風で、アイスはレラたちに合図を送ると、レラ、イクシーヌ、ノノエル、ケイが適当に笛を吹き、太たい鼓こを叩たたき、弦げん楽がつ器きを掻かき鳴らし始めた。

　踊り子の衣装に身を包んだ──実際は全然包んでいないのだが──魔女たちの中から、まず経験者組のクゥとアルルカンが、くねくねと手足を動かして踊りだす。もちろんクゥとアルルカンも肝心な部分だけを申し訳程度に隠した踊り子用の衣装に着替えている。

　他の魔女たちも二人の動きを見よう見まねで、ぎくしゃくと手足を動かし始めた。

「う～ん、今一つ動きに切れがないわねぇ」

　とアイスが困った顔で皆の踊りを見回している。

「切れがないっていうか、みんな照れたり恥ずかしがったりしてるから駄目なんだよね。それじゃ、本当にこいつら踊り子か？　って疑われちゃうよ」

　太鼓を叩く手を止とめたケイが大声でそう言うと。

「偉そうに。なら、あんたが踊ってみなさいよ」

　とユウキがツッコんでいた。

「仕方ないなぁ。じゃあケイ様が超色っぽい踊りをみんなに見せてやるから、しっかりと目に焼きつけるように。あ、リィリィ、太鼓、頼める？」

「いいけど」

「だから。なんであんたはそんなに偉そうなのよ」

　と、なおもユウキからツッコミが入ったが、それを軽く無視してケイが踊りの輪の中に進み出た。

「はい、じゃあ、もう一度」

　アイスの合図で笛や太鼓や弦楽器が鳴らされ。

「よっ。はっ。たぁっ。てぃっ」

　音に合わせてケイがきびきびと体を動かし始めた。ケイだけはいつもの衣装のままだったが、元々が魔女の衣装だ、踊り子用の衣装と露出具合に大差はないから、ほかの魔女に混じっても違和感はなかった。けれど彼女の動きには違和感があったようで、またもユウキからツッコミが入った。

「っていうか。どこが色っぽい踊りなのよ!?　ただの体操じゃないの！」

「いいんだよ」

　なおも手足を動かしたままケイが応えた。

「大きく激しく体を動かすと衣装がずり落ちそうになるじゃん？　危ないとこがはみ出しそうになるじゃん？　そうすると見物客が喜ぶんだからさ。誰も嫋たおやかな踊りとか優ゆう雅がな動きとか期待してないの」

　ユウキは呆あきれたようにジト目になって頭を引いた。

「……身も蓋ふたもない言い方ね」

「あたしなんか、これで見物客の視線を独り占めだったんだぞ」

　とケイは貧しい胸を思いきり張ってみせる。

「たしかに、衣装がずり落ちるかもしれないと思えば、あんたみたいなツルペタな踊り子でも見ようという気になるわよね」

「なんてこと言うんだ、ユウキは！」

「はいはい、そこ、喧けん嘩かしないの。ツルペタでも寸ずん胴どうでも女子としての魅力がなくても、ケイちゃんを見習えば見物人の受けは取れるのですから、みんな頑張ってね」

　思いきりケイが仰のけ反ぞった。

「本当にアイスがいちばん酷ひどい！」

「いや、しかし、アイスよ」

「どうかしましたか、姉あね様さま？」

「激しく体を動かすとずり落ちそうになると言うがな」

「はい、それが？」

「吾われのこの衣装、ずり落ちそうになるというより確実にずり落ちるわ。確実にはみ出してしまうわ」

　と言って、ハリガンは自分の体を指さした。

　なるほど、たしかに。

　胸に水平に巻いた紐ひもと、首から股こ間かんに縦に伸ばした紐しか身に着けていないのだから、少し体を動かしただけで、いろいろはみ出してしまうのは確実だと思われる。

「それがいいんじゃありませんか」

　にこやかな顔でアイスに肯定されてしまい、ハリガンは大きくよろめいた。

「超絶魅力的な姉様の肢し体たいに見物人の視線は釘くぎ付けになります。姉様は一座の看板娘むすめなのですから、それも当然ですよね」

「う……そ、そうか、な」

「もちろんです。看板娘だからこそ、踊り子の中でもいちばん色っぽい衣装を着ているのですよ？　というより、そんな超絶的に色っぽい衣装を着られるのは姉様を措おいて外ほかにはいません」

「いや、だが、しかし」

「ですよね、ナーガさん」

　いきなり話を振られてナーガは少し焦あせったが、ここはアイスに乗っかっておくのが吉きちだと判断した。

「そうだな。一族でもっとも色っぽいハリガンが、いちばん色っぽい衣装を着るのは当然だろう。というより、それこそが族長としての責務ってもんじゃないか。俺おれは超色っぽいおまえが超色っぽい衣装で超色っぽい踊りを踊るところぜひ見てみたいと思うぞ」

「そそそ、そうか？」

「そうだとも。それにおまえが見物人を魅惑してくれれば、後のち々のち、おまえが魔女長おさだということが知れ渡ったとき、見物人たちは、あんな色っぽい踊りを踊った魅力的な者が魔女長なら、魔女もぜんぜん恐こわくないと思うだろ。それは重要なことだぜ？」

「よよよ、よし、わかった。吾われは魔女長としての責任から逃れるような真ま似ねはしないから任せておけ。こんな衣装を着て踊るくらいなんともない。何しろ吾にしかできない大事なことなのだからな」

　ナーガは素早くアイスに目め配くばせした。

（上う手まく行きましたね）

（ハリガンの奴やつ、けっこう乗りやすい質たちだからな）

　二人は満足そうに頷うなずき合った。

「じゃ、踊りを再開しましょう」

　アイスの号令でまた笛や太たい鼓こや弦げん楽がつ器きが鳴らされ、ケイやクゥが踊り出し、続けて他の魔女たちも踊り出した。全員が開き直ったのかコツを掴つかんだのか、それともナーガの視線に慣れたのかはわからないが、先ほどより動きに滑らかさが出てきている。切れも増している。

　中でも圧巻だったのはハリガンだった。二本の紐ひもを巻いただけで激しく踊っているから、それはもう見事に、弾む弾む、揺れる揺れる、食い込む食い込む。最初は食い入るようにハリガンの踊りに見入っていたナーガも、やがて心中に大いなる疑念が湧いてきた。

（本当に大勢の見物人の前で、あの恰かつ好こうで踊らせていいのか？　あの紐が外れでもしたら、見物人が暴徒と化して襲いかかってこないか？）

　と不安になる。

「なぁ、アイス、本当にいいのかな、あれ？」

「え？　姉あね様さまですか？　いいと思いますよ。本人がやる気になっているのですし」

（それは俺おれやおまえが乗せたからだろう）

　と思わないでもないナーガである。

「でも、わたしたちは踊り子一座として大評判を取って、街のお偉いさんから招待される必要があるのでしょう？　でしたら。街中じゆうに噂うわさが轟とどろくくらいの超絶色っぽい踊りを姉様に踊ってもらうほうがいいのではありませんか」

「おまえ……なかなか策士だな」

「もちろん姉様だけを踊らせるわけではありませんよ？　わたしも踊るつもりです。姉様と同じくらい色っぽい衣装で。踊りを見たことを、見物人が知人に自じ慢まんしたくなるくらい色っぽい踊りを踊りますよ？」

（こいつ、けっこう腹黒だけど、でも真面目まじめで責任感の強い奴だよな）

「わたしや姉あね様さまが率そつ先せんして踊れば、ほかの娘こたちも踊らないわけにはいかないでしょう？　だから任せてください。この作戦、なんとしても成功させますから」

　いつもの笑顔を消し、真剣な顔になったアイスがそう言った。

「そうか。そうだな。おまえたちが頼りだ。頼むわ」

　ナーガがそう言うと、アイスはいつもの笑みを浮かべた。

「頼む必要なんかありませんよ、ナーガさん。わたしたちの未来が懸かかっているのです、わたしたちが頑張るのが当然じゃありませんか。ですからナーガさんは、これはおまえたちのためになることだからしっかりやれ、と命じるだけでいいんです」

（そして善いい奴やつだ、こいつは）

　ナーガは自然と顔が綻ほころぶのを感じた。

（アイスだけじゃねえ。ここにいる魔女は、みんな善い奴らばかりだ。こいつらを人間の敵だなどと言って殺そうとする教会は、やっぱり許しちゃおけねえ。俺おれもこいつらのために頑張るか）

　ナーガもその思いを新たにした。

（その前にハリガンたちの適性試験だな。試験なんだから、試験官の俺が食い入るように見つめるのも仕方がないことだ。そしてハリガンの衣装が思いきり股こ間かんに食い込んでいるのを見てしまったりするわけだが、試験なんだから、それも仕方がない）

　などと自分に言い訳をしながら、ナーガは際きわどい衣装で踊っている魔女たちに熱い視線を向けるのだった。
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「はい、姉様、もっと大きく腰をくねらせましょう」

　とアイスから難度の高い要求が飛んだ。

「こ……こうか？」

「まだまだ動きが小さいですよ？」

「これならどうだ!?」

　ハリガンが少々やけくそ気味に手足を動かし腰を前後左右に振ると、当然のことながら大きな胸が大きく揺れた。何しろ胸には水平に一本の細い紐ひもしか巻いていないのだから、動きを遮さえぎる物がない。巨大な乳ち房ぶさが右に左に上に下にと激しく揺れている。

（見ているこっちが恥ずかしくなってくるな）

　などと思う割には目を逸そらさないナーガである。

「はいはい、ユウキはもっと胸を張って」

「けど、これ、さすがにちょっと恥ずかしいんだけど」

「踊るのを恥ずかしがっていたら踊り子に見えないわよ？　もっと堂々と、にこやかに。ケイちゃんを見習ってね」

「ううぅ、わたし、お囃はや子し組でいいかも」

　と言いつつ、他の魔女に負けじとユウキも手足を動かした。

（なんか、自分の娘むすめのいけない場面を見てるみたいで直視できないなぁ）

　と思いつつも、視線を逸そらさないライバッハだった。

　そんなふうにアイスの指導を受けながら、魔女たちは必死の形ぎよう相そうで踊った。

　やがてアイスから終了の声がかかり、踊っていた魔女たちは安あん堵どの息を吐はいて体の動きを止めた。

「姉あね様さまもご苦労様でした」

「ど……どうだったかな、吾われの踊りは」

「最高に色っぽかったですよ？　さすがは一座の看板娘です」

「そ、そうか」

　ハリガンは満足そうに笑い、額に浮いた汗を手で拭った。

「それはそうと、姉様」

「なんだ、アイス？」

「衣装がずれて、お胸が余す所なくはみ出してますよ？」












　なるほど、激しく踊ったせいで水平に巻いていた紐ひもがずり落ちていた。ハリガンの巨大な乳ち房ぶさは、余す所なく、隠すところなく、そのすべてを露出させていた。

「うわぁあぁっっ？」

　自分の体を見下ろしたハリガンは甲高い悲鳴を上げ、剥むき出しになっている両胸を慌てて両手で隠し、顔を真っ赤にしてその場にしゃがみ込んだ。

「なっなんでもっと早く言わん!?」

「え？　ご自分で進んで外したのかと思ったのですけど」

「外すかっっ！」

「では、姉あね様さまの大きなお胸が余す所なくさらけ出されてしまったのは、不幸な事故だったんですね」

「事故って、おまえ……」

　手で胸を隠してしゃがみ込んだまま、ハリガンはそっと顔を巡らせた。すると、自分のほうをガン見しているナーガと目が合った。

「み……見た？」

「じつにいい踊りだったぞ、ハリガン。最高だ」

　ナーガはハリガンに、びし、と親指を立ててみせた。

「うわぁぁあっっ」

　弾はじかれたように立ち上がったハリガンは、胸を手で覆い隠したまま、その場から遁とん走そうしていった。

「まぁ、姉様ったら。今さら何を恥ずかしがっているのかしら？」

　とアイスは首を捻ひねるが、ナーガは呆あきれた顔で彼女を見やった。

（いやいや、敢あえて、ことさら、おまえがハリガンの羞恥心を煽あおったんだろうが。本当に酷ひどいな、こいつは）

「さて。適性試験の結果は採点者一同で検討してから出すとして。踊り子用の新しい衣装も人数分を用意しないとなりませんね」

「あ……ああ、そうだな」

「これからまた忙しくなりますね」

「ああ、忙しくなる。頼むぞ、アイス」

「ですから。頼むのではなく、しっかり働け、でいいんですよ？」

　ナーガは笑みを浮かべて床しよう几ぎから立ち上がった。

「よ──し、みんな。今日からの三日間、踊りの特訓と衣装作りに精を出してもらうぞ。ハリガンやアイスの指示に従って、しっかりやってくれよ！」

「お──っ」

　魔女たちは思い思いに手を挙あげ、威い勢せいのいい声を返してきた。
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　三日後──。




　今度はスレイマーヤ一族の魔女たちがエインの砦とりでに集まってきた。それと入れ替わりでハインドラ一族の魔女の多くがハリガンに連れられて森へ戻っていった。

　エリュシオーネやドーラドーラなどの顔見知りもいたが、こちらは初顔合わせの魔女も多いので、まずはヴィータによるナーガへの紹介が行われた。




「エリュシオーネ、リィリィ、ドーラドーラはよく知っておるから飛ばすとして。そちら側から、ネムネモ、カーラマイヤ、サンプロッテ。ハイララ、エンデミオン、ジリオラ。ストゥーシャ、ジャナル、レインライン。そしてジュヌヴィエッブとパリュートじゃ」

　名を呼ばれた魔女たちがナーガに向かって頭を下げたり手を挙あげたりして挨あい拶さつをした。エリュシオーネのような例外もいるが、ハインドラ一族同様、いずれもが半裸同然の出いで立たちだった。もっとも見た目的には例外のエリュシオーネも一皮捲めくれば……というより、マンテラを捲ればその下は全裸なので、内実は大して変わりがないのだが。

「俺おれがナーガだ。よろしくな」

　初めてナーガを見る何人かの魔女は興きよう味み津しん々しんといった視線を注いできた。

「どうしても森から動かせぬ奴やつが数名おるのでな、今回の作戦に加わるのは、これで全部じゃよ」

　ナーガは、わかった、とヴィータに向かって手を挙げた。

「じゃあ、早速、着替えてもらおうか」

「では皆さん、踊り子の衣装に着替えてくださいね」

　魔女たちを呼び集めたアイスが、ケイやイクシーヌと共に衣装を手渡していく。

　受け取った衣装の小ささに何人かの魔女が、うげっ!?　と仰のけ反ぞっていたが、アイスは有無を言わせず、着替えのために彼女たちを建物のほうへ追い立てた。

　スレイマーヤ一族の魔女が建物の中に姿を消すと、ナーガはまだ一人、紹介されていない魔女がいるのに気づいた。

「あいつは？　おまえのところの魔女なんだろ、ヴィータ。どうしてあいつだけ紹介してくれないんだ？」

　とナーガに訊きかれ、ヴィータは首を横に振った。

「いや。あいつは吾わが娘むすめではないのじゃ。ハリガンの娘でもない。彼奴あやつは別の一族の魔女なのじゃよ。なので、いちばん最後に紹介しようと思っての」

「なんだって!?」

　ナーガは驚きの目をヴィータに向けた。

「吾われが森に戻ったのを聞きつけて訪ねて来たのじゃよ。名をエンスーヤと言う。お──い、エンスーヤ！」

　ヴィータがその魔女を手招くと、エンスーヤはすぐに駆け寄ってきた。

「お呼びですかね、ヴィータさん」

「ぬしをナーガに紹介しておこうと思うてな」

「あ、はい、よろしくお願いします」

「此こ奴やつはエンスーヤ・エンデ・ルフォー。ルフォー一族の族長じゃ」

　紹介された魔女がナーガに向かって頭を下げた。

「エンスーヤ・エンデ・ルフォーであります。エンヤとでもお呼びください」

　顔を上げたエンスーヤを、ナーガはまじまじと見つめた。

（これで族長？）

　他の魔女と同様、極薄極小の衣装を身に着けたエンスーヤは、年の頃なら十代の半ばから後半くらいに見える少年っぽい印象の魔女だった。とはいえ出るべきところはちゃんと出ているので、ケイのように体型的にも少年……というわけではない。言うならば少女の体に少年の雰囲気を纏まとうという、そんな奇妙な雰囲気を醸かもし出している。肩の辺りで切り揃そろえた髪は印象的な紫色で、瞳ひとみも紫水晶のような不思議な色合いをしていた。

　ヴィータのように十歳そこそこにしか見えない族長もいるのだから、見た目どおり十代半ばから後半なのかは不明だが、少なくともヴィータやハリガンよりも若いと思われる。

「若いんだな」

　とナーガが素直な感想を口に上のぼすと、エンスーヤは苦笑を浮かべて頭を掻かいた。

「うちの場合、一族といっても総勢で六人しかいませんので。言わば魔女の中でも弱小な一族なのです。とくに決まった縄なわ張ばりも持たず、森やその周辺をふらふらと移動しながら暮らしているのでありますよ」

　たしかにエンスーヤからは、ハリガンやヴィータほどの威い厳げん、迫力というものは感じなかった。

「ヴィータさんにはとくにお世話になっているのです」

　ふふん、とヴィータが薄い胸を張った。

「知ってのとおり、吾は度量の広い魔女だからの。此奴らの面倒を何くれとなく見てやっておったのよ」

「ですからヴィータさんには感謝しているのです」

　エンスーヤはヴィータに向かって深々と腰を折り、頭を下げた。

（腰の低い魔女だな。魔女の中でも弱小の部類だという一族を率ひきいているのだとすると、これが自然か。俺おれのいた世界でも、勢力の大きなところのご機嫌を取ろうとすれば、人質を出したり贈り物を贈ったりしていた……ような気がするな）

「さて、この凶悪そうな、あるいは好色そうな面つらをした男がナーガじゃよ、エンヤ」

「おまえの紹介も酷ひどいな、ヴィータ！」

「いや？　吾われは事実を言うたまでじゃが？」

「それが酷いと言ってるんだがな！」

　とナーガがツッコむと。

「ご高こう名めいはかねがね伺うかがっております、ナーガ様」

　横からエンスーヤが恭うやうやしく頭を下げたので、ナーガも彼女のほうに向き直る。

「おお、よろしくな」

　顔を上げたエンスーヤにヴィータが訊きいた。

「噂うわさのナーガ様をその目で見てみて、どうじゃ、エンヤ？」

「たしかに異相、なるほど異装。吾ら魔女の頭上に現れる赤い巨星とは、まさにこの方のことを指しているのでありましょう」

「ほほう、さようか。ぬしの星読みに、そんな兆きざしが出ておったか」

「はい。赤い巨星は吾らの行き先を赤々と照らし出してくれる……はずであります」

（ただし、その巨星の色、赤が何を暗示しているかは解かい釈しやくの難しいところでありますが。もしかすると、それは血を暗示しているのかもしれません）

　という危き惧ぐはヴィータには言わない。今のところ、それは自分の胸の中にしまっておこうと思うエンスーヤである。

「ところで、エンヤ」

「なんでありましょう、ナーガ様」

「今日、ここに来てくれたってことは、おまえたちも俺たちの戦いに加わってくれる……という理解でいいのか？」

（端的にして直ちよく截せつでありますね）

「加わることを前提にして見学に来た……という回答で如何いかがでしょう？」

「なるほど。その目で俺たちのことを、いや、もしかして俺のことを、か？　確かめたいというわけか」

「そういうことにしておいてください」

「じゃ、心ゆくまで確かめてもらおうか」

　と言ってナーガは笑った。

（頭がよく、決断力もありそうだ。ハリガンさんやヴィータさんが共に行動しているのも頷うなずけますね）

　と感心するエンスーヤだが、だからといって、はいそうですか、と戦列に加わることも躊躇ためらわれる。

（これは伸のるか反そるかの大おお博ばく打ち。生き残れるか朽ち果てるかの瀬せ戸と際ぎわ。ただでさえ弱小の吾わが一族の未来を決める決断は、そう簡単にはできません。が）

　ハリガンはともかく、野心溢あふれるヴィータまでもが行動を共にしているということは、ナーガにそれだけの実力と魅力がある証しよう左さだろう。

（もっとも、この人が言う『人と魔女とが共に暮らせる新世界を創る』という目標が空想的すぎて、むしろ妄想的すぎて、こちらの想像力が追いつかないのでありますが）

　果たしてそれが空想ではなく、妄想などでもなく、現実的な目標になり得るのか。そこを確かめたいと思ってエンスーヤはヴィータについてきたのだった。

（まずはお手並み拝見といきましょうか）

　エンスーヤは、ヴィータと話を始めたナーガの横顔を見やりつつ、そんなことを思っていた。
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　エンスーヤとアイスは顔見知りだったようで、互いに簡単な挨あい拶さつを済ませると、エンスーヤは、今日も試験官として床しよう几ぎに座るアイスの隣に腰を下ろした。

　ナーガも近くに床几を置いて腰を下ろす。

　ほどなくスレイマーヤ一族の魔女たちが踊り子の衣装に着替えて広場に戻ってきた。

「おい、ナーガ様よ、ずいぶんと鼻の下が伸びておるのう」

　幾分の皮肉を込めてヴィータはそう咎とがめたのだが、ナーガはきっぱりと否定した。

「気のせいだ」

「こいつは……」

　ヴィータが呆あきれた顔になる。

「まぁまぁ、ヴィータさん。ナーガさんは、踊り子を見に集まってきたすけべな見物人を体現してくださっているのですから見逃してあげましょう。なんといってもナーガさんが一人いれば、すけべな観客三十人分のいやらしい視線を表現できます」

「やっぱおまえが最悪だな、アイス！」

「え？　何かお気に障さわりましたか？　もしかして、一人で五十人分のすけべな視線を発射できますか？」

「こいつはもう。ほんとにもう」

　ナーガは天を仰あおぐと、額を手で覆った。

　くくっ、とヴィータは嗚お咽えつするような笑いを漏もらす。

（アイスは見た目に似合わぬ強したたかな魔女よ。もしハリガンに何かあっても、此こ奴やつがいればハインドラ一族も安あん泰たいじゃろうて。奴やつらにはレラもおるのだしな。翻ひるがえって吾わが一族は、どうにも心こころ許もとないのう）

　ヴィータは内心でため息を吐ついた。

（エリューやドーラ、ヒルデたちをもっと鍛えておかんといかんな）

「はい、では皆さん、いいですか？」

　整列したスレイマーヤ一族の魔女たちの前に進み出たアイスが、大きく手を打って注意を喚起した。

「今からレラやイクシーが適当に音を奏でますから、それに合わせて踊ってくださいね。踊り子一座の経験者としてケイやアルルカン、リィリィちゃんが皆さんに混じって踊りますから、彼女たちの動きを参考にしてください」

「おーす」

「わかったー」

「やってみますー」

　魔女たちから少し投げやりな声が返ってきた。

「では始めましょう」

　アイスの合図でレラとイクシーヌが笛を吹き、弦をかき鳴らす。同時に、ケイやアルルカン、リィリィが手足を動かし始めた。釣られて他の魔女たちも思い思いに体を動かす。

　誰もが踊りに見えなくもないという水準だったが、たぶん踊りの水準を追求する見物客などいないだろうから、それで問題はない。肝心なのは、彼女たちが身に着けている見えそうで見えない極小の衣装のほうだ。

（ずり落ちるかも、はみ出すかも、と思わせれば見物客は喜ぶんだからな。じっさい俺おれも喜んでるんだから間違いない。その動きが踊りだろうと体操だろうと軽かる業わざだろうと大した違いはない）

　ナーガは、そこに関してはほとんど心配していなかった。

（心配な面があるとすれば、支配者たちの前で披ひ露ろうするときだな。旅の踊り子一座として招かれる以上、それらしい踊りでないと不ま味ずいんだが、まぁ、何日か特訓すればある程度まで体たい得とくできるだろう。それに、いざというときは経験者組に頼ればいい）

　そう思いつつ、再びナーガは目の前で踊っている魔女たちの肢し体たいに目を向けた。

　大半の魔女は、まだぎくしゃくとした動きだが、先ほどよりはいくらか動きがこなれてきたように見える。ところがヴィータは自分の一族の魔女たちの動きに満足ができなかったらしく、唐突に床しよう几ぎから立ち上がると、踊っている魔女たちの眼前まで進み出て、あれこれと口出しを始めた。




「どうした、エリュー、もっと色っぽく手足をくねらせんか。ハリガンの操る木で偶く人形のほうがもっと器用に手足を動かすぞ」

「ドーラ、ぬしはもっとこう、乳を揺らせ。激しく揺らせ。衣装が弾はじけるくらいに大きく揺らせ。それでは宝の持ち腐れぞ」

「ジリオラ、何を恥ずかしがっておるか。もっと胸を張れ、胸を。ただでさえ貧しい胸なのに、そんなへっぴり腰では真っ平らにしか見えんわ」

「ハイララ、ぬしはなかなか筋がよいわ。じゃが、まだ色気が足りん。まずはその顰しかめっ面つらをなんとかせえ。少し笑ってみせよ」

「カーラ、そこはもっと腰を突き出せ」

「レイン、ぬしは人を殴るつもりか。なんじゃ、その直線的な手の動きは」




（うざい）

（母かか様さま、超うざい）

（母様、邪魔）

（調子に乗んな）

　ヴィータに叱しつ咤たされた魔女たちは、踊りながらも内心でそんな声を返すのだった。

　やがてアイスが合図を送り、レラやイクシーは伴奏を止めた。

　踊っていた魔女たちは動きを止め、やれやれ終わったと安あん堵どの息を吐はく。

　試験官役のナーガ、アイス、ヴィータ、レラ、イクシーヌ、ケイが集まって、鳩きゆう首しゆ協議を始め、とりあえず仮の組み分けをしてみる。

　踊り子組に入った魔女には、早速、踊りや伴奏の特訓が開始された。

　特訓の合あい間まには本番用の踊り子の衣装の製作も続けられた。

　こうしてエインの砦とりででは、レンスールの街を奪取するための準備が着々と進められたのだった。

　同時に、作戦開始の前提となるカサンドラ王国との手打ちに向けての策も密ひそかに進められていた。
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「いいか、ライバッハ。話の持って行き方だがな」

　カサンドラ王国へと赴おもむく──表向きは逃げていく──ライバッハを前に、ナーガは彼に託す役割と、そこへ至るための手順を説明していた。

「囚とらわれていても、何人かの魔女とは会って話をしたことがある、というところをさり気なく強調しておいてくれ」

「あ、はぁ」

　それで何が変わるのかライバッハにはよくわからなかったので、彼は生返事をした。

「そうすることで、おまえの価値が上がるんだよ」

「はい？　俺おれの価値……ですか？」

　ライバッハには、まだナーガの言葉の意味がわからなかった。

「カサンドラ王国の人間で魔女と話をしたことがあるのは、おまえ一人。魔女を見知っているのもおまえ一人。そうなれば、連中は嫌いやでもおまえに頼らざるを得ない。魔女と戦おうと思わなければ俺たちと交渉するしかないわけだが、そのときおまえは、じつに重ちよう宝ほうすべき存在になるんだ」

「あ、なるほど」

「魔女長おさを知っている、話したことがある。そんなおまえだからこそ、連中は使者として使おうとするに違いない。使者として何度か往復すればおまえの信頼度は上がり、連中はますますおまえを頼りにするだろう。おまえを魔女とカサンドラ王国の繋つなぎ役に任命するかもしれないし、正式な使し節せつ団だんの団長を任せるかもしれない。そういう流れを作っておきたいんだ。だから、さり気なく控えめに自分の経験を、つまり魔女と会って話したことがあるという経験だな、それを強調しておけ」

「う……なかなか難しそうですな」

「大丈夫だ。それほど作る必要はない。おまえは実際に魔女たちと話をしてるんだからな。それを話せばいいだけだ。ただし、あくまで捕ほ虜りよとしてだがな。魔女に肩入れするような発言は控えておけ」

「承知しました」

　緊張した面持ちで頷うなずくライバッハに、ナーガは笑いかけた。

「そんなに緊張しなくてもいい。俺の読みだと、おまえは連中から頼りにされるはずだ。黙っていても向こうから手を貸してくれと言ってくるはずだ。少なくとも魔女に捕まったことを咎とがめられるようなことはない」

「……ですか」

「だから、頼んだぞ」

「ええ、精一杯やってきます」




　こうしてナーガはライバッハを送り出したのだった。
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　そして今、いかにも捕虜に見えるように身をやつしたライバッハは、カサンドラ王国に向かう街かい道どうを馬で北上していた。馬の背に積んだ荷箱には、ナーガが用意した親書と、カサンドラ王国の国王に贈る宝ほう飾しよく品やら香木やらが入っている。

　かつてカサンドラ王国軍に所属していたライバッハにとって、この辺りは自分の家の庭のようなもので、とくに緊張も見せず馬を駆けさせていた。

（この辺りまで来れば、そろそろ街かい道どう警備の部隊と遭遇してもいい頃合いだな）

　魔女とはなし崩し的に休戦状態になっているとはいえ、カサンドラ王国が魔女のことを警戒していないわけがない。戦力を大きく減じてはいても、街道筋の警備には気を遣っているはずだ。

（少し焦あせった感じを出しておいたほうがいいか）

　そう思ったライバッハは、馬の速度を少し上げる。

　やがて街道の先に、馬に跨またがった見回り部隊の姿を発見した。

「お──い！　お──い！」

　右手を高く挙あげてぐるぐると回しつつ大声で叫びながら、ライバッハは一直線に見回り部隊の下もとへ馬で駆けていった。




「止まれ！　止まれぇぇぇ！」

　見回り部隊の中から三人が馬を駆けさせてきた。

　互いの距離が縮まったところでライバッハは馬を急停止させ、相手の接近を待った。

　馬上で剣を構えた兵が三人、ライバッハの行く手を塞ぐように横に並んだ。

　後方に控えている残りの兵は弓矢を手に取り、油断なく身構えている。

「貴様、何者だ!?　どこから来た!?」

「俺おれはライバッハ・ランティエス！　カサンドラ王国軍の中隊長だった者だ！」

「なっ!?」

　兵たちが目を剥むいた。

「中隊長で、その後、輜し重ちよう部ぶ隊長になって、また中隊長になったライバッハだ」

　となおもライバッハが呼びかけると、三人の兵は戸惑った顔で互いを見やった。

「……知ってるか？」

「名前は聞いたことがあるな」

「しかし、本人とは限らないぞ」

「うちの隊長なら知ってるんじゃないか？」

「そうだな。連れていって面通ししてみよう」

「その前に」

　ひそひそと話をしていた三人の兵がライバッハに向き直った。

「あんたがライバッハ殿だとして、どうしてここにいる？」

「今までどこで何をしていたんだ？」

「それについては少し複雑な事情があるし、重要な機密も含まれている。まずは俺おれのことを知ってる奴やつと話がしたい。誰でもいい、中隊長のところへ連れていってもらえないか」

　三人はまたも顔を見合わせ、頷うなずき合った。

「わかった。だが、その前に俺たちの隊長と会って話をしてもらう。それであんたがライバッハ本人だと確認できたら、国都へ連れていって上の人と会わせてもいい」

「それでかまわないよ」

「では、来てくれ。言っておくが、まだおまえのことを信用したわけじゃない。おかしな動きを見せれば斬るからな」

「それもかまわないよ」

　ライバッハは剣を構えた三人の騎兵に取り囲まれたまま馬を歩ませ、後方に待機していた残りの兵たちの下もとへと進んでいった。
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「ライバッハ!?」

　名を聞いた見張り部隊の小隊長は、ライバッハに驚きの顔を向けてきた。

「もちろん名前は知っている。輜し重ちよう部ぶ隊長になって、また中隊長に戻って、魔女の接近を探る役目を担ってシュバイツ川に赴おもむき、そこで行方不明になった……はずだ。死んだとばかり思っていたが」

「魔女の捕ほ虜りよになっていたんだよ」

「よく逃げ出せたな」

「逃げたというより、ある役目と引き替えに解放されたというのが本当のところだな」

「ある役目？　どんな役目だ？」

「それは、ここで言うには重すぎる話なんだ。誰でもいいんで俺のことを知っている奴のところへ連れていってくれないか」

「うちの中隊長はキューエル様なんだが、知っているか？」

「おお、キューエルか！　知っているとも！　そうか、あいつも無事だったんだな」

　ライバッハが喜色を浮かべたのは演技でもなんでもない。旧知の間あいだ柄がらの男が無事だったのが本当に嬉うれしかったのだ。

「なら、まずキューエル隊長に会ってもらおうか。で、身元を確認してもらう。その後のことはキューエル隊長と話してくれ」

「わかった。それで頼む」

　街かい道どう脇で、ライバッハが見回り小隊の隊長と立ち話をしていると、後方から若い兵士が乗った馬が一頭、進み出てきた。

「ライバッハ様？」

「ん？」

　声のしたほうへライバッハが顔を向ける。

「やっぱりライバッハ様だ！」

　馬から飛び下りた若い兵士がライバッハが乗った馬の下もとへ駆け寄ってきた。

「おまえ……ラルフレッドか!?」

　若い兵士は足を止め、直立不動の姿勢になって敬礼を寄よ越こした。

「はい、ラルフであります！　ライバッハ様、よくぞご無事で！」

「おまえもな！」

　二人は互いに抱き合った。

「ラルフ、おまえ、彼を知っているのだな？」

「あ、申し訳ありません、小隊長殿」

　ライバッハから身を離すと、ラルフレッドは小隊長に向かって気をつけの姿勢を取り、敬礼をした。

「ライバッハ様は、以前に自分が所属していた部隊の隊長だったのであります。といいますか、そもそも自分はライバッハ様に命を救われ、軍に入ったのでして、ライバッハ様は言わば命の恩人なのであります」

「よせやい。もう昔のことだ」

　とライバッハは小声で言って手を振った。

「そうか。おまえの上長だったのか。ならば間違いないな。なら、すぐにでもキューエル中隊長のところへ案内しよう」

「小隊長殿、自分にご案内させてください」

　と言ってラルフレッドが進み出たので、小隊長は彼がライバッハを案内することを許可した。

「すまんな、ラルフ」

「いいえ。また隊長殿にお仕つかえできて嬉うれしく思います」

「だから。俺おれはもうおまえの隊長じゃないんだ、滅めつ多たなことを口にするな」

「あ、申し訳ありません」

「まぁ、いいけどな」




　王おう宮きゆうまで行けば、ライバッハが見知った者も大勢いるので問題はない。そこに行くまで少し苦労するかと思っていたが、こうして顔見知りの兵が現れたことで話がとんとん拍子で進んだ。

　ライバッハは、これは幸さい先さきがいいと喜んだ。同時に、かつての直属の部下の無事な顔を見て大いに喜んだ。

（キューエルも無事だったっていうし。これならほかにも生き延びた奴やつがいそうだな）

　ライバッハはラルフレッドに先導され、見回り小隊と共にカサンドラ王国の国都目指して街かい道どうを北上していった。
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　国都の郊外に連れていかれたライバッハは、呼び出されたキューエルが来るのを陣地の一いち隅ぐうで待っていた。彼の横にはラルフレッドが控えている。ラルフレッドは小隊長に頼み込んで、ライバッハの世話係にしてもらったのだ。

「ライバッハ！」

　現れた男の顔を見るなり、ライバッハは床しよう几ぎから腰を浮かせて大声で応えた。

「キューエル！　無事だったんだな、おまえ」

「おまえこそ……また生きて会えるとは思ってなかったぞ！」

　久方ぶりに再会を果たした二人の戦友は、ひしと抱き合った。

「ラルフとも会えたし、俺おれは運がいい」

　キューエルから体を離すと、ライバッハは感かん慨がい深げにそう言った。

「そうか。ラルフはおまえの部下だったな」

　キューエルがちらっとラルフレッドに視線を向けると、彼はびしり、と気をつけの姿勢を取った。

「ところで。簡単な報告を聞いただけだが、おまえ魔女の捕ほ虜りよになってたんだって？」

「ああ。シュバイツ川に陣を敷いて魔女の動きを見張っている最中に、接近してきた魔女に捕まってな。そのまま奴らの砦とりでに連行され、今まで閉じ込められていたんだ」

「そうか。問もん答どう無用で殺されなかったのは幸運だったな」

「俺も、拷ごう問もんを受けた挙あげ句くに惨ざん殺さつされるかと覚悟を決めたんだが、案に相そう違いして連中は何もしなかったな。連中にしてみれば、人間の捕虜の一人や二人どうでもよかったのかもしれない」

「で。いまこうして王国に現れたのはどういうことだ？　何かと引き替えに解放されたってのはどういう意味だ？」

「うむ、じつはな」

　顔を巡らせたライバッハが、ラルフレッドに席を外してくれと言ったので、彼はすぐに二人の下もとから下がっていった。

　ライバッハはキューエルの耳みみ許もとに顔を寄せて囁ささやくように告げた。

「魔女から国王様への親書を預かった」

「なんだってぇえぇ!?」

　思わず叫び声を上げて頭を仰のけ反ぞらせたキューエルを、ライバッハは抑えた声で窘たしなめる。

「大声を出すな。余人に聞かれたら不ま味ずい話なんだ」

「お……おお、悪かった」

　顔を戻したキューエルが声を落として訊きき返す。

「本当か？　本当に魔女がおまえに親書を託したのか？」

「そうともよ。これを王国幹かん部ぶに届ける。それが解放の条件なんだ。こうして解放されて王国へ戻ってきた以上、知らん顔もできないだろうが」

「あ……ああ、そうだ、な」

「ってわけで、大隊長辺りに話を持っていって、上に通してもらおうと思ってるんだが、俺おれの知ってる大隊長、いま誰がいる？」

「ログエル様ならおまえもよく知っているだろ」

「そうか。ログエル様もご健けん在ざいなんだな」

「ああ、ご健在だ。しかし事が事だ。直接、将軍辺りに上申したほうがいいんじゃないか。いや……リガヤ様に話を持っていったほうがいいかもな」

「だが、俺はリガヤ様をあまりよく知らないんでな。たしかに中隊長復職のときはリガヤ様から説明を受けたが、直じかに言葉を交わしたのは、あのときくらいだ」

「そうだな。おまえは討うち死にしたことになってるしな。よし、俺が、俺の上の大隊長を通じて上層部に上申してやる」

「助かるわ。魔女たちからは、逃げたら地の果てまで追いかけていって殺すって言われているしな」

　そう言ってライバッハは、ぶるっと身震いした。なかなかの演技派である。

「そいつは……大変だな。ところで」

　キューエルはライバッハに顔を寄せ、なおいっそう声を潜めて訊いてきた。

「魔女が持たせた親書の内容、おまえは知ってるのか？」

「いや、中身は知らん。だが魔女長おさは、カサンドラ王国の未来を左右するほど大事なことが書いてあると言っていた」

「国の未来を左右する重大事か。まさか王都への攻撃予告をわざわざ文書にして持たせることもないだろうし、なんだろうな」

「まぁ、俺たちが知っても」

　ライバッハは小さく肩をすくめてみせた。

「俺たちにはどうすることもできんさ」

「そりゃそうだ。俺たちにできることは、上層部に話を通して、そいつを渡すことだな。よし、すぐに手配する。兵舎に戻るから、おまえは一緒に来てくれ。見知った顔が何人もいるはずだ」

「了解した」

「だが、その前に」

　キューエルは、じろじろとライバッハの身なりに視線を這はわせた。

「着替えたほうがいいな。そんな恰かつ好こうで幹かん部ぶの前に出るわけにもいかんだろ」

　ライバッハも、薄汚れた自分の服を見下ろして頷うなずいた。

「たしかにな。この恰好は不ま味ずいな」

「よし、ラルフレッドに言って新しい服を用意させるか」

「すまんな、頼むわ」

「しかし、みんな驚くだろうな」

「そうだなぁ。腰を抜かすかもしれないな」

　と言ってライバッハは苦笑した。

「よし、行くか」




　こうしてライバッハは、旧知の中隊長キューエルに連れられ、ラルフレッドと共に久方ぶりに王都へ戻り、そのまま王おう宮きゆうへと向かった。

　ライバッハ帰還の報に驚いたかつての同僚や部下たちが集まってきて兵舎内はちょっとした騒ぎになったが、ライバッハは同僚たちとの再会を祝う間まもなくリガヤに呼び出され謁えつ見けんのための着替えを済ませるや否や、王宮の謁見の間まに引き出されたのだった。
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　驚いたことに謁見の間には将軍に昇った元大隊長マグレイブや国王補佐となったリガヤだけでなく、国王グィスカル──正式にはカサンドラ四世だが──も顔を出していた。

　庶務分隊に融ゆう通づうしてもらった新しい軍務服に身を包んだライバッハは、緊張に身を固くする。それは国王に目通りすることから来る緊張ではなく、自分に課された任務を無事に勤め上げなくてはならないという責任感から来る緊張だった。

　一段高いところに置かれた玉ぎよく座ざに国王が座り。

　玉座の前、一段低くなっているところにリガヤとマグレイブ将軍が座り。

　リガヤの横には秘書官が控えている。

　もちろん、国王の左右には帯剣した警護の兵が並んでいる。

　ライバッハが元カサンドラ王国軍の兵士だったとしても、魔女から遣わされてきたとなると、何かの魔法がかけられ操られている可能性も皆無ではないから、警護の兵は緊張を緩めてはいなかった。

　リガヤと将軍から少し離れたところで、ライバッハは片かた膝ひざを落とし、平ひれ伏ふした。

「元中隊長、ライバッハであります。ご多忙の中、お目通りの時間を取っていただき、まことにありがとうございます」

「気にしなくてもよい。何しろ我が王国の未来を左右するような大事な親書を携たずさえて来たのだからな」

　と言うリガヤの言葉に、ライバッハは顔を伏せたまま考えた。

（今のは俺おれが言った言葉だな。皮肉というわけでもないだろうが、すでにキューエルの奴やつから事情聴取を済ませている……ってことだな。さすがにリガヤ様は油断がならない）

「面おもてを上げよ、ライバッハ」

「はは」

　ライバッハは素そ知しらぬふうを装い顔を上げた。

「では、おぬしが魔女長おさから預かった親書を渡してもらおうか」

「は、これに」

　ライバッハが手にした文書を差し出した。文書は布でも羊よう皮ひ紙しでもなく、草木の繊維を漉すいて作った、粗い紙に近い物だった。

　進み出た警護の兵がそれを受け取り、外を改めると、リガヤの秘書官のところへ持っていく。秘書官は丁てい寧ねいに折りたたまれた文書を広げ、何も不審な点がないことを確認すると、もう一度折り畳み、今度はそれをリガヤに差し出した。

　ようやく文書を手にしたリガヤは、改めてそれを自分の机の上に広げ、書かれた文字に目を走らせた。将軍も国王も、リガヤの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに注視している。二人とも何が書かれているか知りたくて仕方がないのだろう。

　読み終えたリガヤが小さなため息を吐ついて顔を上げた。

　即座に国王から声が飛ぶ。

「どうだった、リガヤ。文書には何が書いてあった？」

「は。それは」

　リガヤはもう一度、ちらっと文面に視線を落としたが、すぐに顔を巡らせ、壇だん上じようの国王を見上げた。

「後ほどお目にかけますが、書いてあることは大きく分けて三つでございます」

「三つだと？」

「はい。一つ目は、魔女の側から我らに手出しはしないことを謳うたっております」

「ほう、それは」

「二つ目は、魔女たちは西さい果はての半島に興味がないと言っております」

「ん？」

　国王グィスカルが眉まゆを顰ひそめた。

「どういう意味だ？」

「こうも言っております。西さい果はての半島に関しては貴国の裁さい量りようにお任せする、と」

「……つまり……」

「魔女の真意は量りかねますが、この文面を読む限り、我らが半島をどうしようが我らの自由、魔女どもは口出しする気はない……ということになります」

「ふぅむ」

　国王は難しい顔で考え込んだ。

「そして、三つ目は」

　というリガヤの声に、彼はもう一度、顔を上げる。

「そうか。三つあったのだな。で、最後のはなんだ？」

「魔女の国の建国を宣言しております」

「なんだと!?」

　国王だけでなく、マグレイブ将軍も、控えている秘書官も驚きの色を顔に浮かべていた。

「そうなのです。ここにはこう記しるしてございます」

　リガヤは文書を眼前まで持ち上げ、そこに書いてあることを声に出して読み上げた。




「吾われら、偉大なる魔女の一族、即すなわちハインドラ一族とスレイマーヤ一族は、ここに新たな魔ま女じよ国こくの建国を宣言する。魔女国の名は『ノブナガ・マギカッラ』。それは聖せい龍りゆう王おうと魔女の国という意味である。カサンドラ王国国王殿には、隣国の誼よしみで、向こう後ごとも末永いおつきあいをお願いするものである」




　読み終えたリガヤは掲げた文書を下ろし、国王に向かって恭うやうやしく一礼した。

「以上でございます」

　けれど、国王からは一言も返ってこなかった。彼は唖あ然ぜん呆ぼう然ぜんとした顔で、ただリガヤを見つめているだけだった。




　13




　国王グィスカルの謁えつ見けんが終わると、ライバッハは国王補佐のリガヤによって彼の執務室へと連れていかれた。

　マグレイブ将軍も同行してきた。

　後ろをついてきた警護の兵も部屋に入ってきたが、兵は五人しかいなかった。

「お座りなさい、ライバッハ」

　リガヤは部屋の隅すみにある長椅子を指し示し、ライバッハに座るよう促うながした。

「あの……」

　彼が躊ちゆう躇ちよしていると、

「遠えん慮りよは要いりません」

　と言われたので、ライバッハは恐る恐る長椅子に腰を下ろす。

　自分の対面に置かれた革張りの長椅子にリガヤとマグレイブ将軍が腰を下ろしたので、さすがのライバッハも落ち着かない気分になった。

「幾つか訊ききたいことがある」

（兵舎に連れていかれて尋じん問もんというわけでもないし、警護の兵の人数からしても疑われているわけではないよな）

　ライバッハは内心密ひそかに安あん堵どの息を吐はくと、背筋を伸ばして、

「は。なんでもお尋ねください」

　と応えた。

「おまえが捕まったときの様子を詳しく教えてくれないか」

「は。それは……」

　べつに隠し立てする必要もないことだ。ライバッハは、ノノエルの魔法によって川に引きずり込まれて捕まったときの様子をリガヤに対して正直に話した。

「なるほど、水を操る魔法か」

「それ以外にも奇き天て烈れつな魔法を使う魔女がいました。といっても、自分は監禁されていたために、それほど大勢の魔女を見たわけではありませんが」

　と、ここは嘘うそを吐ついておく。

「どこに監禁されていた？　ほかにはどんな魔女がいた？」

「最初は森の砦とりでにある建物の一室に閉じ込められてまして。あとになってエインの砦まで連れていかれ、やはり建物の一室に閉じ込められ、監視されておりました」

「奴やつらがエインの砦を陥おとした後に移されたのか。砦の様子はどうだったか？」

「城壁の補強なんかとは別に、何やらいろいろな細さい工くを施していたようです。ただ、魔法絡みだとすると、自分には連中が何をしていたかはわかりません」

「魔法による防御陣の構築……でしょうか？」

　マグレイブ将軍がそう言うと、

「かもしれぬな」

　とリガヤが頷うなずいた。

　この辺は、カサンドラ王国が砦の奪だつ回かいに乗り出さないようにするための心理的な牽けん制せい策である。




「今まで何度も魔法で痛い目を見てるカサンドラ王国軍は、魔法の防ぼう御ぎよ網もうが敷いてあると思うだけで、砦とりでに手出しし難にくくなるだろ」

　というのがナーガの主張で、そこでライバッハはありもしない魔法の防御陣を示し唆さしたのだった。




「で、肝心の魔法だが。ほかにはどんな魔法を使う魔女がいた？　知ってるだけを教えてくれないか」

　とリガヤに乞われたライバッハは、アイスやレラ、ケイ、ハリガンたちの魔法について話をした。

「自分が知っているのはそのくらいでして」

　レラの魔法に関しては、森の砦攻めをしたときに痛い目に遭っているので、覚おぼえている兵も多いだろう。

（話の信しん憑ぴよう性せいが増すってものだ）

　ライバッハの話はかなり大おお雑ざつ把ぱだったが、それでも今まで具体的な魔法を間近で見聞きした者などいなかったから、カサンドラ王国側にすれば、これは貴重な情報のはずだ。

　事実、マグレイブなど、

「これは有益な情報です」

　と満足そうに頷うなずいている。

　ライバッハはさらに追い打ちをかけるべく、今度は虚きよ実じつを交ぜて話を続けた。

「じっさいに見たわけじゃありませんが、そのハリガンというのが一族の長おさで、そいつが八はち八はち旅団の旅りよ団だん長ちようを一騎打ちで倒したって話です」

　ジュエルジュードが討うち死にしたことは、カサンドラ王国側も事実として確認しているのでリガヤも驚きはしなかったが、またもや一つ、ため息を吐ついてから言葉を発した。

「あの八八旅団の団長をな。恐るべき戦闘力だな」

「しかし、魔女がよく一騎打ちに応じたものですね」

　マグレイブが低く唸うなるようにそう言うと、リガヤが、それを言うなら、と応じた。

「旅団の団長が一騎打ちに応じたのもおかしな話だが」

「なるほど、たしかに。旧教会の戦士ともなれば、相手を認めたときにしか一騎打ちなどしないものですしね」

「もっとも、魔女についてはわからないことだらけだ。その一事だけを論あげつらっても仕方がないのかもしれないが」

「そうでありますね」

「そこで、ライバッハ」

　いきなり自分に話を振られ、ライバッハは少し慌てた。

「あ、はい、なんでありましょう？」

「おぬしの今後の身の振り方だが。軍に復職する気はあるのか？」

　この質問はある程度予期していたことなのでライバッハは予あらかじめ答えを用意してあったのだが、即答するのもおかしいので、少し躊躇ためらう様子を見せてから答えた。

「……今回のことでかなり恐ろしい目に遭いましたので、どうしようか迷っているところです。とはいえ、今さら何かの商売などもできませんから、軍を辞めて隊商警護の仕事にでも就つこうかな……と」

　リガヤが少し身を乗り出してきた。

「であれば、ライバッハ、わたしの個人的な部下にならないか？」

「あ……はい？」

「魔女の内情を知っている人間は貴き公こうしかいない。じっさいに魔女と話をしたことがあるのも貴公だけだ。今回、親書を託されたのも、貴公がある程度まで魔女どもから信頼されていることの裏返しだろう」

「いえ、それは……ほかに捕ほ虜りよがいなかったから選択の余地がなかっただけかと」

「いくら選択の余地がなくても、信用できない者に、あのような親書を託したりはしないだろう。だいいち貴公は捕らえられたあと殺されなかったのだ。魔女どもは、貴公を生かしておく価値があると判断した。そういうことではないのか？」

「いえ……どうなんでしょう。たしかに魔女の中にはすぐに殺せと主張する者もおりましたが」

　ライバッハの脳のう裏りに、死んだ娘むすめによく似たユウキの顔が浮かんだが、彼は無理やりそれを追い払う。

「こいつを生かしておけば、後のち々のち、役に立つことがあるかもしれないと言って、ナーガという男が制してくれまして」

「それだ」

　リガヤが今度は大きく身を乗り出した。

「魔女どもを率ひきいる龍りゆう王おうの遣いとやらの噂うわさは我らのところにも入ってきている。ナーガというのが、その男なのだな!?」

「そうだと思います。魔女たちも、異界からやって来た龍王の御み遣つかいだと話していましたから」

「貴公は其そ奴やつとも話をしたんだな？　どんな男だった？　本物だと思ったか？」

「さて……どうでしょうか。わたしは判断するだけの材料を持ち合わせてはいませんが。ただ、これだけは言えるかと」

　ライバッハは窺うかがうような視線をリガヤに向けると、彼は頷うなずいて先を促うながした。

「少なくともこの辺りの出身者ではありませんね。本物の御遣いではなかったとしても、遠い異国から来た、あるいは遙か東の大陸から来た男……ではないかと思いました。その男はそれほど異い彩さいを放っていたのです」

「其そ奴やつが魔女どもを従えているのか」

「そういうわけでもないのです」

「なに？　どういうことか!?」

「ナーガという男はあくまで後見役だそうでして、魔女を率ひきいているのは二人の魔女長おさ、つまりハリガンとヴィータという魔女長だと言うのです」

「ふむぅ。そこもよくわからないな。もっとも、魔女に関してはわからないことだらけだから、それはおいておくとして」

　リガヤは正面からライバッハの顔を覗のぞき込んだ。

「そんなよくわからない魔女どものことをいちばん知っているのが、現状では貴き公こうなのだ、ライバッハ」

「あ、はい、まぁ……そうなりますかね」

「だからこそ貴公を雇やといたいのだ。軍の兵士としてではなく、魔女のことを直じかに見知っているおぬしの知識と経験を我が国のために役立ててはくれないだろうか」

（驚いたな。ナーガ様の読みどおりの展開になってきたぞ）

　改めてナーガの洞どう察さつ力りよくに驚き感心するライバッハだが、それを相手に知られるわけにはいかない。彼は敢あえて困った顔をして答えを出し渋った。

「はい、ですが……」

　ライバッハが迷っているのだと思ったリガヤは、

「俸ほう給きゆうは軍にいたときよりも弾むぞ？」

　と、半ば冗談、半ば本気の顔で言った。

「それはありがたいお話ですが。しかし具体的に自分は何をすればいいのでありますか？　魔女のことを見知っているといっても、それほど多くのことを知っているわけではありません。直接知っているのも、先ほどお話しした数人の魔女たちだけですし」

「魔女長の一人とナーガとやらを知っているなら、それで充分ではないか」

「そうで……しょうか」

「そうだとも。魔女長やナーガを見知っている貴公には、だから、我らと魔女どもとの繋つなぎ役を頼みたいのだ」

（来た！）

　リガヤの言葉は、まさにナーガが期待していたそれだ。ライバッハは躍り上がりたいのを必死で抑え、上目遣いにリガヤを見やった。

「それって、つまり……」

「そうだ。まずは我々が魔女どもに返書を送るとき、それをエインの砦とりでまで届けてほしい。魔女に信用されて親書を持たされた貴公なら、問もん答どう無用で殺されることもないだろう？　その後も魔女どもと連絡を取る必要が出てくるかもしれない。そのときは使者の役を頼みたいと思っている」

（ナーガ様の読みの深さ、鋭さ、正確さには、驚くのを通り越して呆あきれるしかないな）

　ライバッハは天を仰あおいで嘆たん息そくしてみせる。

「たしかに、その手の任務を熟こなすとなると、軍の俸ほう給きゆうじゃあ務つとめたくはないですね」

「わたし直属の補佐官という扱いにする。その立場なら、いろいろと便べん宜ぎを図れるだろう。軍の規程に拘かかわらず俸給を払えるしな」

（願ったとおりの展開だ。魔女とカサンドラ王国との繋つなぎ役として動ければ、双方の役に立てるし、ナーガ様の期待にも応えられる。人と魔女とが共に暮らせる新たな世界を創るというナーガ様の野望の一助になれる）

　まさに願ったり叶かなったりのリガヤの申し出だが、慌てて飛びついては怪しまれる。ライバッハは慎重に言葉を選びながら応えた。

「承知しました。自分もカサンドラ王国には随分と世話になりましたから、多少なりとも恩返しができるなら、少しくらいの危険は厭いといません」

「よく言ってくれた」

　リガヤとマグレイブ将軍は満足そうな顔で頷うなずいた。

「我らはこのあと国王様と善後策を練ることにする。明あ日すか明後日あさつてには返書を魔女どものところへ持っていってもらうことになるだろう。それまではゆっくりと寛くつろいで疲れを癒いやすがいい。貴き公こうには専属の秘書官と警護の兵を付けよう」

「ありがとうございます」

　と一礼しつつ、ライバッハは内心でこう思った。

（要するに俺おれが逃げ出さないように見張るわけだな。まぁいいさ。元より逃げ出す気などないからな）

　ここまでのリガヤの言動を見る限り、カサンドラ王国がエインの砦とりでに攻め寄せてくる虞おそれは低いと思える。

　とはいえ、彼らがいつ心変わりするかはわからない。もう一度、旧教会が旅団を送り込んでくれば、その圧力に抗しきれず、次は旅団と共に魔女を攻めるかもしれない。

　だが、王国の内部にいればその手の情報にもいち早く接することができるから、事態の急変にも対処できるはずだ。

（それに、だ。もしかすると、一人か二人くらい、旧知の奴やつを魔女の側へ誘えるかもしれないしな）

　それは、人の仲間を増やしたいと思うナーガに頼まれていることでもある。

　ライバッハはラルフレッドの顔を思い起こしていた。

（まぁ、あいつに限らず、魔女の味方となってくれる奴を探さないとな。やってやるさ。これが人と魔女とが共に暮らせる世界を創るための第一歩だ）

　ライバッハは、脳のう裏りに浮かんだナーガやハリガン、ヴィータに向かって誓った。

（魔女と王国の繋つなぎ役、見事に熟こなしてみせますよ）
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　ライバッハがリガヤの個人的な補佐官という立場に就ついてから四日後──。




　ライバッハはカサンドラ王国国王の返書を携たずさえてエインの砦とりでまで戻ってきた。国都へ向かったとき同様、単独行だった。誰かを付けようにも、兵も役人もみな恐こわがって尻込みし、リガヤとしても同行を命じるのは難しかったのである。

　ナーガは報告を聞くため、ライバッハを評ひよう定じようの間まへ迎え入れた。

　ハリガン、ヴィータ、アイス、レラなども床しよう几ぎを持ち出してきて半円形に並べ、ライバッハと相あい対たいした。




「首尾はどうだった、ライバッハ？」

「首尾は上々ですや、ナーガ様」

　ライバッハがそう応えると、同席していた魔女たちが顔を見合わせて頷うなずき合う。

「国王の側近にリガヤという人物がいるんですが、そいつが俺おれを補佐官に取り立ててくれまして、今後、俺はカサンドラ王国と皆さんの繋つなぎ役として動くことになりました」

「そうか。そいつはたしかに、首尾は上々、だな」

　と応えるナーガに向かってライバッハは頷いた。

「繋ぎ役を任されるのは、まぁ予定どおりと言えば予定どおりなんですが、そうなると、これまでのようにナーガ様や皆さんのお側そばで働くことはできなくなります」

「それは仕方がないわ。奴ど隷れい兵の訓練ができなくなるのは痛いが、おまえが繋ぎ役になるなら、それを補って余りある成果を獲えたと言えるからな」

「リガヤ殿の下したにいれば、何か新しい情報が王国に入ってきたとき、すぐに触れることができます。何しろ、あの人は国王の側近中の側近ですから。何か新しいことがわかったら皆さんにお知らせできるように取り計はからいますわ」

「そうしてくれ。こちらも、それが確実にできるよう手を打っておくか」

「はい？　どんな手を？」

「カサンドラ王国の幹かん部ぶは、魔女に囚とらわれていたというおまえの言い分を信じたようだ。返書を持たせたのを見ても、リガヤとやらが自分の補佐官に取り立てたのを見ても、それがわかる。なら、おまえの立場をもっと重要なものにしてしまえばいい」

「狙いはわかるが、具体的にはどうするのだ、ナーガ？」

　とハリガンが訊きいた。

「こちらから『ライバッハという男は信用できるから、定期的にカサンドラ王国と魔女の国を行き来してもらいたい』と申し出ればいいのさ。それでライバッハは、堂々とここを訪れることができるようになる」

「なるほど」

「今はまだ一人での往復だが、こいつの重要性が増せば、そのうち部下や警護の兵が付くようになる。そうなれば、魔女おまえたちとそいつらの交流も始まる。魔女が悪あつ辣らく非ひ道どうの存在ではないことを、少しずつカサンドラ王国に広め、浸透させていくいい契機となるだろう」

「遠えん大だいな話じゃな」

　ヴィータが些いささか皮肉っぽくそう言った。

「最初は少しずつでいいんだ。ある程度まで広まれば、あとは噂うわさや伝聞で一気に広まっていくものだからな」

「そういうものかのう」

　完全に納得したわけでもなさそうだが、ヴィータはそれ以上の異議を唱えることもしなかった。

「で。肝心の返書の中身はどうなのだ、レラ？」

　熱心に返書を読んでいたレラが、ハリガンに呼ばれて顔を上げた。

「まずノブナガ・マギカッラに関しては何も触れられていませ、ん。おそらくわざと無視しているのだと思いま、す」

「相変わらず現実を見ようとせん愚か者どもよな」

　蔑さげすむような口調でヴィータがそう言うと、

「まぁ、よいではないか」

　とハリガンが宥なだめた。

「そんな物は絶対に認めん！　と喚わめかれるよりはずっといい」

「それもそうじゃのう。もっと強い拒絶反応が出るかもしれんと危き惧ぐしておったが、無視する程度なら、こちらとしても不満のない分かれ……か？」

　ヴィータはそう言ってナーガの顔を見やった。

「そうだな。反対してこなかったのは、反対しようにもできない立場だということを自覚しているってことだろう。かといって認めるのも癪しやくだから敢あえて触れなかった……というところじゃないか？　そうやってちっぽけな自尊心を守っているんだよ」

「ナーガ様、なかなかキツい言い様をなさるわ」

「皮肉はいいから」

　とヴィータに釘くぎを刺しておいて、ナーガは顔をレラのほうへ向けた。

「ほかには何を言っている？」

　本当なら自分で読みたいところだが、生あい憎にくとナーガは、まだすらすらと文章を読めるほどにはこちらの言葉に習熟していない。話すときでも、意思疎通を確実にするには、まだレラの呪じゆ符ふが必要で、今も背中側、首のすぐ下にしっかりと貼ってある。こちらの主張を書き記す場合も相手の主張を読み取る場合も、こうして誰かをあいだに立てないとならず、それが少し間ま怠だるっこしいと思うナーガだった。

「我がほうに……我がほうというのはカサンドラ王国のことですが、我がほうに西さい果はての半島を任せるとして貴殿らはどこを目指すのかと訊きいています、ね」

　ナーガはにやりと笑った。

「連中としては、やはりそこが気になるんだな」

「我らがレンスールの街を目指していること、素直に教えるのか？」

「いや、そこは黙っておこう、ハリガン。無事にレンスールの街を支配できたら、そこで連中に教えてやればいい」

「だが、ここを空っぽ同然にしてレンスールの街へ行けば、連中が隙すきを狙って兵を出してこないか？」

「それについちゃ、あまり心配は要いらないと思うが」

　と答えてから、ナーガはライバッハのほうへ顔を向けた。

「元王国軍の兵であるおまえの目から見て、どうだ？　王国軍にはこちらを攻めるような余力はあると思うか？」

「現実問題として無理だと思うんですよ。なんといっても先の戦いくさで受けた損害が大きすぎますから。王国軍のことは戻って二、三日、外から見ただけですが、今は軍の立て直しで精一杯。この砦とりでを攻めることも、半島の他の国を攻めることも、不可能でしょう」

「だろうな。おれもそう睨にらんでいる」

「そもそも王国軍にはこの砦が空から同然だということを知る術すべがないわけですから」

　ナーガの目が、一瞬、光った。

（おまえがそれを伝えなければ、だがな）

　ナーガはその可能性を考えていないわけではない。

（とはいえ、こいつが俺おれのために働きたいと言ったあの言葉に嘘うそはない。魔女と人が共に暮らせる世界を創る手助けをしたいと言ったあの言葉に嘘はない。ライバッハに関しては心配することはない）

　人を見る自分の目を信じているナーガは、そう断じた。

（出自や身分など、どうでもいい。要は俺のために働く気があるかどうかだ。結果を出すだけの能力があるかどうかだ）

　ナーガはライバッハを信じているし、彼の能力も評価している。だから、エインの砦を空にしてもカサンドラ王国側に漏もれる虞おそれはないと思った。

「ってことだから、ハリガン、予定どおり手て筈はずを調ととのえてレンスールの街へ向かおう」

「わかった」

「ヴィータも、手配を進めてくれ」

「うむ、承知じゃ」

「さて、レラ、ほかに何かあるか？」

　レラは手にした羊よう皮ひ紙しに目を落とす。

「ほかにはどこを本拠地にするつもりなのか？　とあります、ね。もう黒い森には戻らないのか？　と、も」

「ははぁ、なるほど」

　ナーガはにやにやと笑った。

「連中は、魔女の国がどこに創られたのかを気にしてるようだな。けど、直接的に魔女の国の都はどこかとは訊ききたくない。それを訊いたら、魔ま女じよ国こくの建国を認めるようなものだからな。そこで遠回しに探りを入れてきたんだな」

「それで思い出した」

　とハリガンが膝ひざを打った。

「吾われもおぬしに訊きたいと思っていたのだ。ノブナガ・マギカッラの都はどこに置くつもりなのだ？　この砦とりでか？」

「いや、こんなちんけな砦を都とは言いたくはない。それでは魔女の国が取るに足りない規模だと自分で言うようなものだ」

「……ならば、どこを国都にするのだ？」

「当面はシュバイツ川の川沿いに新しい街を造るとでも言っておけばいいだろう」

　というナーガの言葉にハリガンやヴィータが目を見開き、レラやもアイスも驚きの顔を向けてきた。

「し、しかし、街を作ると言っても、あの川沿いには何もないぞ？　だいいち吾ら魔女は大がかりな土木工事などしたことがない」

　ハリガンがそう指摘しても、ナーガは平然としている。

「あくまで仮の都だから掘ほっ建たて小ご屋やでも建てて、周りを木もく柵さくか何かで囲っておけばいいんだよ。そのくらいならできるだろ？」

　ハリガンやヴィータが、今度は情けない顔になった。

「それではエインの砦よりみすぼらしくはないか？」

　とハリガンがジト目で言うと、ヴィータも怪け訝げんそうな顔で問うた。

「というより、それならエインの砦を仮の都としておけばいいのではないかや？」

「エインの砦を都にしたら、カサンドラ王国を刺激することになる」

「む……そうか。たしかにここを強化して規模を大きくすれば、連中の警戒心を呼び起こすやもしれんの」

「そうなんだよ。口ではこちらに進出しないと言いながら、その裏でエインの砦を強化したりすれば、密ひそかにこの王都を狙っているのではないのか？　と連中が疑うかもしれない。そんな疑ぎ心しんを持たれるのは、こちらにとっても不利益だ」

「なるほどの。相変わらず読みが深いの」

「それだけじゃない。シュバイツ川の近くに本拠地を構える利点もある。わかるか？」

　とナーガに訊きかれ、ハリガンとヴィータは顔を見合わせたが。

「いや、わからん」

「あんな場所に本拠を置いて、どんな利点があるのじゃ？」

「アイス、レラ、ライバッハ。おまえたちはどうだ？」

　ナーガの問いかけに眉まゆを顰ひそめて考え込む三人だが、結局、誰からもわかったという声は上がらなかった。

「川だよ。川その物が利点なんだ」

　ハリガンは、川が利点？　と呟つぶやいて怪け訝げんそうな表情になった。

「だから。船があれば簡単に下流と行き来ができるだろ。馬や徒歩でレンスールの街まで出ることを思えば雲うん泥でいの差だぞ」

「ああ！」

　ハリガンたちが目を見開いた。

「おまえたちは平気でレンスールまで走ってしまうんだろうが、おまえたち以外にも人が行き来するようになるんだからな」

「なるほどのう」

　すでにレンスールの街まで歩いたことのあるヴィータは、そのときのことを思い出しながら言った。

「あの川沿いの道は狭い上に荒れておったから、修復するとなると大がかりな工事が必要になる。人手も金もかかる。それよりは船を買ったほうが安上がりだし、楽だの」

「そういうことだ。遡そ航こうするのは簡単じゃないだろうが、シュバイツ川の下流はそれほど流れが急じゃない。船頭でも雇やとって漕こがせれば楽勝だ。たとえ途中までだとしても、荷を運ぶことを考えれば、馬や徒歩なんかよりずっと多くの荷を楽に運べる」

「なぁるほど」

　魔女たちもライバッハも、深く頷うなずき、感心の顔になった。

「それに、だ」

「まだ何かあるのか？」

　とハリガンが訊く。

「あるよ。おまえたちが暮らしていた黒い森、あそこでは、いろいろな特産品が採れるんだろう？　それをレンスールまで運ぼうとしたとき、川の近くに街……というか、実質的には集落だが、ともあれ都を置いておけば、特産品の集積地として機能するじゃないか」

「なるほど」

　とハリガンが感心すると、ヴィータは些いささか自じ嘲ちよう気味に笑った。

「先ほどから吾われらは、なるほどとしか言うておらんのう」

「こちらから物を運ぶだけじゃないぞ。レンスールの街で買い付けた物をカサンドラ王国へ運ぶときだって、まずは都に集めてから必要な分だけを運べばいいんだからな」

「なるほどのう」

　思わずそう言ってから、ヴィータは、ちっ、と舌打ちした。

「また言うてしもうたわ」

「そんなことで悔しがるなよ」

　と軽くツッコんでおいてから、ナーガは胸を張った。

「ってことでだ、シュバイツ川の近くに国都を造る。ここまではいいか？」

「しかし、ナーガ、木もく柵さくで囲い、ある程度の建物を建てるとなると、それはそれで大がかりな工事になる。木材だって大量に要いる。運ぶだけでも大変ではないか？」

「だからシュバイツ川なんだよ、ハリガン。あそこに堰せきを造ったときのことを思い出せ」

「……ああ！」

「そうだ。森で伐きり出した木材を川に放り込めば、川の流れが勝手に下流まで運んでいってくれたじゃないか」

「な、なるほど……吾もまた言ってしまったな」

　ハリガンは苦笑を浮かべるしかなかった。

「どうせ仮の都なんだ。寝泊まりができる掘ほっ建たて小ご屋やと倉庫群があればいい。奴ど隷れい兵を働かせれば、それほど大変じゃないだろう」

「都なのに掘っ建て小屋でいいのです、か？　余よ所そから商人たちが来たとき彼らの目に、見み窄すぼらしく映ると思うのです、が」

「かまわない。国都なんざ、領地が増えるにつれて遷うつしていけばいいんだ。レンスールの街を奪とれたなら、いずれそちらに遷すことになるだろうしな。だから簡単な造りでいい。後のち々のち、中継基地として活用できるくらいでいいんだ」

　ハリガンもヴィータも、アイスもレラも、小さくため息を吐ついて言った。

「なるほど」

　そして、言ってから互いに顔を見合わせ、揃そろって苦笑を浮かべた。

「ナーガよ」

「どうした、ハリガン？」

「おぬしのそういう知識や構想力は、いったいどこから来ているのだ？」

「なんだ、藪やぶから棒に？」

「いや、おぬしは若いのに、類たぐい希まれなる知識や構想力の持ち主だな、と思ってな」

「誉ほめても何も出ないぜ？」

「何かを貰もらおうとは思っておらんよ」

「そうだな。たぶん、元いた世界でずっと考えていたことなんだろう。今ここで、それを実現する機会に恵まれた……んだよ。少なくとも、国を富ませるには商あきないが大事だということはわかっている。兵を動かすには金がかかる。動かす部隊が大きくなればなるほど、大量の武器や防具、兵ひよう糧ろうが要いる。それを買い付けるだけの資金力が要る。農民からの租税だけじゃ賄まかなえない。人の行き来を盛んにして商人を呼び込む。そのためには道を整備し、税を簡かん素そ化する。そうすることによって人の往来が増え、大量の物資が運ばれる。人が集まれば市が立ち盛んに売買が行われる。そうやって街が富み、国が富んでいくんだ。国が豊かになれば、必然的に国は強くなる。ほかよりも多くの兵を養えるからな。兵力を増やすことが天下統一にとっては何より重要なことだ」

　そこまでを熱に浮かされたように一気に話したナーガは、少し照れたような顔になって言葉を切った。

「あくまで俺おれの考えだから、確実に上う手まくいくとは限らない。言ってみれば、俺の思考がそのとおりに実現するかどうかを実験するという意味合いもある。もしも失敗したら……そのときは許せや」

「吾われらには、その手の知識も構想力もない。すべておぬしに任せたのだ。失敗したときは吾らの責任でもある。だから」

　ハリガンはにっこりと笑った。

「気にするな」

「すまんな。だが、そう言ってもらえると肩の荷が軽くなるような気がするわ」

「おぬしの構想力を信じて吾らは動くとして。どういう手順で進めるのだ？」

「まずは踊りの訓練をする傍かたわら、シュバイツ川沿いに都を置く場所を選定し、森で適当な木を伐きり出してそこまで運ぶ。流れてきた木材を引き揚げ、都に選んだ場所を木もく柵さくで囲い、とりあえず寝泊まりができるだけの掘ほっ建たて小ご屋やを何棟か建てる。で、そこまで進めたら、いよいよ踊り子一座がレンスールの街に出向く。そんな感じかな」

「そうか。承知した」

「ナーガ様」

　とライバッハは手を挙あげた。

「なんだ？」

「俺はどのように動きましょうか？　リガヤ殿の補佐官になってしまったんで、都を造るお手伝いはできそうにないんですが」

　ナーガは腕組みして、う～む、と唸うなる。

「そうだな。できれば奴ど隷れい兵の指し揮きを執ってほしいところだが……魔女たちが国都造りを始めたようなので様子を見てくるとでも言って、しばらくこちらに来られないか？」

「なるほど……って、俺おれも言っちまいましたが。それならカサンドラ王国を離れる理由になりますな」

「カサンドラ王国としても、魔女がどういう国を創るのかは気になっているはずだ。その理由なら拒絶はしないだろうよ」

　ライバッハは力強く頷うなずいた。

「承知しました」

「よし。じゃあ、もう少し具体的な手順を詰めて、人の配置も決めておこう」




　その後ナーガを中心に、国都造りとレンスール攻略の具体的な手て筈はずが細かなところまで決められていった。
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　翌日にエインの砦とりでを出たナーガは、ハリガンやヴィータたちを引き連れてシュバイツ川まで出で張ばり、かつて戦場となった地点から少し下流に行った場所の右岸を国都にしようと見定めた。

　早速、国都造りのために魔女や奴ど隷れい兵が動員された。

　ユウキやクゥが中心となった伐採組が森まで戻り、川沿いで木を伐きり、丸太にして川に流した。

　国都造営地点の近くで待ち構えるノノエル以下が流れてきた丸太を引き揚げると、アイスや奴隷兵が丸太を山積みにした荷車を引いて造営地点まで運び、待ち構えていた奴隷兵が予あらかじめ用意された縄なわ張ばりに従って縦穴を掘り、運んだ丸太を立てていく。

　セレナの天てん眼げんとユウキの飛ひ空くう挺ていによって上空からの視点が確保されているから、ナーガは正確な縄張りが引けた。

　数日を経て、川沿いに丸太で周ぐるりを囲まれた場所が出現した。一辺が百ヤルド（およそ二百七十メートル）ほどの四角形の区域だ。川を見下ろす河岸段丘上に確保されているから見通しはいい。丸太は横木で補強され、それなりの木もく柵さくへと変へん貌ぼうする。森の側と下流側の二箇所に出入り口が造られた。

「万一、カサンドラ王国軍が兵を送って寄よ越こしても、防げるだけの拠点ができたな」

　木柵に囲まれた土地の中央に立って周りを見渡したナーガは、満足そうに頷いた。百や二百が相手なら、そして中に籠こもる者が魔女なら、撃退するのはさほど難しくないだろう。

（一千の兵で攻められたら保もたないだろうが、今のカサンドラ王国にはそれだけの余力はないはずだ）

　次は掘ほっ建たて小ご屋やを作ることになるが、それは時間がかかる。まずは寝泊まりするための天幕を張っておいて、ナーガはいよいよレンスールの街を攻略するための作戦を始めようと決断した。
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　踊り子一座の魔女は以下の者たちである。




　ハインドラ一族からはハリガン、アイス、レラ、クゥ、イクシーヌ、ノノエル、リンネ、リンナ、アルルカン、ディー、エレオノーザ、アイアイの十二名。

　スレイマーヤ一族からは、ヴィータ、エリュシオーネ、ドーラドーラ、リィリィ、ハイララ、エンデミオン、ジリオラ、パリュートの八名。

　これにナーガとエンスーヤを加えた総勢二十二名がナガネ一座の構成員だ。

　そのほか、護衛役として数名の奴ど隷れい兵を連れていくことにした。

　ルフォー一族の長おさ、エンスーヤは踊り子として加わるのではない。リンネ、リンナ姉妹による街中の調査を手助けするために加わっている。彼女は星読みとは別に、他の魔女の魔法を強化するという特殊な魔法が使える。五感を高めるという姉妹の魔法をエンスーヤの魔法で強化すれば、百ヤルド、いや二百ヤルド以上も先の囁ささやき声でも拾うことが可能になるというわけだ。政庁舎の外に立てば、中で働く役人たちの話し声を拾うことができるかもしれない。

　ということをヴィータに説明されたナーガは、エンスーヤに手伝ってくれないかと頼み込んだのである。

　意外なことに彼女は即答した。

「よいですよ。わたしも皆さんの行動には興きよう味み津しん々しんですから、こちらから同道をお願いしたいと思っていたところです。一緒に行ってお手伝いしましょう」

　こうしてエンスーヤの同行が決まった。




　居残り組の指し揮きを執るのはランジュである。彼女以外にも、人間が大勢いる街には行きたくないと言って居残りを志願したユウキのほか、セレナ、ミモーネ、サッハ、ジーニアス、ネネル、マァル、ヴィヴィアンたちが残ることになっている。

　リュリューシュも行きたいと言って騒いだのだが、アイスが許さなかった。

　にっこりと笑いながら、アイスはリュリューシュの両肩を掴つかんで腕に力を込めた。

「リュリューシュはお留守番ね？　わかった？」

「痛い痛い痛いアイス痛い肩の骨がくだけりゅぅぅ」

「お返事は？」

「わかったわかった留守番してます放してぇぇ」

「いい子ね」

　などということがあって、リュリューシュは泣く泣く──まぁ実際に泣いていたのだが──留守番組に回ったのである。




　ユウキの飛ひ空くう挺ていはカサンドラ王国の動きを探るために必要不可欠だったので、ナーガやハリガンとしてはユウキが残るのは歓迎だった。

　天てん眼げんで周囲を探れるセレナも見張りとしてエインの砦とりでに残しておきたかった。

　スレイマーヤ一族の居残り組は、ヒルデガルデ、ネネモル、エンデミオン、ジリオラ、ストゥーシャ、ジャナル、レインライン、ジュヌヴィエッブなどである。

　これらの魔女たちを、エインの砦、造営中の国都、黒い森の砦や本拠地などに配して、留守番組はナーガたちの戻りを待つことになった。




　造営中の国都に集結したナーガ以下二十二名と護衛役の奴ど隷れい兵は、居残り組の何人かとライバッハや奴隷兵の残りに見送られ、シュバイツ川沿いの荒れた小こ径みちをレンスールの街目指して北上していった。
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　ナーガたちは今回も「ナガネ一座」を名乗ることにし、用意した三台の馬車に分乗した。馬車に乗り切れない魔女は徒歩で進んだ。足腰が強きよう靱じんな魔女たちは徒歩でも問題なく馬車についてくる。ナーガは、当然、馬車に乗っていた。

　シュバイツ川は下流まで来るとかなり川幅が広がり流れも穏やかになる。馬の手た綱づなを操るイクシーヌの隣に座ったナーガは、見るともなしにシュバイツ川の流れを眺めていた。

「ねえ、ナーガさん」

　という呼びかけに、ナーガは顔を隣のイクシーヌに向けた。

　彼女は御ぎよ者しや台に乗っているから、もし人と出遭ったりすれば姿を見られる。ということでイクシーヌは、肌の露出の多い衣装の上に簡かん素そな羽織り物マンテラを羽織り、下は短い筒つつ袴ばかまを穿はいていた。

「べつにナーガさんの作戦を疑ってるわけじゃないけど、本当にこの人数でレンスールの街が奪とれるものなの？」

「街を治めているのは国王じゃないって話だが、それでも治めている奴やつらがいるわけだ。だから、そいつらを押さえてしまえば手に入れられるだろう」

「そんなものなのかな～」

「戦いくさでも、指し揮き官かんを討うち取ってしまえば兵は混乱し、まともに戦えなくなり、ばらばらに逃げ出すだろう？　それと同じようなものだ」

「だろう？　って当然のように言われてもなぁ。わたしたち、戦の経験が豊富じゃないし。というか、ナーガさんが来るまで人の軍と本格的に戦ったことなんかなかったし」

「だが、このあいだの戦いを見れば、俺おれの言ってることが出で鱈たら目めじゃないってのがわかるはずだ」

　イクシーヌは、ぶるぶると首を横に振った。

「もちろん出鱈目だとか嘘うそだとかは思ってないよ。ただ、なんというか……本当かなぁ、信じ切れないなぁっていうのが本音かな」

「そうかもしれないな。俺だって確信があるわけじゃないからな」

　というナーガの言葉に、イクシーヌは驚きの色を露あらわにする。

「え？　そうなの？　なんか意外。確信的な確信があるんだと思ってた」

「言い方が変だぞ」

　とナーガは苦笑しつつ言葉を継いだ。

「こうすればやれるだろうという方策が閃ひらめくから、それを様々な角度から検討して、他の方法よりも効果的だ、有効だと確認をするんだ。閃きをそのまま実行に移してるわけじゃないんだぞ。もっとも俺の閃きはほかの奴やつからすると理解できないモノらしくて、それで周りからはなかなか受うけ容いれられなかった……」

「それって、ナーガさんが元いた世界での話？」

「ん？　ああ、そう……なんだろうな」

「他ひ人と事ごとのような言い方だね」

「はっきりとした記憶がないからな。まぁ、他人事のようなものだ」

　イクシーヌが、くすっと笑った。

「ナーガさんて、剛ごう胆たんなのに細心で、緻ち密みつなのに大胆だよね」

「その言い方だと、俺が分裂してるみたいだな。たしかにそうかもしれないが」

「あれれ。認めちゃうの？」

「俺が分裂してるかどうかはさておいて。俺はおまえたち魔女には感謝しているんだ」

「え？　いきなりなんの話？　っていうか、感謝してるって話なら、むしろわたしたちのほうなんだけど。なんでナーガさんがわたしたちに感謝するの？」

「どこの馬の骨ともわからない俺の言葉を信じ、どれほどの能力があるかわからない俺に指揮を任せ、ただの馬鹿かもしれない俺の理想に共感して共に戦ってくれてるじゃないか。向こうの世界には、そんな奴はほとんどいなかった……気がするからな」

「あ、そうなんだ。ふぅん」

　イクシーヌは意外そうな顔になって隣のナーガに顔を向けた。

「わたしはナーガさんの世界のことなんか、これっぽっちも知らないけど、一つだけ言えるのは、ナーガさんの世界の奴やつらって見る目がないね……ってことだよね。少なくとも、わたしやハリ姉ねえやアイスやヴィータさんは、そしてほかのみんなも、ナーガさんのことは信じてる」

「イクシーヌ」

　ナーガは左手を挙あげ、イクシーヌのほうに向かって伸ばし、伸ばした左手で彼女の側頭部を掴つかむと、ぐいと自分のほうに引き寄せた。

「ななな。なに!?」

　急に抱き寄せられる恰かつ好こうになって、イクシーヌは大いに焦あせった。自分の顔が熱を持ち、赤く染まるのを自覚する。

「おまえは善いい奴だな」

「あぁあぁりがとうございますっっ？」

　イクシーヌの慌てぶりに、ナーガは笑いながら手を引っ込めた。

（あ、ちょっと残念）

　などと思う自分にさらに慌てたイクシーヌは、前から気になっていたことを、つい口に上のぼしてしまった。












「あの……ナーガさんて、元いた世界に恋人とか、いたの？」

（って、わたしは何を訊きいているのか──っ!?）

　盛大な自分ツッコミをしてしまうイクシーヌだった。

「どうだったかな。その辺に関してもあまり記憶がないんだが……たしか嫁がいたような気が……しないでもないような」

「え────っっ!?」

　イクシーヌが絶叫を放ったので、馬車の荷台の中からアイスが声をかけてきた。

「どうかしたの、イクシー？」

　幌ほろ越しに訊くアイスに、顔を背後に回したイクシーヌが答えた。

「なっ、なんでもありませぇん」

「じゃあ、あまり驚かせないでね」

「わかりましたぁ」

　それ以上、アイスの声はしなかった。

　イクシーヌは、ほう、と一つため息を吐つく。

「そんなに驚くとこか!?」

　怪け訝げんそうな顔を向けるナーガから顔を逸そらせたイクシーヌは、両肩を落とし、ぼそりと呟つぶやいた。

「まさかナーガさんが妻子持ちだったとは……ナーガさんが登場して以来の大衝撃」

「いやいや、さすがに子供はいないぞ。たぶん」

「妻がいるだけで一大事だよ。みんなもがっかりすると思うよ。とくにアイスとかレラとかレラとかアイスとか。あとクゥも」

「なんだ、そりゃ」

（うわ、自覚なし？　残念だったね、アイス、レラ。ってことは、まだみんな横一線……って、わたしは何を言っているんだろうっ!?）

　またもや盛大な自分ツッコミを繰り広げるイクシーヌだった。

（けど……ナーガさんのお嫁さんかぁ。いったいどんな女ひとなんだろうなぁ。う～ん、気になって夜も眠れないなぁ）

　などと思うイクシーヌだが、御ぎよ者しやとして夜通し馬車を操る必要があったから、ちょうどいい眠気覚ましにはなったかもしれない。
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　二日後の午後にレンスールの街に着いた一行は、着いて早々、役人に興こう行ぎようの申請を出しに行った。前回のナガネ一座のことを覚おぼえている者がいて、申請はあっさりと通った。

「じゃあ支し度たくをして、街の住民に告知をして。明あ日すの朝に一発目の興こう行ぎようを打つぞ」

　広場の一角に天幕を張り終えると、全員が踊り子用の衣装に着替え、ぞろぞろと街中に出て練り歩き、行き交う住民や旅人に声をかけて回った。

「明日の朝に興行を打ちま──す」

「見に来てね──」

　住民にも覚おぼえている者が何人もいて、彼らからは、

「待ってました！」

　と声がかかり拍手が湧いた。

　際きわどい衣装を観賞しようと踊り子のあとをついて歩く一団が現れ、早くも街中はナガネ一座の話題で持ちきりだ。ナーガたちは興行の成功を確信しつつ天幕まで戻ると、簡単な食事を済ませ、最後の練習をして、夜は早めに寝た。
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　翌早朝──。




　頭上には澄んだ青空が広がっている。快晴とまではいかないが、雨の心配をする必要はなさそうで、ナーガは安心した。

　魔女たちは急いで朝食を摂とり、着替えを済ませ、興行の準備を調ととのえる。準備といっても踊りを踊るのは街の辻つじなので、舞台の設営などは必要ない。やることといえば、踊り子組の衣装の点検と、お囃はや子し組の楽器の点検くらいだ。




「これでは緩すぎるぞ。少し体を動かせば外れてしまうではないか。もっときつく縛れ、アイス」

「こうですか、姉あね様さま？」

　アイスがハリガンの衣装──というか紐ひも──を引っ張って縛り上げた。

「おっ、おい、アイス、それはきつく締めすぎだ。痛い！」

「もう、姉様ったら。緩ければ文句を言い、きつければ文句を言い。少し我わが儘ままがすぎるのではありませんか？」

「おまえが馬鹿力すぎるからだろう。もっと上う手まく調整をしてだな……」

　などと、ハリガンがアイスに向かってぶちぶちと文句を言っていると、いきなりアイスは力任せに、えい！　と紐を引っ張った。

「んぎゃっ？　痛い痛い痛い、食い込む食い込む食い込むうっ」

　アイスが力を緩めると、ハリガンは目を吊つり上げて彼女を叱る。

「こら、アイス！　吾われの大事なところが壊れたらどうする気だ!?　もっと丁てい寧ねいにやれ！」

「ごめんなさい、姉あね様さま。わたし、馬鹿なので上う手まく力の加減ができないのです」

「こいつは……」

　などと、ハリガンとアイスのあいだで一ひと悶もん着ちやくがあったのだが、他の魔女は概おおむね問題なく準備が調ととのった。

　ナーガは出発する前にリンネとリンナ姉妹を呼んだ。

「二人は予定どおり、俺おれたちが興こう行ぎようを打っているあいだ、噂うわさ拾いを頼むぞ」

「「はい、ナーガさん」」

　リンネとリンナは、エンスーヤを伴って天幕を出ていった。

「じゃ、出発だ。みんな頼むぜ。踊って踊って踊りまくってくれ！」

　ナーガの号令で、一座は興行を打つ広場へ向かって移動していった。
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　ハリガンは魔女たちの先頭に立って踊った。ナーガの要求どおり、踊って踊って踊りまくった。仲間の魔女しかいない場所ではどれほど小さな衣装でも恥ずかしくないが、数十人もの人間の好奇の視線に晒さらされると、この衣装は恥ずかしさが段違いだ。それでもハリガンは、鈴なりになった大勢の見物人の好奇の視線に耐え、好色の視線を撥はね返し、縦たて横よこ二本の紐ひもを身に着けただけで踊りまくり、揺らしまくった。激しい踊りでも紐が外れないようにしっかり巻いて締めつけた分、少し食い込んでちょっと痛かったが、そんなことを感じさせないような笑顔で踊った。

　アイスも負けじとハリガンの横で踊ったので、それはもう凄すごい光景だった。

　クゥやドーラドーラ、エリュシオーネも加ると、それはもう凄い揺れだった。

　見物人の熱狂も凄すさまじかった。誰もが揺れに合わせて足を踏み鳴らし手を打ち鳴らした。

　一方、その向こうでは、ヴィータやケイ、ノノエル、リィリィなどという揺れない組が踊っていた。

　密ひそかに発動させたヴィータの魔法を利用して、大きく跳ちよう躍やくしたり宙返りしたりという、揺れる組にはできない動きで見物人の注意を引いた。躍動的なその動きに惹ひかれた見物客に加え、特殊な趣味や性癖を持つ見物客も集まり、揺れない組の踊りも大盛況だった。

　魔女たちが踊り、集まった見物人が熱狂してその踊りを見ているのをナーガは満足そうな顔で眺めていた。

　彼の満足そうな顔には二つの意味があった。

（大勢の見物人が集まり、その誰もが踊り子の踊りに魅せられ熱狂している。これなら、すぐに大評判となって街の支配者たちの耳に噂が届くだろう）

　という意味と。

（それにしても、ハリガンの奴やつ、頑張ってるな。恐ろしいほど揺れてるぞ。アイスの奴も負けてないし。クゥもエリュシオーネもドーラドーラも、まったくけしからんほど見事なおっぱいだな）

　という意味の二つだった。

　そんなナーガのことを、お囃はや子し組に回ったレラやイクシーヌが少し悔しそうな顔で見ていたことにナーガは気づいていない。
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　その日の夕食時、ナーガは街を歩いて回ってきたリンネとリンナから報告を受けた。




「とくにおかしな噂うわさは出ていません。わたしたちのことは噂になっていますが、あくまでそれは踊り子一座としての噂です。正体を怪しむような話はされていません」

　とリンネが言うと、リンナがあとを継いだ。

「街を治めている人たちへの恨み言とか不平不満もとくには聞きませんでした」

「なるほど。この街はよく治まっているってことだな」

「ただ……」

「ただ？　何か気になる話があったか？」

　瞬時、顔を見合わせた姉妹だが、すぐに顔を戻し、床しよう几ぎの上で上体を前傾させた。

「街のお店の主人やお客の中に、海かい賊ぞくのことを話題にしている人が多かったです」

「積み荷を海賊に奪われたとか船を沈められたとか、おかげで品薄だとか、値段が上がったとか、そういう話をしていました」

「なるほど、海賊な。貴重な品物を船で運ぼうとすれば、それを狙って海賊どもが寄ってくるのも当然だな」

「街でも海賊退治のための戦いくさ船ぶねを用意しているみたいですけど、なかなか掴つかまえることができないのだとか。役人の中には、ほとほと手を焼いている、と愚ぐ痴ちをこぼしている人もいました」

「そりゃ大変だな」

　というナーガの口調は、どこか他ひ人と事ごとっぽかった。

「俺おれたちがこの街を支配下に置いたら、なんらかの対策を立てなきゃいけないだろうが、それはまだ先の話だな。ほかに何かあるか？」

「いえ、ほかにはとくに」

「いちばん多い話題は、やっぱりナガネ一座に関してですね」

「だとすれば、あと二、三日も踊れば、街の支配者の耳に噂うわさが届きそうだな」

　そう言ってナーガは上機嫌で笑った。

「じゃ、二人とも、明あ日すも頼むわ」

「はい、ナーガさん」

「頑張ります」

　ナーガは、リンネ、リンナ姉妹の後ろにひっそりと控えている魔女にも声をかけた。

「エンヤもよろしくな」

　いきなり名を呼ばれ、エンスーヤは少し驚いたような顔を向けてきた。

「あ、はい、やらせていただきます」

「今日は早めに寝て、英気を養っておいてくれ。三人とも、ご苦労さん」

　とナーガに労ねぎらわれ、リンナとリンネは少し嬉うれしそうに、エンスーヤは少し不思議そうにナーガの下もとを辞したのだった。
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　ナガネ一座は三日間に亘わたって興こう行ぎようを打ち続けた。

　その間、魔女たちは一生懸命に踊り続け、揺らし続けた。

　そのかいあって、ナーガの読みどおり一座の興行は大評判を取った。

　興業を始めてから三日目に、街を代表する商人たちの寄合から踊りを披ひ露ろうするようにという要請があった。提示された金額は破格の値段で、さすがに大商人の寄合だといってよかった。

　その日の夜、街に幾つかある広場の一つに張った大きな天幕の中で、ハリガンは緊張感に溢あふれる声を出した。

「明後日あさつてか。いよいよだな」

「ああ、いよいよだ。明日は興行は休んでお披ひ露ろ目めの演目の練習を行うことにしたから、明日一日を利用して乗っ取り作戦の最終確認を行おう」

　そう言って、ナーガが天幕内に居並ぶ魔女たちの顔を見回すと、誰もが緊張の色を顔に浮かべて頷うなずいた。

「護衛は連れていかないことになってるから、連中は何も警戒していないだろう」

　今回、ナーガは奴ど隷れい兵の中から信頼が置け、腕の立つ屈強な若者を五名連れてきている。さすがに二十人もの踊り子を連れた一座が護衛もなしに旅をしているという設定は無理があるという判断からだ。

　先方とは、その護衛を連れていかないことで話がついた。相手を油断させる意味合いと、元々がレンスールの街で購入した奴隷だ、誰か見知っている者がいないとも限らないので、それを避けたのだ。

「そしておまえたちの踊りは大評判になっているから、踊りを間近で見ようと、街を代表する商人たちは、ほぼ全員が集まってくるだろう」

「そこを一いち網もう打だ尽じん、というわけじゃな」

　と言ってヴィータがにんまりと笑った。

「ああ。気をつけるのは、死人、怪け我が人にんを出さないようにすることだけだ」

「吾われの奏かなでの軽けい重ちようを発動させれば誰も動けんようになるからそれは可能じゃが、その場合、こちらもほとんどの者が動けんようになるからの。影響を受けてもなんとか動けるだろうアイスが頼みの綱ということになる。あとは、そうよな、入いれ墨ずみや縄なわなら動かせるイクシーヌやクゥの働きにも期待しておくか」

　というヴィータの言葉をナーガが引き取った。

「それにヴィータの魔法はある程度まで効果を調節できるわけだから、軽めにかけてもらえば問題ない。それなら、人間は身動きが取れなくても、おまえたちならなんとか動けるだろうしな。軽めにかけて、人が動けなくなったところで、イクシーヌやクゥが入れ墨や縄を放って大商人を押さえ込み、警備の兵はアイスが投と網あみを投げて絡め取る。他の魔女はヴィータの魔法の効果範囲外へ逃げ、効果範囲外にいる兵や見物人を取り押さえる。そういう流れだな」

　ナーガの言葉に、全員が頷うなずいた。

　さらに細かいところの確認に入り、質疑応答があって、作戦の微調整が図られ、打合せが終わったのは、もう日付が変わる頃だった。




　けれど、その作戦が実行に移されることはなかった。

　その日の夜中、ナーガたちにとって、あまりにも想定外の事件が起きたからである。
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　最初に異変に気づいたのはリンネとリンナだった。

　五感を増すことのできる双子の姉妹は、天幕の中にいても魔法を行使していたのである。魔力全開だと消耗が激しくなるので抑えめにではあったが、天幕を張った広場が港に近かったのが幸いして異変を感知することができた。

「リンナ！」

「うん、お姉ちゃん」

　皆が寝る支し度たくをしているあいだも周囲を探っていた二人は、はっとして振り返る。

「どうした、リンネ、リンナ!?」

　二人の様子に気づいたハリガンが訊きいてきた。

「何か物音が」

「港のほうです」

「なに？」

　それはおかしいとハリガンは思った。

（こんな真夜中に船が出入りするはずもなし。荷の積み込みや積み卸おろしの作業が行われるはずもなし。どういうことだ？）

「確かめてくれ」

　とハリガンに言われ、姉妹は聞こえてきた音の正体を探ろうとして、魔力を最大限まで高める。

「「聞きこよ、徽き、来こよ。伝えよ、通つ、堪たえよ。探る者、査さ、来くる者、漏もらさず盛らせ、響かせ比ひ々び課かせ。届かせよ徒と途ど枷かせよ十と度ど科かせよ」」

　姉妹の瞳ひとみの色が変わった。

「沖合に……」

「船がいます。近づいて……」

「人が大勢……」

「乗っている……」

「港のほうにも小舟が……」

　二人の言葉を聞いてハリガンやヴィータが首を捻ひねった。

「どういうことだ？」

「こんな夜中に商船団じゃと？」

　他の魔女たちも怪け訝げんそうな顔で姉妹を見やっている。

「ハリガン、とりあえずナーガを呼んできたらどうじゃ？」

　というヴィータの提案にハリガンは、そうだな、と頷うなずいた。

「アイス！　急いでナーガを呼んできてくれぬか」

「はい、姉あね様さま」

　さすがに座長が踊り子たちに混じって寝るというのはおかしな話だから、ナーガは奴ど隷れい兵たちが寝泊まりする天幕のほうにいる。

　アイスは急いで天幕から駆け出していった。





　２






　待つほどもなく、アイスに呼ばれたナーガが天幕に駆け込んできた。いつもの服のままだったから、まだ寝ようとはしていなかったのだろう。

「詳しく話を聞かせてくれ！」

　駆け込んでくるなり、ナーガは一直線にリンネ、リンナのところへ向かった。

「あ、あの、ですね」

　二人はナーガの勢いに圧おされるように上体を引く。

「海から港に船団が近づいてくるような気配がして」

「すでに小舟が港に入っていて、数人が上陸したような気配が。それで、人が入り乱れるような音がして、すぐに静かになって」

「誰かを見にやらせるか？」

　とハリガンが言うと。

「そうだな、いや、しかし」

　瞬時、考える素振りを見せたナーガだが、すぐに顔を上げた。

「ハリガン。ヴィータ。夜中に商船が入港することなど、ないんだな!?」

「吾われはこの街の決まりなどよく知らんので、はっきりとは言えんが。というより、この街以外のこともよく知らんが……ないように思うぞ」

　そう答えてハリガンはヴィータを見やった。

「ふつうはあり得んじゃろうな。嵐に追われて逃げ込んできたというならともかく、今日みたいな風もない日の、しかもこんな夜中に無理やり港に入るのは、危険ばかり大きくて意味がないじゃろ。どうせ荷下ろし作業も朝にならんとできんのじゃからな。沖合に停泊して、夜が明けたら港に入ってくる……はずじゃ」

「なら、そいつらは」

　ナーガは周りの魔女を見回して低い声で言った。

「リンネとリンナが街で拾った噂うわさにあった海かい賊ぞくじゃないか？」

「な!?」

　ハリガンは目を見開いたがヴィータは頷うなずいた。

「なるほど、あり得るの」

　顔を巡らせたナーガは、リンネとリンナに小声で訊きく。

「船の数はわかるか？」

　二人は顔を顰しかめて耳に意識を集中させたが、やがて力なく首を横に振った。

「駄目です。そこまでは」

「港まで近づけば、もっと詳しいことがわかると思いますけど」

「待って。わたしが手伝う」

　と言ってエンスーヤが進み出てきた。

「そうか。あんた、魔力を高めることができる……んだったな」

　小さく頷いたエンスーヤがリンネとリンナの背中に左右の掌てのひらを押し当てて呪文を紡ぐと、彼女の両手が薄ぼんやりと白く光った。

「どうかな？」

「明めい瞭りようになりました」

「舳へ先さきが波を立てる音も聞こえます」

　姉妹は目を閉じ、ひたすら聞こえてくる音に集中する。

「五隻せき……でしょうか」

「一隻当たり五、六十人ほど乗っているみたいです」

　ハリガンは呻うめくような声を漏もらす。

「なんだと!?　全部で二百五十から三百もいるのか。海かい賊ぞくだとすると、随分と大がかりな海賊だ。しかも港にまで入って来るとは……大胆不敵だな」

「舵かじ取とりに指示を送る声が」

「抜ばつ刀とうしました！」

「手当たり次第に斬れと。倉庫の荷を奪えと、そう言っています」

　息を潜めて姉妹の発する言葉に聞き入っていた魔女たちが一斉にナーガに顔を向けると、彼は重々しく頷いた。

「間違いない、海賊だ。ということは……港に入った小舟は海賊の物見隊ということか？　倉庫の辺りにいた見回りの兵を殺やったな」

　ナーガの言葉に魔女たちが目を瞠みはる。

「どうするのじゃ、ナーガ!?　海賊が港の倉庫を襲うなどという事件が起きてしまっては、吾われら一座の招待が取り消されるじゃろう!?」

「そうよな。街の側が海賊を撃退できるにせよできないにせよ、このままでは吾らの策が空くうを切ることになるぞ」

　事前に立てた作戦が空振りに終わりそうな展開になり、ヴィータもハリガンも少しばかり焦あせり気味だ。

　しかしナーガは、立ったまま鋭い目で宙を睨にらんで何も応えない。

（どうする？　たしかにこのままでは、街の有力者どもからの招待は……少なくとも延期される。最悪の場合は取り消しだ。日を改めるか？　別の機会を探るか？　いや、そんな悠ゆう長ちようなことは……）

　ナーガは様々な可能性を検討し、取しゆ捨しや選せん択たくしていった。

　そうして一つの結論を得た。

（そうだ。目的はなんであれ、俺おれたちが街の有力者どもの前に揃そろって顔を出せればいいんじゃねえか。べつに踊りの披ひ露ろうに限らない。だったら）

　ナーガは決断した。

　予想外の事態にも即座に対応した。

　この臨りん機き応おう変へんさも彼の大きな特長だ。

　ナーガはゆっくりと顔を戻し、自分の答えを待っているハリガンやヴィータを見た。
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「俺たちで海かい賊ぞくを退治しよう」
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「なんじゃと!?」

「本気か!?」

「俺が冗談でこんなことを言うと思うか？」

　ハリガンは気け圧おされたように頭を引いた。

「い、いや、思わん」

　ナーガは、にやりと笑った。

「ってことは本気だってことだ」

「しかし」

「海賊を撃退すれば、街の有力者から褒ほう美びをもらえるだろうよ」

「おお！」

「なるほど！」

「途中経過は違っても、結果は同じだ。むしろ感謝される分、やり易やすくなる」

「たしかに」

「とはいえ、おまえたちが魔女だということが事前に知られると不ま味ずい。警備の兵が駆けつけてくる前にカタをつけるぞ。みんな急いで戦いくさ支じ度たくをしろ！」

「わかった」

　ハリガンが立ち上がり。

　ヴィータが続いた。

　アイスが立ち、レラが立ち。

　周りにいた魔女たちが次々と立ち上がると、矢や継つぎ早ばやにナーガから指示が飛んだ。




「魔女の衣装の奴やつはそのままでいい。どうせ踊り子の衣装とそう違わないからな」

「逆に踊り子の衣装の奴で魔女の衣装でないと不ま味ずい者は急いで着替えろ」

「念のため盾を持っていけ」

「リンナとリンネは引き続き海かい賊ぞくの様子を探れ」

「エリュシオーネはマンテラを持参して、途中に何枚か仕込んでおけ」

「アルルカン、街にいる野犬を呼び寄せろ」




　自分の体に巻いた縄なわがないと戦えないクゥなどは、急いで天幕の隅すみへ移動し、踊り子の衣装を脱ぎ捨た。向こうにいるナーガが気になったので、ちらっと彼の様子を探ったが、衣装を脱ごうとする自分のほうを見向きもしていなかった。

（今日のナーガさん、少し恐こわい）

　いつもと雰囲気が一変したナーガにちらちらと視線を向けながら、クゥは裸の体に愛用の縄を巻き付けていった。

　呪符を体に貼っておかないと魔法の効果が落ちるレラも、まず踊り子の衣装を脱いで裸になり、肌のあちこちに何枚もの呪符を貼っていく。

（ナーガさんがいるところで着替えるのが少し気になります、が……でもこちらを見ようともしないで、すね。いつもと雰囲気が違い、ま、す）

　衣装を着る手間を惜しんだレラは、体中に呪符を貼っただけで戻ってきた。

　この恰かつ好こうだと、使う呪符が増えれば増えるほど裸に近づいてしまうが、悠ゆう長ちように着替えている場合ではないと割り切った。

（最低三枚残せばまぁなんと、か）

　その姿をナーガに見られるのはかなり恥ずかしい気もするが、そこまで使うこともないはずだから大丈夫、と自分に言い聞かせる。




「アイス、礫つぶての代わりになる物はあるか？」

　とナーガに訊きかれ、アイスが戸惑った顔で天幕内を見渡した。

「えぇと……固めの果実なら籠かごに入っていますけど。あと、市場で買った貝があります。でも、そのくらいしか」

「今から石を拾ってる時間はない。それを持っていけ」

「わかりました」

「ハリガン、準備はどうだ？」

「おう。吾わが娘むすめらはもう出られるぞ！」

「ヴィータは？」

「こちらも準備完了じゃ！」

「迎げい撃げき戦の主力はハリガンにケイ、アイス、イクシーヌ、クゥ、ノノエル辺りだな。ハリガンやケイ、クゥ、ノノエルなら剣や矢も平気だろうが、ほかの者は盾を忘れるな」

「相手が海かい賊ぞくなら、殺してしまってもかまわんのだな、ナーガ？」

「ああ、かまわんぞ、ハリガン」

「聞いたな？　みな手加減する必要はないぞ」

「はい、姉あね様さま。思いきり殴ります」

　アイスが腕をぐるぐると回すと、ケイが嫌いやそうに顔を歪ゆがめる。

「うわぁ、海賊たちの体、肉片になっちゃうよ。アイスの近くで戦いたくないなぁ」

「まぁ、ケイちゃんたら。わたし、そんな馬鹿力ではないわよ？　わたしのことを馬鹿力呼ばわりだなんて、少し酷ひどくないかしら」

「だだだ誰もそんなこと言ってないんだけどっ！」

「ケイ、奴ど隷れい兵を呼んできてくれ」

「あ、わかった」

　魔女たちの中ではケイが比較的奴隷兵と親しいので、ナーガは彼女にその役目を振ったのだが、アイスに迫られていたケイは、助かったという顔で手を挙あげた。

　ケイが天幕から飛び出していくと、ナーガは手にしていた刀を左腰に差した。

「よし、出陣だ！　おまえたち魔女の強さを海賊どもに見せつけてやれ！」

「おお──っ！」

　魔女たちから威い勢せいのいい喊かん声せいが上がった。
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　奴隷兵の五人が寝泊まりしている天幕に顔を出したケイは、

「みんな、今から海賊を迎え撃つから、剣を持ってこっちに来て！　でもって、ナーガさんの指示に従って！」

　と叫んだ。

　五人は少し驚いた顔をしたが、いずれもがナーガに心服している者ばかりだ。ナーガの命令なら従うだけだと、五人は即座に反応した。

　剣を手にした五人を引き連れてケイが広場に出ると、すでにナーガと魔女たちは勢せい揃ぞろいしていた。

　ナーガは腰の刀に手をかけたままリンネに訊きいた。

「海かい賊ぞく船が向かっているのが港のどの辺りかわかるか？」

「おおよそは」

「よし、そこへ走るぞ！」

　ナーガは左腰の刀を抜き放ち、天に向かって掲げた。

「ここは俺おれたちの街じゃないが、いずれ俺たちの拠点となる大事な街だ。気合いを入れて守れ！」

　ナーガの叱しつ咤た激励に応え、魔女たちも手を挙あげて叫んだ。

「おお──っ！」

「リンネ、リンナ、先導してくれ！」

「あっちです」

　夜の闇やみに包まれた街路をリンネ、リンナ姉妹が走り出し。

　そのあとを追って奴ど隷れい兵を引き連れたナーガと、ハリガン、ヴィータ、アイスが続き。

　さらに魔女たちが一団となって駆け抜けていった。
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　ナーガたちが岸壁までやって来ると、ちょうど大きなガレー船が夜の闇の中を滑るように港へ入ってくるところだった。

　倉庫の陰からそっと身を乗り出すと、月光に照らし出された大きなガレー船から下ろされた何艘そうもの小舟が埠ふ頭とうに向けて漕こぎ寄せてくるのが見えた。すでに上陸した者もいるらしく、何人かの人影が岸壁上に見えた。

「アイス、あの連中を打ち倒せ」

「はい！」

「イクシーヌ、入いれ墨ずみはあそこまで届くか」

「たぶん行けます」

「なら、アイスが投げているあいだに忍び寄らせろ」

　イクシーヌはこくりと頷うなずいて、口の中で密やかに呪文を紡ぎ始めた。

　アイスは持ってきた籠かごから果実を取り出し、大きく振りかぶる。

「投げます」

　直後に、空気を切り裂く音を残して果実が飛んでいった。

「うげっっ」

　果実は一直線に飛んで、岸壁上に固まって立っていた人影の一つに命中し、そいつは腹を押さえ、低く呻うめいて頽くずおれた。

　カサンドラ王国軍や八はち八はち旅団との戦闘を経験したおかげで、アイスは投とう擲てきの命中精度を大きく上げていた。今では二十ヤルドくらい（およそ五十メートルと少し）の距離なら、百発百中とはいかないまでも、かなりの確率で当てられるようになっている。

　経験を積んで魔法の威力を高めているのはアイスだけではない。他の魔女たちも戦いの経験を積み、威力や効果を高めるだけでなく、効率的な魔法の使い方を学んでいた。今回の戦いでは、その経験が生きることとなった。




「な、なんだ？」

　仲間の一人がいきなり倒れたにも拘かかわらず、何が起きたかわからないまま、残りの者が怪け訝げんそうな顔で周囲を見回している。するとまた一つ、暗がりから何かが飛んできて別の一人の頭に命中した。男は悲鳴も上げずにその場に昏こん倒とうする。

「なっなんだ、こりゃ!?」

　男に当たって足下に落ちた物を覗のぞき込んだ別の一人が素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「なんかの果実だ？　なんでこんな物が？」

　明らかに自分たちを狙っているのに、飛んできた物が果実だったことが彼らの危機感を薄めた。残りの四人が首を捻ひねったり不審そうに周りの暗がりを見ているが、暗がりの中を這はい寄ってくるイクシーヌの入いれ墨ずみに気づいた者はいなかった。

　気がつけば、四人とも首を何かに絞められていた。

「ぐっ……なんだ、これは……」

「あがっっ」

「……どういうことだ……」

「く……苦し……」

　四人は必死で喉のどを掻かき毟むしったが、そんなことでイクシーヌの入れ墨を取り去ることができるはずもなく、ばたばたと倒れ込んでいく。

　すかさずアイスとクゥが駆け寄っていって、倒れた六名を担ぎ上げ──アイスが両肩に二人、クゥが縄なわで四人を持ち上げた──急いで戻ってきた。

（軽々と二人を担ぐアイスも凄すごいが、四人同時に持ち上げるクゥも凄いな。とりあえず、先遣隊は始末できたが）

　月明かりを受けて煌きらめく港の海面をナーガが見やると、五、六艘そうの小舟が埠ふ頭とう間近まで迫ってきているのが見えた。

（あいつらが上陸して、こちらに対する備えを施してしまうと厄やつ介かいだな。どうするか）

　考えていたナーガのところへ、アイスとクゥが気絶した海かい賊ぞくを運んできた。

　石畳の上に転がされた海賊を見下ろし、ケイがナーガに訊きいてきた。

「こいつら、どうする？　殺しちゃう？」

　それでナーガは我に返る。

「いや……そこまで荒あら事ごとにしなくてもいいだろ。街の連中があとで尋じん問もんしたいだろうしな。縛って猿さる轡ぐつわ噛かませて、その辺に転がしておけばいい」

「わかった」

　ケイやクゥ、イクシーヌで男たちを縛り上げ、猿轡を噛ませた。

「次が来るぞ、隠れてろ」

　ナーガたちは岸壁近くに建ち並んでいる煉れん瓦が造りの倉庫の陰に身を隠したまま、漕こぎ寄せてきた小舟から海賊たちが上陸するのを息を潜めて見守った。

　わらわらと波は止と場ばに上がった海賊たちは、ガレー船と繋つながっている太い縄なわを抱えている。彼らは係留用の突起に縄を結んだ。船の乗員が思い切り引っ張ると縄は真まっ直すぐに伸び、舳へ先さきと埠ふ頭とうとを斜めに結んだ。

「よし、行け！」

　甲板上で号令がかかり、海賊たちはピンと張られた縄を伝って次々に滑り降りてきた。

　上陸した海賊たちは弓矢を背負い、剣を吊つるしているのが遠目にもわかる。

「手足を縄に絡めて空中を伝ってくるなんて、軽かる業わざ師しのようだな」

　とナーガが感想を口にすると、その声にハリガンが応じた。

「声も立てず、統率も乱れない。夜中にも拘かかわらず、へまをする奴やつもいない。ずいぶんと手慣れた連中だ」

　上陸した海賊たちの一部は小舟で運んできた荷を揚げ、一部は倉庫群へと向かい、残りの一部は周囲を警戒するように散会した。

（見事な用兵じゃねえか。連中、かなり場慣れしてやがるな。だが運が悪かった。こちらには一騎当千の魔女が何人もいるんだよ）

　暗くら闇やみの中、ナーガは凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。

　月明かりだけでも作業に差し障さわりは出ないらしく、海賊たちは松明たいまつに火を点つけようともしない。

　幾つかの倉庫の扉が開けられたようだ。

　ナーガや魔女たちが潜んでいる倉庫のほうにも数人の海賊が向かってきた。

（接岸した船はまだ一隻せきだが、五隻とも接岸してしまうと、さすがに不ま味ずい。多勢に無勢とならないうちにやってしまうか。一隻あたりに五、六十人なら、あの一隻であれば問題はない。素早く襲い、奴らに立て直す暇ひまを与えないのが肝心だ）

　ナーガは抜ばつ刀とうした刀を右手に提さげ、静かに立ち上がった。

　それを見て、周りの魔女や奴ど隷れい兵も次々に立ち上がる。

「行くぞ。一人も逃がすな」

　ナーガは興奮も緊張も感じさせない抑えた口調でそう言うや、こちらに向かって近づいてくる数人の海かい賊ぞくめがけて駆け出した。

「ナーガに遅れるな！」

「臆おくするなよ、吾わが娘むすめども！」

　ハリガンとヴィータも飛び出し。

「行くわよ、ケイ、クゥ、イクシー、ノノ！」

　全身に魔力を漲みなぎらせたアイスが凄すさまじい速さで突進した。

　アイスはあっという間にハリガンやヴィータ、奴隷兵やナーガを追い抜いて、いちばん手前にいた海賊に体当たりした。

　突進してきたアイスの速度が速すぎて、海賊たちはまったく対応が取れなかった。彼らにしたら、突然、黒い旋つむじ風かぜに襲われたとしか思えなかっただろう。悲鳴を上げることさえなく吹っ飛んだ海賊は高々と宙を舞い、受け身も取れないまま頭から地上に落下した。

　落ちた海賊はぴくりとも動かなかった。首や手足が変な方向に捻ねじれている。

（まさに人間破は城じよう槌ついだな、アイスは）

　アイスの戦いぶりに感心しながら駆け寄ったナーガが手近にいた海賊の頭めがけて刀を振り下ろすと、海賊の頭とう蓋がいは綺き麗れいに断ち割られた。

　今度はアイスが驚く番だった。

（なんていう切れ味。ナーガさんのあの武器、カタナは、わたしたちが知っている剣とは別物ですね）

　驚き感心すると同時に、負けていられないという闘とう志しがアイスの体に湧き上がる。

　アイスの全身の筋肉が膨ふくれ上がる。

　彼女が思い切り腕を振ると拳が凄まじい速度で空気を切り裂いた。

　アイスの拳を顔面に食らった海賊が、一人、また一人と吹っ飛んでいく。ケイのように硬くはないが、魔法で肉体を強化しているアイスの拳は相手の顎あごの骨を砕くくらい朝飯前だった。

　悲鳴を上げる間もなく宙を飛んだ四人の海賊が地面に叩たたきつけられた。それでナーガたちのほうへやって来た海賊は全滅した。みな顎の骨が砕けたために上う手まく声が出せないようで、仲間に危き急きゆうを報しらせることもできなかった。

　血振りをして刀に付いた血を払ったナーガは、半ば呆あきれたような顔でアイスを見やる。

（経験を積めば、アイスは権ごん六ろく並みの猛もう将しようになるんじゃないか……いや、権六って誰だ？）

　脳のう裏りに浮かんだ名前に思わず首を捻ひねるナーガだったが、すぐにそんな場合ではないのを思い出す。

　アイスやナーガを追い越して、ケイやクゥ、イクシーヌが前方へ走っていった。

「行くぞ！　遅れるな！」

　ナーガは控えている魔女たちに向かって、手にした刀を掲げ、前進の合図を送る。

　後続部隊の先頭を走るナーガに、アイスが並びかける。

　前方では、すでにケイやクゥ、イクシーヌが、別の倉庫の扉を開けようとしていた海かい賊ぞくに襲いかかっていた。さすがに海賊たちも何者かに襲撃されていることに気がつき、次々と船からおりてくる仲間に対して大声で異変を報しらせた。

「敵だ！」

「攻撃されてるぞ！」

「敵だ敵っ！」

　仲間からは驚きの声が返ってきた。

「なんだとっっ!?」

「警備の兵か!?」

「見回りは倒したんじゃないのか!?」

「この時間はほかに見回りはいないはずだが!?」

「っていうか、先に上陸した奴やつらは何してるんだ！」

「いいから早く来いぎゃっっ」

　魔法で体を硬化させたケイが海賊の中に躍り込み、手近にいた海賊の顔面に硬い拳を叩たたき込む。アイスのような膂りよ力りよくはないが、彼女の拳は金属に匹敵するほど硬いのだ。殴られた海賊は顎あごの骨を砕かれ、その場に叩きつけられた。

「一丁上がり──っ！」

　ケイの体が月の光を受けて銀色に煌きらめいたが、周りにいた海賊たちでその意味に気づいた者は誰もいなかった。

「野郎──っ」

　手近の海賊二人が怒りの形ぎよう相そうで剣を振り上げ、同時にケイに向かって振り下ろす。速く威力のある斬ざん撃げきだった。背後から斬りかかられたケイは、その斬撃を避よけられない。

　だが。

　カキィィン、カキィィン。

　人を斬ったとは思えない甲高い金属音を上げて二本の剣は二つに折れた。ケイは避けられなかったのではなく、避けなかったのだ。今のケイなら、剣で斬られたくらいで傷つくことはない。

「なぁあぁっ？」

　刀身が三分の二ほど消えてなくなった剣を二人の海賊が呆ぼう然ぜんと見下ろしていると、月の光を受けた何かが眼前で煌めいた。それが相手の拳だということに気づくのと海賊の意識が飛ぶのとが、ほぼ同時だった。

「ぎゃぶっ」

「ぐぎゃっ」

　海かい賊ぞくは情けない悲鳴を上げて背中から石造りの波は止と場ばに落ち、後頭部を強したたかに打ちつけ、身動きを止めた。

「へへ──ん、二丁上がり──っと！」

　ケイが自じ慢まんそうに右腕を左手で叩たたいて周りを見ると、すでに周囲ではクゥの縄なわに絡め取られたり、イクシーヌの入いれ墨ずみに絞め落とされたりした海賊が、ごろごろと波止場の上に転がっていた。

「くそぉ、あいつら同時に何人も攻撃できるから乱戦になると有利だな。負けちゃいられないっ！」

　新たな敵を求めてケイが周囲を見渡すと、少し先で魔女と海賊とが入り乱れての乱戦となっているのが見えた。ケイはそちらに向かって突進する。

　乱戦の輪の外にはナーガがいて、魔女たちに盛んに指示を出していた。

「ノノエル、おまえは水の槍やりを手前側の船に撃ち込め。喫きつ水すい線せんの辺りだ。穴が開けば浸水して船は逃げられなくなる」

「はい、です！」

「レラ、おまえは呪符を燃やして連中の姿を照らし出せ。暗くら闇やみに紛れて背後に回り込まれたりすると厄やつ介かいだ」

「敵船から見えてしまいますけ、ど」

「かまわない。むしろ街の兵が待ち構えていて迎げい撃げきしてきたと思わせられれば好都合だ」

「わかりまし、た！」

　レラは体に貼った呪符を次々と引ひき剥はがして地上に並べると、取り出した筆で呪文を書きつけていった。

「リィリィ、水に飛び込んで逃げようとする奴やつが出たら雷撃で仕留めろ」

「わかった！」

「アルルカン、犬をアイスの周りに走らせろ。奴らが一斉にアイスに斬りかかれないように犬で牽けん制せいするんだ」

「わかったね！」

　乱戦の輪の中心にはアイスがいた。左手の盾で海賊の剣を防ぎながら暴れ回っている。

　アイスが右腕を振ると、顔面を潰された海賊が波止場に叩きつけられる。

　アイスが右の回し蹴りを放つと、肋ろつ骨こつをへし折られた海賊が左横へ吹っ飛んでいく。

　アイスが左の前蹴りを放つと、内臓が破裂した海賊が後方へ吹っ飛んでいく。

（うわぁ。もはや人間破は城じよう槌ついどころか人間大おお嵐あらしだよね、アイスは。あたしとは一発一発の威力が段違いだ）

　戻ってきたケイが呆あきれた顔で見とれていると、ナーガから声がかかった。

「ケイ」

　それほど興奮も緊張もしていない、冷静な声音だった。

　ケイがナーガの下もとへ駆け寄っていく。

「何かな？」

「おまえはアイスの近くで暴れてくれ。今は乱戦になってるから弓矢を使えないが、海かい賊ぞくの数が減ってくると、遠くから弓で狙おうとする奴やつが出るだろう。おまえは矢からアイスを守る障害物となりつつ、敵を殴り倒すんだ」

「えっと、難しそうだけど、やってみる」

「ところで、ケイ」

　ナーガの視線が自分に注がれたのを感じてケイが首を傾かしげる。

「え？　なに？」

「胸覆いが取れているけど、いいのか？」

「にゃっっ？」

　ケイが自分の胸元に視線を向けると、なるほど、たしかに胸覆いは消滅していた。おかげで彼女のささやかで控えめな両胸──銀色で金属性の光沢を放っている──が剥むき出しになっている。

「あぁっ！　さっき斬られたときにっ!?」

「斬られても平気だからって油断したな」

「みみみみ見るにゃぁあっっ」

　ケイは慌てて両腕で両胸を覆い隠した。ふつうなら顔を真っ赤にするところだが、顔も金属化させて銀色に変わっているから、赤くはならなかった。

「見るにゃ見るにゃ見るにゃ！」

　ケイは右手だけで両胸を隠せるように腕の位置を変えると、左腕を激しく振り回した。

「アルルカンか、おまえは」

「いいからあっち向け──っっ！」

「そうはいかん。俺おれは戦いくさの指し揮きを執らなくちゃならないから、余よ所そ見みをするわけにはいかないだろうが」

「ぎゃあぎゃあとうるさいのう、ぬしは」

　ナーガの背後からヴィータが現れた。

「あ、あれ？　ヴィータさん、高みの見物？」

「そうじゃ。吾われの魔法を使ったら海賊どもは動けなくなるが、ぬしらも動き難にくくなるじゃろうが。それでは意味がない。じゃから吾は今のところ高みの見物じゃの。まぁ、いざとなればぬしらごと地面に縫ぬいつけてやるから安心して戦うがいいわ」

「いや、でも、あたし安心して戦えない恰かつ好こうになっちゃったんですけど」

「そんな、あるのかないのかわからん胸を隠しても仕方がなかろうに」

「ヴィータさんに言われると凄すごく腹立つんですけどっ！」

「はぁ？　どういう意味じゃ？」

　ヴィータに睨ねめつけられ、ケイは慌てて視線を逸そらせた。

「いえ……なんでもないで、す」

「レラか、おまえは」

「ナーガさんも、いちいちツッコまないでよっ！」

「ない胸でも恥ずかしいと思うなら、ほれ、これでも着けてるがいい」

　と言ってヴィータが差し出したのは、羊よう皮ひ紙しの切れ端だった。大きさは、親指の先よりちょっと大きいくらいだろうか。

「これでどうしろとっ!?」

「裏に糊のりが塗ってある。それを胸の先っちょにくっつけておけ」

「おい、ケイ。アイスがあれだけ奮戦してるんだ、おまえも遊んでないで、早く手助けに入ってくれないかな」

「遊んでるわけじゃないんだけどっっ！」












　とナーガにツッコんでから、ケイはため息を吐ついて左手を伸ばし、ヴィータから羊よう皮ひ紙しの切れっ端を受け取った。その間かん、右手だけで両胸を隠していたのは言うまでもない。

「とほほほほ」

　ケイはナーガに背中を向けると、情けない顔で切れっ端を乳首に張りつけた。

「いちおう隠れたけど……これ、戦ってるあいだに取れないかな～」

「ケイ、早くしろ」

　ナーガは非情な声でケイを促うながす。

「ううぅ、わかりましたよ[image: ][image: ]。行きますよ[image: ][image: ]」

　低く唸うなったケイは、海かい賊ぞくをちぎっては投げ、蹴っては殴りと奮戦しているアイスの下もとへ駆け寄っていった。
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　埠ふ頭とうの戦いは魔女たちが圧倒する勢いだった。

　それはそうだ。

　海賊たちは襲われる可能性など、まったく考えていなかったのだ。完全に不意を衝つかれ、おまけに抵抗のしようがない魔法で襲われ、今や上陸を果たした四十名ほどの大半が岸壁上に倒れ伏していた。

　最初に上陸した仲間が岸壁上で襲われているのは他の船からも確認されていて、残りの船の甲板上が騒がしくなっているのだが、どうすればいいのかを決めかねているようで、有効な手が打てないまま、甲板上を海賊たちが右往左往しているのが遠望できた。

（よし。このまま一気に押し切ってやろう）

「レラ！　レラはいるか!?」

　すぐにレラが駆け寄ってきた。

　先ほどよりも肌の露出が多くなっているのは、貼っていた呪符を何枚も使ったせいだ。そんなレラの様子にちらっと視線を走らせたナーガだが、すぐに視線を外すと、顔を洋上へ向けた。

「手前の船はノノエルが攻撃している」

　見ればノノエルに水の槍やりを撃ち込まれた手前側のガレー船は浸水しているようで、少し傾いているのがわかった。傾いている船上では何人もの海賊たちがこちらに向かって何か叫んでいる。浸水を止めるための作業も行われているはずだが、それでも船の傾きは止まらなかった。

「おまえにはあの向こうにいる船を燃やしてほしいんだが、どうだ？　あそこまで呪符を飛ばせるか？」

「たぶん大丈夫で、す」

「じゃ、やってくれ」

「わかりまし、た」

　レラは自分の体に目を落とし、何枚くらい飛ばせば船を燃やせるだろうかと考えたが、結局、やってみないとわからないという結論に落ち着いた。

（最悪三枚を残して全部使う羽は目めになる、か、も）

　そのときの自分の恰かつ好こうを想像すると少し恥ずかしいが、だからといって、ここで手を抜くわけにはいかない。レラが体に貼った呪符を引ひき剥はがして地面に並べていると、洋上で矢が空気を切り裂く音がした。

「む！　矢を撃ってきやがったか！」

　ナーガはレラに駆け寄り、右手の刀を振るった。

　一本、二本と、飛んできた矢が叩たたき落とされる。

「ナーガさ、ん!?」

　レラが顔を上げると、ナーガは叱しつ咤たするように言った。

「いいからおまえは自分の仕事を続けろ！」

「あ、は、い！」

「クゥはいるか!?　ハリガンでもいい！」












　ナーガが叫ぶと、縄なわをうねうねと動かしながらクゥが駆け寄ってきた。

「いる。来た」

「海かい賊ぞくが船から矢を撃ってくる。おまえはレラを矢から守ってやってくれ」

「わかった」

　クゥの体に巻き付いている何本もの縄が一斉に先端を持ち上げた。

　持ち上がった先端は、空中でぐるぐると回転を始める。

　一方で体に巻き付いている部分はかなり短くなり、今やクゥの全身は半裸というより、全裸に近い状態になっている。けれどクゥはそんな自分の格好など気にせず、縄を操り、勢いよく回転させ、ナーガやレラのところへ飛んでくる矢を弾はじき返し、叩たたき落とした。

　ナーガは刀を構えたまま、油断なく洋上の海賊船を観察する。

（沈みかけの船からでも矢を撃ってきやがるとは、あの海賊ども、なかなかやるな。この連中が相手なら、商船の護衛程度では積み荷を守り切れなかったのも頷うなずける）

　ナーガがそんなことを思っていると、いきなりレラの呪符が燃え上がった。

　何枚もの燃える呪符が空中に舞い上がり、夜の闇やみを衝ついて沖合の海賊船めがけて飛んでいく様さまは、まるで燃える蝶ちようの大群が飛んでいるようだ。

（綺き麗れいだな）

　ナーガは戦いの真っ最中だということを忘れ、思わず見とれてしまった。

　が、すぐに我に返る。

（向こう側の船が動き出した!?）

　手前側、岸壁に近いところに停泊している二隻せきはノノエルの水の槍やりによる攻撃で船腹に穴が開いて浸水して傾いているため、動こうにも動けないようだ。だが、その向こう側の三隻はゆっくりと動き始めていた。

（仲間の船や乗員を見捨てて逃げるか。なかなかやるじゃねえか）

　非情とも思える海賊の決断を、しかしナーガは評価した。

（下へ手たに仲間を救おうとして全滅するよりはマシだ。おそらくこの海賊団の団長が、あの船のどれかに乗っていやがるな。なかなか侮あなどれない奴やつだ。とはいえ）

　ナーガは改めて周囲を見渡した。

　岸壁上の海賊は、ほぼ壊滅といった状況だ。手前側にいる二隻の海賊船も大きく傾いている。先ほどまで甲板上から頻しきりに矢が飛んできたが、今ではそれも止やんでいる。乗員たちは沈む船から逃げ出そうと、小舟を下ろしたり海に飛び込んだりしていた。

（できることなら逃げる三隻も沈めてしまいたいが。ここはレラの頑張りに期待だな）

　ナーガは、傍かたわらのレラを期待に満ちた目で見やった。

　大量の呪符を使ったおかげで彼女の体に貼られた呪符はその数を大きく減らしている。肌が露あらわになっているにも拘かかわらず、彼女は胸を張り夜の闇を睨にらみつけている。おそらく飛ばした呪符を操っているのだろう。

（頼んだぜ、レラ）
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　闇やみ夜よに浮かんだ大量の燃える呪符は次第に小さくなっていき、やがてその一部が、動き出した三隻せきの上空に到達した。甲板上が騒然としているのはなんとなくわかっても、敵がどういう対応を取ろうとしてるのかまでは、埠ふ頭とうの上からだとわからない。

「リンネ、リンナ、いるか!?」

　ナーガが大声で叫ぶと、向こうから姉妹が駆け寄ってきた。その後ろからエンスーヤもついてきた。

（ふむ。戦場が狭ければこれでもいいが、もっと広くなると使い番が必要になるな）

　などと思いつつ、ナーガは駆けつけてきたリンネとリンナに言った。

「沖の三隻がどうなっているか知りたい。探れるか？」

「やります」

「エンスーヤさん、お願いできますか？」

「わかった」

　港から出ていこうと遠ざかりつつある三隻の海かい賊ぞく船を睨にらみつけているリンネとリンナの背中に手を置いたエンスーヤが、密やかに呪文を紡いだ。

　三人の体が薄ぼんやりと発光しているようにナーガには感じられた。

　海賊船の様子を探った姉妹から報告の声が上がった。

「レラの呪符が海賊船に降り注いでいます」

「いちばん後ろの船には火が燃え移っています」

「海賊たちが呪符の火を消そうと手て桶おけを持って走り回っています」

「いちばん遠い船に落ちた呪符は消されてしまっています」

「真ん中の船にも、まだ燃え移っていません」

（なかなか燃えないな。まぁ、無理もない。甲板は濡ぬれているんだろうし、船の大きさと乗員の多さに比べたら、呪符の数が少なすぎる）

「レラ！」

「は、いナーガさ、ん」

「三隻同時にというのは無理そうだ。手前の船に呪符を集中させろ。最低でも一隻は沈めておきたい」

「わかりまし、た」

　レラは空中を飛んでいる呪符を一カ所に集め、最後尾の船に集中的に降らせた。

　そうしておいて肌に貼った残り少ない呪符をさらに何枚か引ひき剥はがすと、手早く呪じゆ文も字じを描き、呪文を唱えて呪符を燃やす。

　燃える呪符が次々に舞い上がった。

（そろそろ燃えてくれないと残りを全部使う羽は目め、に……。念のためマンテラの一枚くらい持ってくればよかったです、か）

　と思うものの、ノノエルはすでに船体に穴を開けて船を傾けているのに、自分のほうはまだ船を燃やせていないのが少し悔しい。というより、ナーガに任されたことが実行できないのがかなり悔しかった。

（ナーガさんの期待を裏切れませんか、ら）

　レラは歯を食いしばって、残り少ない呪符をさらに引き剥がした。

　六枚、五枚、四枚と、残りの呪符が減っていくにつれ、レラの肌の露出が増えていく。

　体に貼った呪符が三枚だけになったとき、ようやくレラの奮闘が実った。

　甲板に降り注ぐ燃える呪符の消火が追いつかなくなり、最後尾の海かい賊ぞく船から赤々とした炎が上がったのが遠目にも確認できた。

　残りの三枚の中の一枚に手をかけていたレラは、大きく安あん堵どの息を吐はいた。

（よかっ、た。裸にならなくて済みま、し、た）

　燃えだした海賊船から海賊たちが次々と海へと飛び込んでいる様が、炎に照らし出されている。

「リィリィ！」

「はいは──い」

　小柄なリィリィが駆け寄ってきた。

　ナーガは沖のほうを指さして訊きいた。

「雷撃が届くか？」

　その一言で、リィリィはナーガの意図を悟った。

「たぶん。やってみる」

　埠ふ頭とうの先端へ進み出たリィリィが雷撃の呪文を唱えると、沖合のほうで夜の闇やみを裂いて何本もの稲光が上空から海面に向かって走った。

　海に飛び込んだ海賊たちは雷に打たれて気を失い、ある者は波間を漂ただよい、ある者は海に沈んだ。

　やがてその一隻せきは夜空を焦がす紅ぐ蓮れんの炎を噴ふき上げ、ゆっくりと沈み始めた。

　岸壁近くの二隻は今や大きく傾き、甲板を波が洗い始めている。程なく沈没するだろう。

　海に飛び込んだ海賊たちはリィリィの雷撃を食らっていて壊滅状態だった。

　上陸した海賊たちも、魔女の攻撃を受け全滅。

　戦闘は魔女側の圧勝に終わったと言ってよかった。

　だが、沖合を睨にらむナーガの顔は思いの外ほか厳しい。

（二隻せき逃したか。海かい賊ぞく団の団長が逃げた船に乗っているのなら、団はまだ戦闘力を有していると見るべきだな。俺おれたちがこの街を支配下に置いたら、本腰を入れて海賊の掃そう討とうをする必要がありそうだが……それはまだ先の話）

　ナーガは表情を緩め、改めて周囲を見渡した。

　倉庫の前や埠ふ頭とうの上には数え切れないほどの海賊たちが転がっていて、魔女たちが彼らを縛りあげていて、岸壁の端に進み出たクゥが縄なわを思い切り伸ばして、波間を漂ただよっている海賊を引き揚げている。泳ぎが得意で水を操る魔法を使えるノノエルは、海に飛び込んで沈みかけの海賊を捕らえ、引っ張り上げている。

　見る限り、魔女の側に死傷者はいないようだ。

（念のため確認しておくか）

「全員、無事か？　怪け我が人にんはいないか!?」

　ナーガが魔女たちのあいだを歩いて確認していく。




「ディー、なんともないか？」

「ミモーネ、大丈夫か？」

「今回はお手て柄がらだったな、リンネ、リンナ」

「アルルカン、犬たちに餌をやっておけよ」

「アイス、よくやってくれた」

「ケイ、お疲れ様だな」




　ナーガに声をかけられた魔女たちが嬉うれしそうな顔で応えているのを見やり、ハリガンは感心した。

（ふだんは大おお雑ざつ把ぱなくせに、こういうところでは細やかな気遣いのできる男だな。だから吾わが娘むすめらも、彼奴あやつの言うことをよく聞く。あれが、多くの者を指し揮きするのに必要な資質というものなのかもしれんな）

「ハリガンもご苦労だった。自じ慢まんの髪の毛は無事か？」

「お？　もちろんなんともない。髪に魔力を通せば、剣くらいでは切れんよ」

　と応えるハリガンの声も少し弾んでいる。

（やれやれ、此こ奴やつに声をかけられ喜んでしまうとは、吾われも娘らと同じだな）

　ハリガンは内心で苦笑した。

「ハリガン、誰かを遣やって警備の兵を呼ぶとしよう。放っておいてもそのうち駆けつけてくるだろうが、おまえたちの手柄だということは強調しておきたいからな」

「む。そうか」

　ハリガンは周囲を見回したが。

「となると、アイスとレラがいいか。おい、アイス、レラ、ちょっと来こよ」

　すぐにアイスとレラが駆け寄ってきた。

「おお!?」

　レラの恰かつ好こうを見てナーガが目を見開く。

　レラの体には三枚の呪符しか残っていなかった。一枚は左胸に、二枚目は右胸に、そして三枚目は股こ間かんに。それ以外は腰に巻いた縄なわに筆を吊つるしているだけだ。

　ナーガは見開いた目を細めてレラを見やった。というか、凝ぎよう視しした。

「頑張ったんだな、レラ。偉いぞ」

「いえあのその誉ほめていただいて嬉うれしいのですがあまりこっちを見な、い、で」

　思いきり腰を引いたレラは尻込みをして、アイスの背中に隠れてしまった。

「あら、レラったら、どうしたのかしら」

「いえべつにどうもしません、が」

「だったら、頑張ったのですもの、もっと胸を張ってナーガさんに誉められればいいのではないかしら？」

　振り向いたアイスは、彼女の体をがしっと掴つかむと、ほらほら、と言って自分の前に押し出した。












「ナーガさん、頑張ったレラをもっと誉ほめてあげてくださいね？　あと、頑張った結果、こういう恰かつ好こうになったレラを、もっと見てあげてくださいね？」

「なななな何を言っているのアイス、は！」

　逃げようとするレラの両腕を、アイスはがっちりと掴つかんで放さない。

「はいはい、胸を張りましょう、レラ。あなたは頑張ったんですもの。ね？」

「ちょ、やめ、て、放し、て」

　レラは足をジタバタと動かし身を捩よじろうとしたが、そんなことでアイスの手から逃げることはできなかった。

「アイス、レラで遊ぶのはそのくらいにしておけ」

　とハリガンが窘たしなめる。

「べつに遊んでいるわけではありませんよ？」

　と応えつつ、アイスはようやくレラを解放した。

（いや、遊んでいるだろうが）

（完全に遊んでいるな）

　ハリガンとナーガは内心でツッコんだ。

　急いでアイスから離れたレラは、今度はハリガンの背中にそそくさと隠れるのだった。

「それより。おぬしには警備の兵を呼びに行ってもらいたいのだがな、アイス」

「あ、わかりました、姉あね様さま」

「レラにも……と思ったが、その恰好では止やめておいたほうがよさそうだな」

　ハリガンが背後を覗のぞき込むと、かくかくとレラが首を縦に振った。

「でも、わたし、警備兵の詰め所とか、知りませんけど」

　とアイスが言う。

「そうか。となると」

　ハリガンは改めて周囲を見渡し、リンネとリンナ姉妹を呼び寄せた。

「リンネ、リンナ、ちょっと来こよ！」

「何ですか、姉様？」

「おまえたち、警備兵の詰め所の場所を把握しているか？」

「あ、はい」

「街を歩いたときに確認しています」

「そうか。ならばアイス、二人と共に詰め所へ走り、警備の兵を連れてきてくれ」

　ハリガンがそう命じると、ナーガが補足した。

「ナガネ一座が、上陸しようとした海かい賊ぞくたちを水みず際ぎわで阻止したと、そういうことだ。たまたま波は止と場ばを散歩していた者が海賊を見つけたとでも言っておけばいい」

「わかりました」

「急いで行け」

「はい、姉あね様さま」

「こっちだよ、アイス」

　リンネとリンナに先導され、アイスが駆けていった。
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「な、なんだ、これは!?」

　掲げた松明たいまつで周囲を照らした警備部隊の隊長は我が目を疑った。

　港を襲ってきたのが海かい賊ぞくなら、最近、近くの海で暴れているジュダンドット一味と見て間違いない。その海賊が。何度も煮え湯を飲まされてきたジュダンドット一味と思われる者たちが、埠ふ頭とうの上に、倉庫群の前に、陸りく揚あげされた魚のようにごろごろと転がっていた。

　海を見れば、海上に浮かんで漂ただよっている者もいる。そしてその向こうには、傾いて半ば沈みかけているガレー船二隻せきと、闇やみを焦がすような紅ぐ蓮れんの炎を噴ふいて沈んでいくガレー船一隻が見えた。

（この有あり様さまはいったい全体どういうことだ……。これをやったのが街に興こう行ぎように来た踊り子一座だと!?）

　隊長も兵も、眼前の光景を信じられない思いで見つめていた。

　兵たちは自分の周りにいる踊り子たちにそっと視線を向ける。いずれもが若くて可愛かわいい女子ばかりだ。とても海賊と戦えるような猛も者さには見えない。だが、実際、目の前に海賊たちが倒れている。二隻の海賊船が傾き、もう一隻は燃えている。隊長や兵たちが呆ぼう然ぜんとした表情で若い踊り子たちを見やっていると、唐突に若い男の声がした。

「警備部隊の隊長はいますか？」

　我に返った隊長が声のしたほうへ顔を向けると、見たこともない衣装に身を包んだ男が悠然と歩み寄ってくるのが見えた。

「あ……自分が隊長だが」

　隊長が一歩、二歩と進み出ると、それを守るように周りの兵も進み出てきた。

　彼らを前に立った男は、まったく臆おくする様子を見せずに口を開いた。

「港を襲おうとした海賊たちは、あらかた片づけました。海賊船は五隻いたようですが、そのうちの三隻を動けなくしておきました。まだ海上を漂っている者もいるでしょうし、小舟で逃げた者もいるでしょうから、船を出してそいつらを捕らえたほうがいいでしょう。二隻が逃げていきましたから、ぐずぐずしていると小舟で脱出した海賊は逃げた船に回収されてしまいます」

　というナーガの指摘に隊長は目を見開いた。

（そうだな！　せっかくこれだけの大損害を奴やつらに与えたのだ。海かい賊ぞくどもは捕らえられるだけ捕らえておきたい！）

　隊長は、この機を逃してなるものか、と逸はやり立った。

「おい、すぐに応援を呼びに行け。急いで哨しよう戒かい艇ていを用意させるんだ。海上に漂ただよってる海賊どもを引き揚げ、残りを沖合に向かわせろ。小舟で逃げ出した者がいたら、確実に捕らえるのだ。港の外も捜索させよ。ジュダンドット一味を壊滅させる絶ぜつ好こう機きだぞ！」

　指示を受けた数人の兵が駆け出していった。

「残りの者は倒れている海賊どもを捕ほ縛ばくするのだ。隠れている者がいないか、付近の捜索も忘れるな」

　と部下に指示を出しておいてから、隊長はナーガに向き直った。

「どこのどなたかは知らんが、助かった。礼を言わせてもらう」

　隊長が一礼すると、男は笑って応えた。

「気にしなくてもいいですよ」

（どうせ行きがけの駄だ賃ちんだからな）

「で、あなたは何者なのだ？　あの者たちは」

　隊長は男の背後に居並んでこちらを窺うかがっている若い女子たちを指さした。

「一座の踊り子なのか？　海賊を倒したのはあの娘むすめたちだというのは本当なのか？」

「そうです。わたしたちは数日前にこの街を訪れた旅の踊り子一座でして、わたしは座長のナガネといいます。もちろん、海賊どもを倒したのはあいつらですとも」

「やはりそうなのか」

　と隊長は呻うめくように言った。

「しかし、にわかには信じられん話だな」

「わたしたちは旅から旅の連続ですからね。自分の身は自分で守らなきゃならない場面もあるのです。みんな、踊りだけではなく戦闘術も身につけています」

　なるほど、それはあり得ない話ではない。けれど、いくら護身のために戦う術を習っていたとしても、二十人足らずの人数で、海賊船を五隻せき、乗員数二百人前後もの海賊を撃退したというのはあり得ない話のように思われる。

「あの踊り子たちが……」

　不思議そうな、むしろ不審そうな目を向けている隊長に、ナーガは笑いかけた。

「みんな可愛かわいい娘こばかりでしょう？　隊長さんも、ぜひ一度、興行を見に来てくれませんかね？」

　そう言ってナーガは背後に並んでいる女子を指し示したので、隊長は居並ぶ踊り子たちを見回した。松明たいまつの炎に照らされているだけだから細部まで確認できないが、誰もが美人で可愛く、そして衣装はどれも極小なのが見て取れた。

「もちろん行くつもり……いやいや、そうじゃなくて」

　隊長は慌てて真面目まじめな顔を作る。

「後日、詳しい話を聞かせてもらうことになる。おぬしたちはどこに泊まっている？」

「わたしたちは街の広場に天幕を張って興こう行ぎようを打っています。許可も取っていますので、お役人の誰かに訊きいてもらえればすぐにわかります」

「そうか。明あ日すにでも……いや、もう今日になるのか？　事情聴取をさせてもらうことになるだろう。海かい賊ぞくを倒したのが間違いなくおぬしたちだということが確認できれば、海賊退治の手て柄がらで報ほう奨しよう金きんが出るかもしれない」

「そうですか。それは楽しみですね。あと数日は街に滞在する予定です。いつでも訪ねてきてください」

「うむ、了解した」

「わたしたちはこれで引き揚げることにします」

「ご苦労だったな。まだ隠れている海賊がいるかもしれん。こちらの兵に送らせよう」

（いちおう俺おれたちが寝泊まりしてる場所を確認しておこうというわけだな）

　相手の意図を見抜いたナーガは、如じよ才さいのない笑顔で応えた。

「お手数をおかけします」

「おい、おまえたち。座長殿と踊り子たちを送っていってやれ」

「は！」

　隊長が十名ほどの兵を付けてやると、座長は改めて一礼して引き返していった。

（しかし、踊り子一座の座長とは思えない堂々とした態度だったな。相手をしていた俺のほうが気け圧おされてしまいそうだったわ。海賊との戦いにもまったく動じていなかったし、こういう荒あら事ごとにも慣れているんだろうな。見たことのない意い匠しようの服だったし、遠いところから来たのかもしれない）

　遠ざかっていくナーガの背中を見送り、隊長はそんなことを考える。

（それにしても踊り子たち、どれもこれもいい女ばかりだったな。あいつらがあの衣装で踊るとか、これはもう見に行くしかないだろ）

　などと不ふ埒らちなことも考える。

（いや待てよ。これだけの騒ぎのあとだ、連中が興行を続けられるかどうか、わからないよな。上から何か言ってくるかもしれない。そもそも、俺が休みを取れるかどうか……。参ったな。ぜひとも見てみたいのに）

　あの踊り子たちの踊りを見てみたいと切に願った隊長は、何か手はないものかと思案を巡らせた。

（……そうだ！　五ご会かい頭とう様たちは、きっとあいつらを呼び寄せるに違いない）

「五会頭」とは街を代表する五人の大商人で、街の運営に当たる評議会の面々だ。

（海かい賊ぞく退治の労を労ねぎらうために。あるいは報ほう奨しよう金きんを渡すために。だったら。五ご会かい頭とう様の前で踊りを踊らせるように進言すればいいんじゃないか？　そうすれば警備の仕事として俺おれも同席できるから、間近であの娘むすめたちの踊りを拝めることになるわけだ）

　隊長は自分の思いつきに満足そうに頷うなずいた。

「隊長、哨しよう戒かい艇ていの手配、終わりました！」

　と言う部下の報告に隊長は我に返る。

「それから、五会頭様のお一人、カッシゥス様からの御使者が来ております」

（それはちょうどいい。一座を召し出すことを勧めておくか）

「そうか。よし、案内しろ」

　隊長は己の野望──踊り子の踊りを間近で拝む──を実現するべく、五会頭の一人から遣わされた使者の下もとへと向かうのだった。
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　レンスールの港を襲った海かい賊ぞくをナーガたちが撃退した日の午後──。




　昼の部の興こう行ぎようを打ち終えた一座の面々が天幕を張っている広場まで戻ってきた。

　この時点ですでに海賊を退治したのはナガネ一座らしいという噂うわさが街中じゆうに流れていて、強くて可愛かわいい踊り子たちをぜひ見てみたいという住民や旅人、商人などで、興行は押すな押すなの大盛況だった。

　戻ってきた皆が一服していると、街の代表者からの使者が訪れた。

　ナーガやハリガン、ヴィータが天幕内で迎えると、使者はこう言った。

「海賊を撃退してくれた褒ほう美びを遣わすから、明あ日すにでも寄より合あい所じよを訪ねてきてほしい」

　ナーガの目もく論ろ見みどおりの展開になってきた。

「承うけたまわりました。いつ、どこへ行けばいいですか？」

　一座の代表としてナーガがそう訊きくと、使者は横おう柄へいな態度で応えた。

「明日の朝、こちらから迎えを出す。迎えと共に寄合所内の迎げい賓ひんの館やかたまで来てくれ」

　ナーガは、承知しました、と如じよ才さいなく頭を下げておく。

「それとな、おまえたちの評判を聞きつけた五ご会かい頭とう様がぜひ踊りを見たいと仰おつしやっている。踊る準備をしてきてくれないか。もちろん一日の興行に匹敵する賃金は払うぞ」

「それはかまいませんが。五会頭様と仰るのは？」

「我が街を代表する五人の大商人で、この街を差さ配はいされている方々だ」

「それは……緊張しますね」

「努ゆめ々ゆめ、粗そ相そうのないように気をつけてくれ」

「承知いたしました」

「では、頼んだぞ」

　使者は周りに控えている踊り子たちにさりげなく視線を走らせながら、ゆっくりと天幕から出ていった。

　彼の姿が消えると、すぐに魔女たちがナーガの周りに集まってきた。
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「ナーガ、どうするつもりじゃ？」

　と床しよう几ぎに腰を下ろしたヴィータが訊いた。

「どうするとは？」

「じゃから。呼び出しに応じて出かけるとして、向こうではどうするのか、ということを訊きいておる。五ご会かい頭とうとやらが雁がん首くび並べたところを予定どおり襲って捕らえて、街を乗っ取るのかや？」

「いや、それは止やめておこう」

「ふむ？」

　とヴィータが小首を傾かしげると、床しよう几ぎの上でハリガンが身を乗り出した。

「しないのか？　絶好の機会だと思うのだが」

「たしかに絶好の機会だが、それをやると、最後まで力押しで突き進まないとならないからな。効率が悪い。俺おれたちは街の恩人という立場を手に入れたんだから、それを活いかそう。同じような効果が得られるなら楽なほうがいいだろ？」

「それは、まぁ、そうだが。しかし、そうすると……どうするのだ？」

「出たとこ勝負にはなるが」

　ナーガは瞬時、宙を睨にらむように顔を上げたが、すぐに顔を戻し、床几や床の敷物に腰を下ろしている魔女たちを見回して言った。

「踊りの最後に魔法を披ひ露ろうしようじゃないか」

「なぁっ!?」

　ハリガンが大きく仰のけ反ぞった。

　ハリガンだけでなく、他の魔女たちも驚きよう愕がくの表情を向けてきた。

　ヴィータは目を細めてナーガを見つめ、静かに口を開いた。

「本気か？」

「ああ、本気だ。魔法を披露し、奴やつらの度ど肝ぎもを抜いたところで、魔女であることを名乗り、魔女の国の建国を宣言する」

　誰もが呆あつ気けに取られている。

　ヴィータも腕組みして唸うなっていたが、やがて顔を上げ、怪け訝げんそうな顔をナーガに向けてきた。

「じゃが……すると、どうなるのじゃ？　吾われらが魔女だということを知れば、連中、その場で捕らえようとするのではないか？　いや、むしろ問もん答どう無用で殺そうとするやもしれんではないか」

「その可能性はある」

「待て待て、ナーガ。ほかの可能性が思いつかんのだがな？」

　とハリガンが割り込んできた。

「ほかにどんな可能性があると言うのだ!?」

「そうだな。たとえば、魔女の国の建国を認めてくれるかもしれない」

「……そんな可能性があるのか？」

　ハリガンは、とことん疑わしそうな顔だった。

「あるとも。何しろおまえたちは、港の倉庫を襲って貴重な商品を分ぶん捕どろうとした海かい賊ぞくを退治した街の恩人だろ。感謝こそすれ、殺そうとは思わないんじゃないか？」

　ヴィータは顔を顰しかめ、眉まゆを吊つりあげた。

「ぬしは、吾われらがこれまで人からどんな扱いを受けてきたか知らんから、そんな能天気なことが言えるのじゃ。のう、ハリガン」

「そうだな。吾らはこれまで、何をしても、何もしなくても、人の敵だ、滅ぼすべき種族だと誹そしりを受け、迫害されてきたのだ。海賊を撃退したくらいで、人間どもが吾らに感謝するとも思えないのだがな」

「それは教会に扇動されてきたせいだろ？　人は噂うわさを信じやすいし、指導者たちは教会の言うことを聞いたほうが支配の役に立つと思えば、積極的に教会の教えを受うけ容いれるだろうからな。そういう意味では、坊ぼう主ずどもを受け容れる旧きゆう態たい依い然ぜんとした戯たわけ大だい名みようどもと何も変わらねえ」

「ボウズ？」

「ダイミョウ？」

　聞き慣れない単語に、ハリガンやヴィータが首を捻ひねる。レラの呪じゆ符ふでも翻訳できずに、ナーガの口にした単語がそのまま伝わったのだ。

　思わず口をついて出た言葉にナーガ自身も内心で首を捻ったが、それらを追及するのは後回しだと、すぐに思い直す。

「いや、それはこの際、関係ないからおいといてだな。ともかく、連中が問もん答どう無用で俺おれたちを捕らえようとするか、あるいは俺たちのことを認め、俺たちと話をしようとするか、俺は五ご分ぶ五ご分ぶだと思っているんだ」

「楽観的だのう」

　ヴィータは不満そうに頬ほおを膨ふくらませた。

「おまえたちにすれば楽観的に思えるかもしれない。だけど、なんの根拠もなく言ってるわけじゃねえぞ」

「では、その根拠とやらを聞かせてもらおうか」

　とハリガンが迫ると、話に聞き入っていた魔女たちが一斉に首を縦に振った。

「それはな、この街の支配者が他の街のように領主じゃなくて商人だってことだ。商人はふつうの領主とは違って、もっとずっと利益に敏感な連中だ。相手が人であろうと魔女であろうと、自分たちに利益をもたらす存在だと思えば、手を結ぶ可能性だってあるんじゃないかと俺は思うわけだ」

「ふむぅ」

「むむう」

　ハリガンやヴィータは腕組みしたまま考え込んだ。

「ナーガ、おぬしがそこまで言うのなら、試してみる価値はあるのかもしれんな。どうだ、ヴィータ？」

「そうよのう。荒あら事ごとにならずに目的を達成できるのなら、それに越したことはないが……じゃが、魔女の国を認めさせたからといって、当初の目的、つまりこの街を支配下に置くという目的が達成されるわけではなかろう」

「べつに支配下に置かなくても、同じような効果が出ればいいんだ」

「具体的には何をどうするのだ？」

「この街に魔女の国の出先機関と商館を置くことを認めさせる」

「なっ、なんじゃと!?」

「同時に俺おれたちがこの街で自由に商活動をすることを認めさせる。そうなれば、わざわざこの街を占領する必要もなくなる」

「そう……なのか？」

「そうだとも。ここで自由に商あきないができるようになれば、森で採れた産物やら、貯め込んである宝ほう飾しよく類やら貴石やらを大々的に売れるようになるじゃないか。売って資金を稼げば食糧も買えるし、奴ど隷れい兵だって買える。買った食糧をカサンドラ王国に運んで売ることもできる。そうなれば、さらに利益が出るぞ」

　ハリガンとヴィータが顔を見合わせている。

「まるで商人のような言い草だな」

　揶や揄ゆするような口ぶりでハリガンはそう言うが、ナーガは胸を張って応えた。

「国を富ませ、兵を養う。これは天下統一の第一歩だぜ」

「……吾われらにはよくわからんが、おぬしがそう言うのなら、そうなのかもしれんな」

「それに、だ。俺たちの勢力が大きくなれば、この街のほうから傘さん下かに入れてくれと言い出すかもしれないぞ」

「遠えん大だいな計画だなぁ」

　と言うハリガンの声には、些いささか呆あきれの色が滲にじんでいた。

「で、話を戻すが」

　というナーガの一言で、ハリガンとヴィータは姿勢を正す。

「踊りの最後に、おまえたちの秘ひ奥おう義ぎとかなんとかいって、魔術を披ひ露ろうする。それを見て、おまえたちが魔女だと知った連中がどう動くかは出たとこ勝負だ。こちらとしては連中がどう動いてもいいように準備をしておく。つまり、奴やつらが俺たちを捕らえようとする場合に備えて戦う準備もしておくってことだな」

「その場合、奴らから死人が出るが、それでかまわんのだな？」

　というハリガンの問いに、ナーガは重々しく頷うなずいた。

「奴やつらが俺おれたちを捕らえようとして、あるいは殺そうとして攻撃してくるなら、手加減は要いらねえ。殺すつもりで戦ってかまわんぞ。ただ、それは最終手段だ。できる限り戦いにならないように持っていきたいがな」

「ナーガさん」

「なんだ、アイス？」

「踊りの最後に魔法を見せると仰おつしやいましたが、具体的には、誰の魔法をどのように見せるのですか？」

「俺にも考えはあるが、決める前に、おまえたちから意見を聞かせてもらいたいと思っている。餅もちは餅屋と言うからな」

「モチ？」

　やはりレラの呪じゆ符ふが訳せなかった聞き慣れない単語に魔女たちが小首を傾かしげている。

「あ、気にするな。俺のいた世界の食べ物の一種だ」

　レラの目がきらっと光った。

　彼女は早速、手にした筆で羊よう皮ひ紙しに何事か書きつけている。

（あいつは……本当に俺のいた世界に興きよう味み津しん々しんなんだな。あれこれ教えてやりたいところだが、俺自身、あんまり細かいことは覚おぼえちゃいないんだから、ま、仕方がないな）

「今から俺の考えを言うから、ここはもっとこうしたほうがいいとか、ほかの魔女の魔法のほうがいいとか、何か意見があったら教えてくれ」

　居並ぶ魔女たちが頷うなずくのを見て、ナーガは自分の考えを述べた。
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　翌日の午前中──。




　約束どおり五ご会かい頭とうからの迎えの使者が天幕を訪れた。警護の兵も含めると、総勢五十人にもなる大がかりなものだった。朝早くから準備を進めていたから、ナーガたちは使者を待たせることもなく、五会頭が待つ寄より合あい所じよまで出向いていった。

　荷物番として、奴ど隷れい兵とリンナ、アルルカン、サンプロッテが残ることになった。




　街中を歩いていく一行を一ひと目め見ようと、至る所に野や次じ馬うまが湧いていた。

　住民や商人たちにとって、ナーガたちは厄やつ介かいな海かい賊ぞくどもを退治してくれた、言わば街の恩人だ。おまけに大半が若くて美しい踊り子たちとくれば、間近で拝みたいと彼らが思うのも当然だった。

　街の大おお路じに鈴なりになった野次馬を警護の兵がかき分けつつ進んでいく。

　やがて一行は寄より合あい所じよに到着した。

　寄合所はその名前に似つかわしくない堅固な建物だった。

　背の高い壁──矢や狭間はざままである──に囲まれ、周囲には小運河が巡らせてある。小さな運河に架かる橋の手前に兵の詰め所があって、ナーガたちはそこで持ち込む荷物の簡単な検査を受けたが、身体検査や携行品の検査などはなかった。

　それはそうだ。

　ナーガ以外の全員が若い踊り子で、裸同然の小さな衣装しか着ていない。武器など携行していないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんで、検査する必要などない。軍の規律が乱れているところだと、わざわざ身体検査を行い、踊り子たちに悪戯いたずらしようなどとよからぬことを考える輩やからもいそうだが、ここの兵士たちはまったくそういうことがなかった。

（ちゃんと統制が取れているんだな。感心、感心。しかし……）

　運河に架かった橋を渡って城門を通り抜けたナーガは、感心したような呆あきれたような顔で周囲に視線を巡らせた。

（まるで城だな）

　壁の内側には物もの見み櫓やぐらが建ち、何棟か建っている石造りの大きな建物はどれも頑丈そうで、すべての窓には金属製の鎧よろい戸どが付いている。

　驚くべきことに、いちばん大きな建物の露台には投石機まで備え付けられていた。

　船溜まりには数すう艘そうの小舟が繋つながれている。いざというときは、あれに乗って運河伝いに港まで逃げられるというわけだ。

　街の外壁も分厚く背が高く頑丈そうで城郭都市というに相応ふさわしい造りだったが、ここも城館と呼ぶほうが似つかわしい堅固な造りだった。

（商人の治める街とはいえ、外敵に対する備えは、おさおさ怠おこたりないってか。もっとも、それはここだけの話じゃないみたいだが）

　魔女たちの話を聞くと、この世界では、どの街でも街全体を城壁で囲んでいるという。それはナーガのいた国ではあり得ない姿だった。

（大陸のほうだとそんな街ばかりらしいが……どうも感覚的に慣れないな）

　注意深く周囲を観察しつつ、そんなことを思いながら石畳の小こ径みちを歩いていると、やがて迎げい賓ひんの館やかたの入り口に着いた。

　辺りにいた警護兵の視線が一斉に踊り子に向けられた。裸同然の踊り子たちがぞろぞろと歩く姿はたしかに目を引く。そんな好奇の視線を撥はね返し、魔女たちは胸を張って堂々と歩を進めた。

（こいつらも大した度胸だよな）

　ナーガは自分のあとに続いて歩く魔女たちをちらっと見やり、感心する。

　人に迫害され続け、人と戦い続けてきた魔女たち。ユウキのように、人に憎しみの感情を抱く者もいる。いや、多かれ少なかれ、人に対していい感情を持っていない者が大半のはずだ。それなのに全員が感情を乱すことなく、大勢の視線に怯ひるむこともなく、堂々と、粛しゆく々しゆくと、淡々と歩いている。

（なかなかできることじゃないぜ）

　ナーガは魔女たちの態度を「度胸がある」からだと評したが、しかし、それは一面でしかなかった。

　彼女たちはナーガを信頼しているのだ。

　彼がもたらすであろう自分たちの未来に希望を持っているのだ。

　だから人に対する憎しみを抑えられた。

　人が向ける好奇の視線にも耐えられた。

　自分たちを襲うであろう危険にも怯まなかった。

　そんな魔女たちの感情までは、さすがのナーガも把握し切れてはいなかった。
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　ナーガたちは建物の中には入らず、内庭のほうへと連れていかれた。

　コの字形の建物に三方を囲まれた広い庭園の一いち隅ぐうに側面が素通しになった大きな天幕が張られており、その周囲には完全武装の警護兵が居並んでいた。

　天幕の中には立派な椅子と方ほう卓たくが置かれ、そこに豪ごう奢しやな衣装に身を包んだ老ろう若にやく入り交じった五人の人間が腰を下ろしている。その中うちの四人は男で、一人は女だ。

　天幕はほかにも幾張りかあって、どの天幕の中にも大勢の人が座っていたが、いちばん大きなその天幕には五人しかいなかった。となれば、その五人が五ご会かい頭とうなのは確実だ。

　じっさい、ナーガたちはそちらに連れていかれ、大天幕の前で跪ひざまずかされた。

　全員が片かた膝ひざを落とすと、一人が悠然とした態度で立ち上がった。恰かつ幅ぷくのいい中年の男で、おそらく彼が五会頭の筆頭なのだろう。いかにも商人らしいにこやかな笑みを顔に浮かべてはいるが、その目には油断のならない光が点ともっているのをナーガは見逃さない。

（ふつうの奴やつは気づかないかもしれないが、遣やり手の商人らしい……いや、むしろ商人に似つかわしくない剣けん呑のんな雰囲気だな）

　と看かん破ぱする。

「そなたらが海かい賊ぞくを退治してくれたナガネ一座でありますな」

　体格に似合った、太く落ち着いた声音だった。

　ナーガはすかさず頭を低くする。

　それを見て、踊り子たちも一斉に面おもてを伏せた。

「さようでございます。わたしが、一座の座長、ナガネ、でございます」

　わざと言葉を句切りつつナーガが応えた。遠い異国の地から来た者であることを意識させるためだ。

「顔を上げてください」

　という男の言葉にナーガたちが顔を上げると、それを待って彼は自己紹介を始めた。

「わたしはレンスールの街を治めている五ご会かい頭とうの一人で、カッシゥス・ガレンディーノと申します。以後、よろしくお見知りおきを」

「はは」

　ナーガたちはまた頭を下げた。

「こちらは同じく五会頭のサレンジャス・サッフォーズ」

　五人の中でもっとも年とし嵩かさで痩やせた男が立ち上がった。

「サレンジャス・サッフォーズ。よろしくの」

　ナーガたちは上げた頭をまた下げた。

「今日は類たぐい希まれなる美女揃ぞろいの一座が裸踊りを披ひ露ろうしてくれると聞いてのう、取るものも取りあえず飛んできたわい」

　髪の薄い老人はそう言って呵か々かと笑った。

　五会頭の一人、若い女性が非難がましい目をサレンジャスに向ける。

　ナーガはツッコむべきかどうか少し迷ったが、結局、無視することにした。

「その隣がヴィットーリオ・ライネージ」

　でっぷりと太った中年の男が立ち上がった。

「ヴィットーリオ・ライネージだ。此こ度たびの働き、大義であった」

　ナーガたちは紹介される度に上げたり下げたりと忙せわしく頭を動かした。

「こちらがコロネル・コルネリオ」

　三十前後と思われる背の高い鷲わし鼻ばなの男が立ち上がった。商人にしては目つきが鋭い。

「コロネル・コルネリオだ」

　目を細めてナーガたちを見下ろしたコロネルは、

「その衣装で斬り合ったのか？　異国の地から来た踊り子さんは勇気があるな」

　などと、皮肉とも感心ともつかないそんな言葉を投げかけてきた。

「最後が紅こう一いつ点てん、ロザリア・ロエンタル」

　華麗な裳もを身に纏まとった女性が立ち上がった。まだ二十代後半くらいと思える。その若さで五会頭の一員を務つとめるのだから、かなりの遣やり手なのは間違いない。

「ロザリア・ロエンタルよ。よろしくね」

　ナーガたちが頭を下げると、ロザリアは、

「言っておくけど」

　と言葉を継いだ。

「踊りながら衣装を脱ぐとか、要いらないからね。そんなの、そこのすけべ爺じいさんを喜ばせるだけだから」

「酷ひどいことを言うのう、ロザリアは」

　サレンジャスが半ば禿はげ上がった頭を掻かいた。

「自分がそろそろ垂れてくる頃だからといって、踊り子さんの張りのあるおっぱいを嫉しつ妬としてはいかんな」

「はぁ？　寝言を言わないでちょうだい、サレンジャス！　ぜんぜん垂れてなんかいないから。それはもう見事に盛り上がっているから！」

「さようか。ならば、今度、拝ませてくれ」

「あなたに見せるくらいなら、自分で引きちぎって海に捨てるわ」

「そんなもったいないこと言わんと」

　にやにやと笑うサレンジャスをきつい目で睨にらんでいたロザリアだが、やがて顔をナーガたちのほうへと戻した。

「いい？　こいつはこういう男だから。あなたたちも一人一人に手ずから褒ほう美びを渡したいなんて言われて、ほいほいとこいつのあとについていくと、脱がされた挙あげ句くに悪戯いたずらされちゃうから気をつけなさい」

「そんな酷いことをする奴やつがおるのか!?　けしからんな！」

「だから！　あんたのことだ！」

「なんのことか、さっぱりわからんわい。言いがかりは止やめてくれんか、ロザリアよ」

「黙れ、好こう色しよく爺じじい！」

　言い合いをする二人に挟まれたヴィットーリオとコロネルが苦笑している。

「二人とも、いい加減にしておきなさい」

　見かねたカッシゥスが割って入った。

「大切なお客人の前ですぞ」

　それでようやく二人は罵ののしり合いを止めた。

「では、本題に入りましょうかな」

　カッシゥスが合図を送ると、荷を満まん載さいした荷車が引かれてきた。

「あの海かい賊ぞくどもは、わたしどもの港に出入りする船を襲っては積み荷を奪っていましてな。わたしたちは大いに困っていたのです。それどころか、今回は上陸して倉庫の荷を奪おうとした。連中の企たくらみが成功していたら、わたしどもは大打撃を受けていたことでしょう。あなた方はやっかいな海賊を撃退してくださった。撃退するだけでなく、三隻せきを沈めて、海賊の多くを捕ほ縛ばくした。奴らの戦力は半減したと言えます。大いに感謝しておりますよ。ですが口先だけではわたしどもの感謝の大きさをわかっていただけないでしょう。そこで感謝の品々を用意いたしました。どうかお受け取りください」

「ありがとう、ございます。慎んで拝領、いたします」

「さて、聞きたい話もたくさんありますが、まずはその前に、あなたたちご自じ慢まんの踊りを見せていただけますかな。それを目当てに街中じゆうから商人が集まってきておりますのでな。もちろん、踊りのお代は別途お支払いいたしますぞ」

　そう言ってカッシゥスが合図を送ると、今度は少し小ぶりの荷車が引かれてきた。荷台には、これ見よがしに銀貨の入った小箱が積まれていた。

「では、皆様の、お目汚しになりませんよう、精一杯、踊らせると、いたします」
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　ハリガン以下が、お囃はや子し組と踊り子組に分かれて踊りを披ひ露ろうした。

　冷静に見れば踊りの腕前は特筆するほどのものではない。街を訪れる前に特訓したとはいえ、付け焼き刃には違いないのだ。

　一座が受けたのは、半裸の、むしろほぼ全裸の踊り子が艶つやっぽい踊りを踊るからだった。そこが男どもに受けた。しかし、ロザリアを始めとする女性陣には、いくら踊り子が裸に近い恰かつ好こうで踊ろうと、それほど面白くはない。

（踊りは並だわね。もっとも、この恰好で踊るのなら男衆には大受けでしょうけど）

　というのがロザリア以下、女性陣の評価だった。

　女性陣に受けたのは踊りよりも軽かる業わざだった。小柄なヴィータが大柄なアイスを空中高く放り投げるところなどは、女性陣もじつに興味深そうに見入っていた。もっとも、それはヴィータの魔法を使ったいんちきだから、威張れたことではない。

　ほかにはアイスの力業も受けた。他の踊り子に持たせた煉れん瓦がを拳で砕くと、女性陣からも拍手喝かつ采さいが起きた。拳を繰り出すときに彼女の大きな胸が大きく揺れるから、男性陣が喜んだのは言うまでもない。

　そんなふうに街中の興こう行ぎようで行った踊りやら技やらを一通り披露した後、ナーガは五ご会かい頭とうの前に進み出た。

（さて、いよいよだな）

　ナーガは内心に滾たぎるものを感じながら口を開く。

「皆様に、とっておきの演目を、お目にかけましょう」

「ほう。どんな技ですかな」

　カッシゥスがそう応えると、ナーガは踊り子たちに合図を送った。

　ケイと、レラと、イクシーヌ、クゥ、ノノエルが進み出できた。

「どなたか、剣と弓と、あと、水の入った手て桶おけをお借り、できますか？」

　警護の兵に向かってナーガが呼びかけると、兵たちはどうしますかといった顔で五会頭のほうを見やる。

　カッシゥスが、

「かまいませんよ。貸してあげなさい」

　と応えたので、数人の兵が進み出てきて、ナーガに剣と弓を手渡し、足下に水の入った手て桶おけを置いた。

　受け取った弓を置いてから、ナーガは剣を手に提さげてケイの前へと歩み寄っていく。

　二人は顔を見合わせ、そしてケイが大きく頷うなずいた。

「よし、いいぞ」

　ナーガがケイを促うながすと、彼女は口の中で密やかに呪文を紡ぎ始めた。見る間に彼女の肌が銀色に変化していく。

「なっっ!?」

　その場にいた全員が驚きよう愕がくに目を瞠みはった。

　やがて彼女の全身は光沢のある銀色に覆われた。

「ご覧あれ！」

　ナーガは手にした剣を高々と振り上げ。

　そしてケイの肩口めがけて一気に振り下ろした。

　見ていた者の中から悲鳴が上がり。

　中には顔を背ける者もいた。

　だが。

　がきぃぃん。

　甲高い金属音が上がり、ナーガが振るった剣は刀身の中程で見事に折れていた。ケイは大きく両手を挙あげ、上げた手をひらひらと振って、なんともないということを表現した。

「おおぉ──っ」

　驚きと、感心と、疑念が入り交じったため息が内庭を包んだ。

「次、行きます」

　ケイが退くと、レラが進み出た。

「ご覧あれ！」

　レラは肌に貼っていた呪符を数枚、引ひき剥はがすと、腰に吊つるした筆で呪符に呪じゆ文も字じを書き、口の中で唱えた呪文を吹きかけた。

「は、い！」

　レラが手にした呪符を高々と掲げると、呪符は赤い炎を吹き上げた。

「おおっ!?」

　周囲から驚きの声が上がる。

　レラが燃える呪符を空中に放り投げると、呪符は空中で羽ばたき、みるみる高度を上げていく。それはまるで燃える蝶ちようが飛んでいくようだった。

　あり得ない光景に人々は驚き、声を失った。

「げ……幻術ですか？」

　とカッシゥスが呟つぶやいた。

　だが、幻術とは思えない現実感だ。それに、こんな昼ひる日ひ中なかに屋外で幻術が使えるというのもおかしな話だ。

（あれが幻術でないとすれば……）

　カッシゥスには、その理由が一つしか思い浮かばなかった。

「では、次の演目、に行きましょう」

　ナーガが合図を送ると、クゥとノノエルが進み出た。

　クゥは弓矢を、ノノエルは手て桶おけを携たずさえている。

　二人は十ヤルドほどの距離を取り、対たい峙じした。

　クゥの体に巻いてある縄なわが、いきなり空中へと伸びた。

　手に持っていた弓矢をクゥが空中に放り投げると、鎌首を持ち上げた蛇のように空中に伸びていた縄が弓を絡め取った。続けてクゥは数本の矢を空中に放り投げたが、それらもすべて、縄が絡め取った。

　その間、ノノエルのほうは口の中で密やかに呪文を紡いでいた。

　クゥが縄を操り弓を構え矢を番つがえると、ノノエルは手桶を持ち上げ、中の水を勢いよくぶちまけた。

　撒まかれた水はすぐに落下…しなかった。

　水は空中で止まり、蠢うごめき、やがて薄い水膜を形作った。

　眼前で繰り広げられる摩ま訶か不ふ思し議ぎな光景に、集まった者たちは声を上げることすら忘れ、息を呑のんで見入っている。

　直後、ひゅん、ひゅん、と空気を切り裂く音が響いた。

　クゥが操る縄が矢を撃ったのだ。

　続けざまに放たれた三本の矢が、ノノエルを目指して真まっ直すぐ飛んでいく。なのにノノエルは避よけようともしない。

　矢や面おもてに立っているノノエルは踊り子の衣装しか身に着けていない。つまり半裸である。あのままでは、飛んでくる矢は彼女の体に深々と突き刺さるだろう。

　あちこちから悲鳴が上がり。

　中には、避けろ！　と叫ぶ者もいた。

　ところが。

　飛んできた矢はノノエルの前面、空中に広がる薄い水膜に捕らえられ、空中で止まってしまった。その様さまは、まるで蜘く蛛もの巣に絡め取られた蜻蛉とんぼか何かのようだった。

　五ご会かい頭とうの誰かが喘あえぐように言った。

「な……なんだ、あれは」

　それこそ石化の魔法でもかけられたかのように全員が身動きを忘れて眼前の奇怪な光景に見入っていると、ナーガが進み出てきた。

「では、最後の、演目です」

　という座長の一言に、固まっていた見物人はのろのろと首を巡らせ、彼が指し示すほうへ視線を向けた。

「彼女の肌を、とくとご覧あれ！」

　すでに呪文を唱え終えていたイクシーヌが、ぱん！　と手を打つと。

　彼女の全身に描かれた入いれ墨ずみが、ぞわり、と蠢うごめいた。

　見物人たちは悪夢でも見ているような悪お寒かんに身を震わせる。

　蠢いた入れ墨は、そのままイクシーヌの肌を伝って足下の地面に這はい降りていく。

　そして。

　日の光を受けてもなお黒々とした入れ墨は、そのまま地面の上を這うように移動して、周りにいた兵士の足下に取りついた。あまりに異様な光景に兵士が身動きできずにいると、取りついた入れ墨は軍務服の筒つつ袴ばかまを這い上がっていった。

「ひっっ」

　思わず兵の一人が小さな悲鳴を上げ、這い上がる入れ墨を払い落とそうと手を振った。だが、払っても叩たたいても入れ墨は動きを止めず、取り除くこともできない。やがて入れ墨は十数人の兵の軍務服を這い上がり、喉のど元もとに達した。兵たちは、喉に言いようのない圧迫感を感じ震え上がる。

　ナーガは隊長と覚おぼしき男に視線を据え、低い声で呼びかけた。

「下へ手たに動かないほうがいいぞ。その入れ墨は人の首を絞め上げることくらい造ぞう作さもない。抵抗したりすれば絞め殺される。部下にも動かないように伝えろ」

　隊長は己の浅はかな考えを後悔した。

（こいつらは……こいつらはただの踊り子なんかじゃない。こいつらは）

　その先を考えるのは恐こわすぎた。だから隊長は敢あえて自分の考えを封じ込め、震える声で周りの部下に、

「動くな。そのままじっとしていろ」

　と命じた。

　隊長同様、入れ墨に纏まとわりつかれている兵士は、元より動く気などない。

　そうでない兵士も、思わぬ展開にその場で固まった。

「如何いかがですか、カッシゥス様、踊り子たちの秘技は。見事なものでしょう」

　と言うナーガの話しぶりからは先ほどまでのたどたどしさは消え、聞く者を圧する迫力が感じられた。

　胸を張り仁王立ちになったナーガからはへりくだった雰囲気が消えている。むしろ傲ごう岸がんとさえ言える高圧的な態度である。

　薄い笑みを浮かべたナーガからは、人を人とも思わない不ふ貞て不ぶ貞てしさが感じられた。

　ナーガの呼びかけに吾われを取り戻したカッシゥスは、縄なわを操る踊り子が縄に持たせた弓矢を構え、こちらに狙いを定めているのに気がついた。

　もう一人、水膜で矢を受け止めた踊り子も、水膜を消し去り、代わりに槍やりのように細長い水の塊を体の周りに浮かべてこちらを狙っているのに気づいた。

　先ほどの演目を見る限り、あの縄は矢を撃てるし、撃たれた矢には殺傷力がある。槍のような水すい塊かいに関してはよくわからないが、ああしてこちらに狙いをつけている以上、あれにも攻撃力があるということなのだろう。

　さすがのカッシゥスも顔が強こわばり、脇の下に冷や汗が滲にじむのを止められなかった。

　他の四人の会頭も、顔を強ばらせ、あるいは歪ゆがめ、恐れおののくようにナーガを見つめていた。

「まさか……まさか……その踊り子たちは……」

　カッシゥスは半ば確信を抱いていたが、その言葉を口にすることができなかった。

　あまりに不吉であまりに不興なその言葉を、しかし座長はあっさりと口にした。

「そうだ。こいつらは魔女だ。いま見せたのは、こいつらの持つ魔法のほんの一いつ端たんだ」

　大勢の見物人と兵士で溢あふれ返っている内庭を、人っ子一人いないのではないかと思えるほどの静寂が支配した。

　その静寂を破ったのはカッシゥスだった。

「魔女が大挙して我らの街を訪れたのは如い何かなる理由か？」

　彼の声は思ったよりも平静だった。彼の態度は思ったよりも落ち着いていた。

　ナーガはカッシゥスの声や態度に感心する。

（ほほう。さすがに五ご会かい頭とうの筆頭、大した胆力じゃねえか。ただの商人とは思えないな）

　内心ではカッシゥスの言動に大いに感心したナーガだが、それを微み塵じんも感じさせないような酷薄な笑みを浮かべて答えた。

「なに、ちょっとした挨あい拶さつだよ。それ以上でもそれ以下でもない。海かい賊ぞくを退治したのは、まぁ行きがけの駄だ賃ちんだ」

　ナーガと彼の周りにいる魔女たちを見るカッシゥスの目が油断のならない光を湛たたえた。

「魔女が我々に、どんな挨拶をしようと言うのですかな？」

「先日、俺おれと魔女たちは国を建てたのでな、その報告をしたくてこの街を訪れたんだよ。とはいえ、魔女が目通りを願ってもあんたたちは会ってくれないからな。目通りどころか街に入れてさえもらえないだろう。だから踊り子として入った。そこで興こう行ぎようを打って評判を取れば、あんたたちに招かれるかもしれないと思ったのさ」

　ナーガはそこで言葉を切って肩をすくめた。

「少し思おも惑わくとは違ったが、まぁ、こうしてあんたたちに招かれたんだ、最初の予定どおり、挨あい拶さつと報告をしておこうと思ってな」

　あちこちで、ざわざわとざわめきが起きたが、そのざわめきを制するように、カッシゥスは続けて問うた。

「魔女の国、どこに建てたのですか？」

「ここからシュバイツ川を遡さかのぼったところだ。ちょうどこことカサンドラ王国を中継するような位置だな」

「なるほど。魔女が魔女の国を、ですか」

　カッシゥスの顔には、何やらナーガの話を面白がるような色が浮かんだように思えた。

「ところで。あなたは魔女ではないようにお見受けしますが。もしかして、あなたも魔女なのですかな？」

「俺おれは魔女じゃねえよ」

（見りゃわかるだろ）

　とナーガは内心でツッコんでおく。

「では、あなたは何者なのです？」

「魔女たちは俺のことを、ナーガ、と呼んでいるな」

「龍王ナーガ!?」

　カッシゥスの顔が奇妙に歪ゆがむ。

　他の四人の会頭から驚きの声や失笑が漏もれた。

（魔女がそう呼んでいるのは事実だ。俺は自分からは一言も自分が龍王だなどとは言ってないからな）

　ナーガは内心で、そう言い訳をしておく。

　カッシゥスの視線がナーガに注がれた。

　彼だけではなく、他の四人の視線もナーガに集中する。

　そしてナーガは傲ごう然ぜんとカッシゥスを見返した。

「龍王ナーガの名を持つあなたは、魔女たちのなんなのですか？」

「そう訊きかれると説明が難しいが。そうだな、軍師とでも言っておこうか」

「なるほど。で、魔女を引き連れた軍師殿は何をお望みなのですかな？　言い換えれば、あなた方の要求はなんなのですか？　ということですが」

「俺たちの要求は、まずあんたたちが魔女の国の存在を認めること。その上で魔女の国がこの街に商館を置くことを認めること……だな」

　カッシゥスの目が細められる。

（ずいぶんと現実的な要求だな。どういうことだ？　何を狙っている？）

　カッシゥスは頭脳を最大限に回転させ、ナーガの要求への対応策を考える。

（魔女どもの狙いはわからん。だが、こちらに害意がないのは間違いないようだ。ならば、あとは利益と不利益を天てん秤びんに載せ、どちらが大きいか計はかればいいわけだが）

　そうは思っても、魔女の国と外交関係を結び、かつ商館を置いて自由な商活動を許可した前例など一つもないから、そもそも天秤に載せる重りの重さがわからない。

　不利益はすぐにわかる。

（魔女を恐れた商人が、我が街へ寄るのを避けることと教会の不興を買うことか）

　それに対して、考えられる利益は。

（魔女が我々に何か利益をもたらすことがあるだろうか。たしかに黒い森で採れる山の幸は魅力的だが、それだけでは……）

　カッシゥスは、改めて「ナーガ」と名乗った男を見やった。彼は考え込むカッシゥスに焦じれることもなく、じっとこちらを見つめている。透とう徹てつしたその視線に晒さらされると、己の考えが読み取られるようで、カッシゥスは少し気け圧おされた。

　そんな気分を振り払うように、彼は大きな声を出す。

「あなた方の要求、それですべてなのですか？」

「ああ、それですべてだ」

「そのような重大事、さすがにわたしの一存では決められません。仲間と相談する時間を戴いただいてもよろしいですかな？」

「いいとも。だがその前に。あんたたちが認めるかどうかはさておき、魔女の国は事実上すでに成立しているわけだから、これからはお隣さんになる。隣国の誼よしみで、あんたたちに贈ぞう答とう品ひんを持参した」

　ナーガの合図で、アイスやクゥ、イクシーヌが持参してきた箱の蓋ふたを取り、箱を抱えて中腰のまま移動してきた。

　魔女たちはナーガの先まで進むと、抱えていた箱を丁てい寧ねいに芝生の上に下ろし、元の場所まで下がっていった。

「それらは魔女が住む黒い森で取れた産物だ。受け取ってくれ」

　と言ってナーガは箱を指し示す。

　カッシゥスに命じられて、おっかなびっくりといった態度で数名の兵が進み出てきて、蓋の開いた箱を覗のぞき込んだ。

　次の瞬間、兵たちは一様に目を見開いた。興奮で顔が輝いているのがわかる。

　兵たちは急いで箱を抱えると、一目散に大天幕まで駆け戻っていった。

　彼らは早口で何事かを説明しながら、運んできた箱を恭うやうやしく五ご会かい頭とうに差し出した。

　立ち上がって中を覗き込んだ会頭たちの顔色も変わる。

「これは砂さ金きんではないか！」

「黒い森では、こんな物まで採れるのか！」

「おい、こっちは水晶だぞ!?」

「それも貴重な紫水晶だわ。あら、紅こう玉ぎよくもある！　これ、あたしに頂ちよう戴だい！」

「こらロザリア、勝手に持って行くな！」

　五人は興奮を抑えきれない様子で、立ったまま鳩きゆう首しゆ会議を始めた。

「どうする、カッシゥス殿!?」

　とサレンジャスに訊きかれ、カッシゥスは低く唸うなった。

「これは……つき合っても損はなさそうですね」

　するとヴィットーリオが身を乗り出した。

「損どころか、こんな物がごろごろ採れるなら大おお儲もうけできますよ。少なくともほかの街へ持ち込まれるのだけは避けたいところです」

「しかし、相手は魔女だぞ」

　そう言うコロネルは思案げな顔だ。

「なに言ってるの。利益をもたらしてくれる相手なら、あたしは魔女だろうと悪魔だろうと取引するわよ？　それが商人ってものでしょ」

　ロザリオの指摘に、コロネルも頷うなずいた。

「そうだな。おまえの言うとおりだ」

　四人がカッシゥスに視線を向けると、彼はふと視線をそらせ、宙を見上げて呟つぶやいた。

「さて、どうしますかな」

（ヴィットーリオの言うように、こんな貴重な物を他の街へ持ち込まれるのは避けたい。こちらからも幾つか条件を出してとりあえず認めておくか？　教会側が何か言ってきても言い訳は幾らでもできる。それに）

　カッシゥスは薄く口の端を吊つり上げた。それは、あまり商人には似つかわしくない邪じや悪あくな笑みだった。

（この先、連中の存在が我々の不利益になるようなら、そのときは切り捨てればいいのだ。いざとなれば教会に売るという手もあるからな）




　ナーガと魔女たちは五ご会かい頭とうの答えをひたすら待ち続けた。彼らの態度に確かな手応えを感じているナーガだが、だからといって相手がすんなり要求を認めるとは限らない。認めない場合、ナーガたちを黙って返すことはないだろうとも読んでいる。

（ここが正念場だ。こいつらが俺おれたちを認め、俺たちと話をしようとするのか。それとも俺たちを認めず捕らえようとするのか。あるいは殺そうとするのか）

　ナーガはすでに覚悟を決めている。

　もちろん、ハリガンやヴィータも。

　そして他の魔女たちも。

（その場合は。こちらに被害が出たとしても、こいつらと戦って、こいつらを蹴け散ちらして、最悪、こいつらを殺してでも、この街を奪とるしかない）

　ナーガは決意に燃える目をカッシゥスに据える。すると、その視線に気づいたかのようにカッシゥスはナーガのほうに顔を巡らせてきた。

　ナーガとカッシゥスの視線が空中で衝突し、激しく火花を散らす。

　遅れて他の四人の会頭も顔を上げ、鋭い目つきでナーガを睨ねめつける。

　ナーガは臆おくすることなく五人の視線を受け止め、睨にらみ返した。

（さあ、どうする、カッシゥス!?　腹を括くくって答えろよ）

　ナーガと五ご会かい頭とうは無言のまま睨み合っている。

　内庭に集まった商人も、兵士も、役人も。

　魔女たちでさえ。

　息をするのも忘れ、対たい峙じするナーガとカッシゥス以下の五会頭を見つめていた。
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　ナーガや魔女たちがレンスールの街へ乗り込んだ少しあとのこと──。




　旧教会の使者がカサンドラ王国の王都を訪れた。

　神の旅団の鎧よろいに身を包んだ三名の使者は持参した文書を国王補佐官のリガヤに渡すと、返事も聞かずグランビスタへと引き返していった。

（慌ただしい奴やつらだったな。しかし、この時期にグランビスタから旧教会の、しかも神の旅団の使者が送られてくるとは……なんなのだ？）

　渡された封書の裏には差出人として、ゲッツェンバーグ、グリスタン、メッシーナの、三人の旅りよ団だん長ちようの名が記されていた。

（アイユーブ卿きようではないのか。魔女討伐の失敗によって彼は更こう迭てつされたのか？）

　アイユーブ卿の、いつも人を見下した顔を思い出したリガヤは、少しだけ胸のつかえが下りた気がしたが。

（いや待て。このグリスタンという名は……異端殺しのグリスタンか!?　神の旅団で最さい凶きようと噂うわさされる、あの？）

　リガヤは震え上がった。

　ジュエルジュードが旅団最強なら、グリスタンは旅団最凶。そんな評判を耳にしたことがあったからだ。

（第七旅団が攻略した街は灰かい燼じんに帰し、第七旅団が通った緑りよく野やは焦しよう土どと化すと言う。その第七旅団を率ひきいるグリスタンが差出人の一人だと!?　いったい何を言ってきた!?）

　リガヤは悪お寒かんに震えながら国王が待つ執しつ政せいの間まへと急いだ。
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　リガヤによってもたらされた封書を秘書官に開けさせた国王グィスカル──正式にはカサンドラ四世だが──は、さっそく文面に目を通した。

　そして。

　すぐに国王は顔を上げリガヤに視線を向けてきた。彼の顔は蒼そう白はくで、何かに怯おびえたように目の焦点は定まらず、文書を持つ手は小こ刻きざみに震えている。

（国王様のこの様子は!?）

　リガヤは思わず一歩前に出て、上体を乗り出した。

「旧教会は何を言ってきましたか？」

　大きな執務机の向こうに座っている国王は、震える手で文書を差し出してきた。

　一礼してそれを受け取ると、リガヤは素早く文面を読み進む。

　たちまち彼は絶望に囚とらわれた。

　文書にはこう書かれていた。




『魔女と通じ人に仇あだを為なすカサンドラ王国は討とう滅めつされるべきである。教主様はそう仰おつしやった。よってカサンドラ王国は、悪あく辣らつなる魔女どもと共に、ほどなく地上から消滅するであろう。これは預よ言げんである。いかなる申し開きも無用であり、いかなる抵抗も無駄である。




　神の旅団の旅りよ団だん長ちよう、ゲッツェンバーグ、グリスタン、メッシーナの三名が、人の敵たるカサンドラ王国に告げる』




　リガヤは文面に目を落としたまま固まってしまった。これは一方的な討滅宣言で、なるほど、これなら使者が返事も聞かず、渡すだけ渡して引き返していったのも頷うなずける。

「ど……どうすればいい、リガヤ？」

　国王が縋すがるような目をリガヤに向けてきたが、リガヤにもどうすればいいかわからない。わからないが、国王の輔ほ弼ひつの臣しんとしては、わかりませんでは済まされない。

　リガヤは必死に考えた。熱を帯びた頭が燃え出すのではないかと思えるくらい考えた。そして一つの可能性に思い至る。

　彼はゆっくりと顔を上げ、国王を見やった。

「やはりもう一度、魔女を攻めるしかないか？　魔女討滅の際に先せん兵ぺいとなって働くと申し出れば、許してもらえないだろうか？」

　目を彷徨さまよわせながら国王はそう言った。

　だが、リガヤは力なく首を横に振る。

「おそらく無駄でありましょう」

「そ……そうなのか？」

「三人の旅団長が『預言』とまで言っております。その上、三人の中にグリスタンの名がある以上、もはや我々が何を言っても聞き届けられることはありますまい。旅団は神の敵としての我が国を攻めてくる。これは避けようのない事実だと思います」

「し、しかし、今の我らには旅団に対抗するだけの兵力がない。どこかに援軍を求めようにも、先の諍いさかいで半島の国々とは関係に亀裂が入っている。救いの手を差し伸べるようなところはないだろう」

　震える声で国王がそう言うと、リガヤは重々しく頷いた。

「遺い憾かんではありますが、国王様の仰るとおりかと」

「なら、我々だけで魔女を攻め滅ぼせば、どうだ？　それなら考え直してもらえるのではないか？」

　リガヤは悲しそうな顔で、またも首を横に振った。

「それも、おそらくは無駄でありましょう。そもそも兵力を減じている我が国が、単独であの魔女たちに勝てるとお思いですか？　無敵の神の戦士ジュエルジュードを倒し、八はち八はち旅団を退けたあの魔女たちに」

　カサンドラ四世は肩を落とし、がっくりとうなだれた。

「仮に万一、我々が単独で魔女を討伐できたとしても、神の旅団は、予定どおり我が国に攻め寄せてくるでしょう。そして第七旅団がいる以上、降伏は決して受け入れられないと思われます」

　四世王は執務机に両肘をつくと、両手で頭を抱えてしまった。

「我々は神の敵として滅ぼされるのをただ待つだけなのか」

「いえ。一つだけ、手がないこともありません」

　リガヤがそう言うと、王は頭から両手を離し、噛かみつくような勢いで言った。

「本当か!?」

「かなり危ない手ではありますが」

「滅ぼされるよりはマシだろう。その手とはなんだ!?」

「我が国単独で抵抗できない以上、援軍を求めるしかないと思うのであります」

「し、しかし」

　国王は怪け訝げんそうな顔になる。

「さっきも言ったように、半島には吾われらを助けてくれそうな国はないぞ。半島になければ、大陸本土にだってあるはずもない」

「半島の国々が神の旅団に逆らって我が国に救いの手を差し伸べるとは思えません。新教会に訴えるという手もありますが、彼らが援助をしてくれる可能性は薄いでしょう。仮に万が一、援助を約してくれたとしても、ここは新教会の勢力圏からは遠すぎます。援軍はとうてい間に合わないでしょう」

　グィスカルの顔は、怪訝そうを通り越して、今や不審そうな顔だ。

「ならば、おまえはいったいどこに援助を求めようというのだ!?」

　そう問うた国王の声には苛いら立だちが色濃く滲にじんでいた。

「お忘れですか、国王様？　半島には、つい先日、新しい国が一つ、誕生したではありませんか」

「……は？」

　国王はリガヤの言葉を噛みしめる。

（新しい国だと？　どこにそんな国が……）

「ああぁあっっ！」

　リガヤの言う国に思い至った国王は、我知らず椅子から跳び上がり、悲鳴のような声を上げていた。

「まさかっ、まさか魔女の国のことかっ!?」

　リガヤはどこまでも真剣な顔で頷うなずいた。

「我々は魔女の仲間と見なされて攻撃されるのです。ならば、魔女に援軍を求めて、何か不都合がありましょうか？」

「…………」

　リガヤの開き直り理論を聞かされた国王は、ぱかっと顎あごを落としてしまう。国王は返す言葉を失い、阿あ呆ほうのような顔で部下を見つめることしかできなかった。

「魔女たちは、あの八はち八はち旅団を撃退し、あのジュエルジュードを討うち取ったのです。これほど心強い援軍は、ほかにないと思います」

「し……しかし……このあいだまで魔女を攻撃していた吾われらの頼みを、奴やつらが聞いてくれるだろうか」

　そう言う以上、事ここに至っては魔女に援軍を頼むしかないという考えに国王も傾いていると見てよかった。

　自暴自棄になった国王が、魔女に助けを求めるくらいなら滅んだほうがマシだ！　などと言い出しはしないかと恐れていたリガヤは、内心で密ひそかに安あん堵どの息を吐はく。

「東方には『懐に入れば窮きゆう鳥ちようも殺さない』というような諺ことわざがあるそうです。我々はいま困こん窮きゆうした小鳥なのですから、誠心誠意で頼めば、魔女たちも耳を傾けてくれるのではないでしょうか」

「そう……かな」

「そうですとも」

「よ……よし。それで行くか。というか、この窮きゆう地ちを乗り切る方法はそれしかないな」

　新たな希望に顔を輝かせた国王だったが。

「いや待て」

　新たな懸念を思いついた彼の顔から輝きが消えた。

「誰が魔女のところへ話を持っていくんだ？　そもそも、魔女どもが吾らの話を聞こうとするか？　追い返されるのがオチじゃないのか？　送った使者が問もん答どう無用で殺されたりはしないか？」

「それも心配無用でございます、国王様」

「なんだと!?」

「我々と魔女の繋つなぎ役ができる男がいるではありませんか」

　少し考える素振りを見せた国王だが、リガヤが誰のことを言っているのかに思い至ると、おお！　と膝ひざを打った。

「ライバッハか！」

「そうです。魔女と共に暮らしたことのある唯一の男。魔女たちを見知っている唯一の男。彼奴あやつが向かえば、追い返されることもないでありましょう」

　リガヤの指摘に、再び国王の顔が輝いた。

「そうか！　そうだな！　あいつなら！」

「ですが、ライバッハに文書を持たせるだけでは駄目でしょう。それではこちらの誠意、本気度が伝わりません」

　国王は少し怯おびえたような顔で頭を引いた。

「お……俺おれに行けと？」

　不安のあまり、自称が「俺」になっている。リガヤは苦笑を押し殺し、言葉を継いだ。

「最後の最後には国王様に乗り出していただかざるを得ませんが、その前に。わたくしが参りましょう」

　国王は小さく安あん堵どの息を漏もらしたが、すぐに心配そうな顔になった。

「大丈夫か？　おまえが捕らえられたりすることはないか？」

「ライバッハがいれば大丈夫でありましょう。それに、この場合、他の者では務つとまらないでありましょうし」

「……それしかないか」

　グィスカルはカサンドラ王国の国王として決断した。

「すまん。頼む、リガヤ」

　国王は机に両手をつき、リガヤに向かって頭を下げた。

　そんな彼の姿を見て、リガヤは内心で苦笑してしまう。

（このお方、野望は大きいが気は小さいのだよな。だが、俺のような者に素直に頭を下げてしまうのは、むしろ好もしい）

　そんな四世王グィスカルのために何かしてやりたいと、リガヤはそう思う。

（それに。この国を。俺が生まれ育ったこの国を滅ぼされて堪たまるか。神が滅ぼすというのなら、悪魔とでも魔女とでも手を結んでこの国を守ってやる）

　リガヤは決意を新たにした。

（そのためには、まずナーガと魔女にその気になってもらわねばならないのだが、そこは当たって砕けろと行くしかない。しかし、ナーガか。どんな男なのだろうな）

　リガヤは、龍りゆう王おうの御み遣つかいだというナーガに会うのが、恐こわくもあり楽しみでもあった。





あとがき







　お久しぶりです、舞まい阪さかです。

　原稿を入稿したあと、予期せぬアクシデントが発生。そのため、五巻からだいぶ時間が空いてしまいました。申し訳ありません。

　わたしが原稿を書いたのはまだ初夏でしたので、こうして今回、著者校ゲラを受け取って読んでみたら、書いたことをすっかり忘れてました。元々が貧弱な記憶力しかないのでそのせいだという指摘もありますが（笑）。

　でも、おかげで今回は一読者に戻ったような新鮮な気分でゲラを読めました。こういうのも、たまには楽しいですね。たまには。毎回これだと困ってしまいますが。

　それはさておき。

「ナーガ」、ドラマＣＤが出るとか出ないとか？　そんな話があるとかないとか？　で、わたしがシナリオを書くとか書かないとか？

　あくまで企画の段階ですので、実現できるかどうかはわかりません。こういうのは、途中でポシャることがよくありますから、続報がなかったら、あぁ、アレは駄目になったんだなぁ、と温かい目でスルーしてやってください。

　それはさておき２。

　原稿を書いていたときは夏だったのに、ゲラを読むときはもう晩秋（北海道基準）。

　季節の移り変わりの早さには目眩がしそうです。

　テレビのニュース番組で札幌の週間天気予報を見ていると、雪マークが現れたりします。それも当然で、札幌の平年の初雪観測日が十月二十八日だそうですから、降って当たり前の季節なんですね。北海道では、もう冬がすぐそこまで迫っているのです。

　札幌に移住してもう四年が経ちますが、体に染みついた季節感とのギャップには、まだ慣れません。

　関東地方はまだ紅葉の盛りのはずなのに、こちらはもう紅葉シーズン最終盤。というかすでに終わっているところも多いみたいです。冬の寒さと降雪にはだいぶ慣れましたが、この季節感のずれというのは、なかなか修正できません。

　生まれ故郷で十八年過ごし。その後上京して三十年以上を関東平野で暮らし。雪のない場所でそれだけの時間を生きてきたわけですから、たった四年やそこらで修正できるはずがないですね。まぁでも、そんなずれも新鮮で楽しいんですけど。

　さて、あまり紙幅に余裕もないことですし、いつもの「今後の予定」に行きましょう。

　今月（十一月）には富士見ファンタジア文庫さんから「ロムニア帝国興亡記」の四巻が発売になったばかりです。書店さんで見かけたら、どうかよろしくです。

　年明け（たぶん二月か三月）には、ファミ通文庫さんから新作が出る予定です。タイトルとか内容の紹介はもう少しお待ちください。ちょっとだけ漏もらすと、○○と魔法の異世界ファンタジーになる予定です。さて、○○に入る単語はなんでしょうかね？

　そして「ナーガ」の次（＝七巻）は、おそらくたぶんきっと四月頃なのではないか、と思ったり思わなかったりしますが、どうでしょうかね。

　もしかしてひょっとすると、その頃にはドラマＣＤも出るかも……と期待したりしなかったりもしますが、さて、どうでしょうかね。

　そうだ、最後に。

　今月でまた一つ年を取ってしまいました。この年でラノベ作家を続けていられる幸せ。これも応援してくれる読者さんのおかげです。いつもありがとうございます。

　では、来年（の二月か三月）に、ファミ通文庫さんの新作でお目にかかりましょう。








　　　　二〇一四年一〇月吉日　舞まい阪さか＠果たしてジュビロ磐田はＪ１に昇格できるのか 洸こう
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